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Greetings
Satoshi Miyauchi

■This year, our club bulletin of “Propagation”

marks its 10th anniversary. We thank you for your

interest in our tiny tiny activities in Japan, but

hoping we could bring you at least “some”

information how we are playing with this precious

hobby with “radio”.

10 years ago, it is just like yesterday. Maybe not

much changes, but obviously, there are things we

miss, things we encountered, things that keep us

thrilled.

What disappeared from our radio dial are - those

radio stations that we loved. The last moment of

Radio Australia’s transmitter site, those videos

shared on social media were something that

illustrates the change of players, from radio

waves to social media, where people can easily

communicate on smart phones. The loss of that

popular radio station was in a way symbolic of our

hobby. Also manyMW radio stations started to

disappear from our dial. Soon, it may happen to

our local Japanese MW radio stations too.

Those things that came into our hobby are -

digital technologies, Perseus had been around

more than 10 years though, there are many new

SDRs being introduced into the market. In a ham

radio world, explosion of digital modes like FT8

had brought us another exciting aspect of

“playing-with-ionosphere” or simply enjoying

propagation. In Japan, the sharp rise of visitors

from around the world was also a good news to

our hospitality business. Maybemore after this

pandemic.

Although DX pedition is really interesting, MW

DXing at home - is one of the concept that I had

been doing for the past few years, especially with

the success of loop antenna at condo’s balcony,

connected to K9AY controller, which can reduce

noise & change the pattern of signal strength at

our switch inside house. This system had brought

me some really excitements against city noises,

when the condition is right, the reception of low

powered Australian station 2MM on 1665kHz,

and high powered, but extremely long range

DXing all the way fromWest Africa, TWR-Africa

on 1476kHz. Going out for DX pedition - we

usually can spend are rather limited to a few days

only, then it is like a gamble - or highly unlikely

that the condition could be “superb”. So for me,

continue listening from home - might be one of

the motivational key point especially when I think

of excellent propagation condition.

Well, anyhow, no matter how our environment

may change in next 10 years, we really wish - that

we continue to promote our precious hobby of

radio monitoring & communication..

73s.■

Astonishing reception of 1476kHz TWR-Benin

Verification card from Radio Australia 1978

Above - Perseus screen capture - Audio spectrum can be viewed 
Below - e-QSL from TWR-Benin for 1476kHz

https://www.youtube.com/watch?v=TaQEOnww3jE

6



 

 

                                          ⻑⾕川 眞也 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

Edition 1 : 喜多川歌麿 高名美人六家撰 「扇屋花扇」 

堀北真希／CommRadio CR-1 

Edition 3 : 豊原国周 「雪・両国柳はし枡田楼」 

広瀬すず／DEGEN DE1131 

※掲載号 : モチーフとなった浮世絵の作家とタイトル 

イメージした俳優／受信機・アンテナ 

Edition 2 : 三代目歌川豊国 「東都高名会席尽 名古屋

山三 助高屋高助」 

福山雅治／TECSUN PL-880 

Edition 4 : 国周 「夕立雷名男」 

綾野剛／C.CRANE CCSKYWAVE 
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Edition 6 : 豊川国周 「商人七福神恵比須」 

菅田将暉／Bonito Megaloop FX 
Edition 5 : 英泉 「浮世四十八癖」 

ミランダ・カー／SONY ICF-2001 

Edition 7 : 月岡芳年 「作品名不明・猫と美人画」 

浜辺美波／RADIWOW R-108 

Special Edition : Edition 1〜7 のコラージュ 

（限定 2 部） 
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Edition 10 : 歌川豊国 「東海道五十三次の内 戸塚駅 

早野勘平」 

竹内涼真／SANGEAN ATS-909X2 

Edition 8 : 歌川豊国 「役者舞台之姿絵 まさつや」 

吉沢亮／PERSEUS・Airspy HF＋Discovery・

Apexradio 303WA-2 

Edition 9 : 湯川松堂 「柿取り」 

のん／ALINCO DX-R8 

to be continued… 
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PROPAGATION Edition 10/TDXC10 周年に寄せて 

 

中川 弘夫 

 

 今回の刊行で PROPAGATION

は通巻 10 号目を迎える。年 1 回

の発行なので、TDXC 自体も丁度

節目の 10 年を迎えるということ

になる。世に誕生する同人のサー

クルは星の数程あるが、まずはこ

こまで別段トラブルもなく 10 年

間続けられたことは喜ばしいし、

勿論これからも続けていきたいと

思っている。そこでこの節目に一

度ここまでの活動を総括するとと

もに、次の 10 年は何に主眼を置

いて活動していくべきかについて

考察して、意義のある 10 年を展

望してみたいと思う。 

 

【発足の経緯と基本方針の策定】 

 TDXC は 2012 年 8 月に設立さ

れた。元はといえばこの年の 3 月

にいかさんとネットで知り合い、

既に仲良く付き合っていた Shin

さんと 3 人でまずは横浜西口で飲

んだことにある。お二方は同学年

の生まれであり住所も同じ戸塚と

いうこと、そして 3 人の関心事が

DX 受信そしてペディションにあ

ったことで、一席設けましょうと

いう話になった。そして実際飲ん

で意気投合した。 

 
 

その後本当に一緒にペディに行

ったりして楽しんでいたが、これ

がサークルに発展したのは「戸

塚」で飲んだことがきっかけであ

る。夏のある日にいかさんから

「冷たいビールでも飲みに行きま

せんか」と誘われて行ったのが戸

塚だった。BCL ブーム当時ならい

ざ知らず平成の時代において、都

内ではなく神奈川県内～しかも戸

塚という近隣の駅前で～BCL 同士

集まって飲めたことがとても嬉し

かった。そこで誰が言うとでもな

2012 年 3 月、全ての原点はここだった 
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く、この集いを「戸塚」の名を冠

してサークルに発展させませんか

という話になった。これは実にタ

ーニングポイントだったと思う。

そして同志を募ったところ～元々

のお仲間が中心ではあったが～数

名の賛同者を得て、その名も「戸

塚 DXers サークル（TDXC）」の

船出となった。 

 
 

 サークルとしての最初の議論は

「メンバーをどのようにして募っ

ていくか」、またサークルの拠り

所とも言える「会誌をどのような

形で制作し頒布していくか」の 2

点であった。いくつかの意見があ

り議論をしたが、結果的には前者

については「セミオープン」の方

式にしたこと、そして後者につい

ては現在の形態～年 1 回 pdf でオ

ンライン発行という形で収束し

た。前者については「サークルと

名乗る以上は誰でもウェルカムに 

 
 

 

するべきでは」という意見もあっ

たが、「顔と顔を突き合わせたリ

アルコミュニケーションへの賛

同」や「DXing を中心とする嗜好

の一致」は重視したいという意見

が大勢を占めて、そこは入会の条

件とさせて頂いた。こう書くと何

か排他的な集団のように思われて

しまいそうだが、実際的には参加

を名乗り出て下さった方の殆どは

お仲間に加わって頂いており、現

在約 20 名の集団となっている。 

 会誌の方針についても、これは

これで正解であったと思う。年 1

回が無理のないペースだと思う

し、更に各自の記事を pdf で提出

する形式にしたことで編集担当に

過重な負担を負わせることなく、

またインターネット経由で配布す

ることで多くの同志に配布し読ん

TDXC 発足談義がなされた「維心」 

pdf で発刊された 

PROPAGATION Edition1 
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で貰うという目的も達成すること

が出来た。これが BCL ブーム当

時のサークルの会誌だったら、せ

いぜい会員分+αくらいしか読ん

で貰えなかった筈である。対して

PROPAGATION は Edition9

（6/25 現在）までで累計 30,000

件を超える。途中からは海外の仲

間も意識し英語の目次や記事も加

えたので、少しグローバルな展開

も出来たのではないかと思う。紙

の会誌を希望する意見も取り入

れ、現時点ではメンバー限定だが

印刷した会誌を実費で頒布するこ

とになり、今日に至っている。 

 

【実際の活動】 

 さて実際の活動だが、元々の趣

旨であった Face to face のお付き

合いを主体として、アクティブに

行動してきた。メインは DX ペデ

ィションと飲み会である。ペディ

の方は組織化以前から有志ベース

行ってきたが、サークル化した翌

年の沖縄を皮切りに年 1 回、サー

クルの行事として遠征ペディを実

施している。私自身は以前はペデ

ィのために複数日宿泊することや

遠距離の移動をするのは抵抗があ

ったのだが、沖縄で一気にそれが 

 
 

 
 

 

解消された。以降北海道に 2 回、

そして 2018 年からは 4 年連続で

岩手北山崎に行っている。ここで

は昨年、念願の北米東海岸の中波

局 WBZ 受信に成功している。 

それ以外の年は～これは宮さんと

私の 2 人だが～2016 年に北米は

オレゴンの Cliff に、同じく 2019

年は私単独だがワシントンの

Grayland に参加している。また

2015 年はレジャーペディと称し

て、初島で開催している。少し毛

色の変わったところでは、2019 年

TDXC 初の遠征ペディ：沖縄・浜比嘉島

岩手北山崎ペディの定宿 

白花シャクナゲ荘 
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に若手 BCL と交流しようという

趣旨で開催されたペディもあっ

た。 

飲み会は毎年 4 月の

PROPAGATION キックオフ、同

じく 8 月の完成祝い、そして年末

の忘年会の 3 回が定番となってい

る。それ以外に新しい仲間が加わ

ったり、遠方からゲストが来たり

すると都度企画して集まってい 

 
 

 
 

た。特に 17 年には海外から初の

ゲスト～カナダの Nick Hall-Patch

氏～を迎えて交流した。更にはメ

ンバーの一人、甲斐迅氏の企画に

よる、氏の職場敷地内にある閑静

なフレンチレストランでの食事会

も楽しかったが、パンデミックの

影響によりここ数年開催出来てい

ないのは残念なことだ。 

ペディと飲み会以外では、BCL

に留まらずハムや CB など無線の

潜在的愛好者がいたこと、またメ

ンバーのさわぽん氏が BCL ロー

ルコールを始めたことなどきっか

けとなり、何人かは新規に免許を

取ったりリグを新調したりして参

入。無線班が結成されることにな

った。私自身も 3 アマにアップグ

レードして 50W 機や GP アンテ

ナを設置したり、CB 機を購入し

たりした。 

 

 
 

戸塚のパブ、その名も「ザ・サラリーマン」 

Nick さん来日歓迎オフ（横浜） 

私も 2 台購入：上 FT-7250D/下 FT-60 
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この他顕著な動きとしては、

Ultralight DX の流行がある。これ

はメンバーと、このジャンルの開

祖とも言えるシアトルの Gary 

DeBock 氏との交流から火が付

き、シエスタ氏の指導による製作

の説明会や工作会が開催され、何

人かが実際にポータブルラジオを

改造して作った。そしてそれを実

際のペディ会場に持ち込み、通常

では聞こえない海外中波局を受信

して大いに感激した。 

 
 

 

【10 年の振返りと組織化の意義】 

 このように 10 年間の活動を振

り返ってみて、「単に BCL 仲間と

遊ぶこと」と、「名前を冠してサ

ークルとして組織化したこと」で

は、果たしてどんな違いがあった

のだろうか。勿論私は組織化自体

に大きな意義があったと思ってい

るが、その主なものは「仲間の拡

大」と「各位の活動のレベルアッ

プ」及び「組織故に成しえたイベ

ントがあった」というものが挙げ

られるのではないかと思う。 

PROPAGATION の発行により

TDXC の存在も少しずつ広まり、

近隣に潜在していた同志から参加

を得ることが出来た。会員の紹介

で参加下さった方や、blog などの

活動を通じて嗜好が同じと思われ

る方をスカウトしたこともある。

いずれにせよサークルという「組

織」や PROPAGATION という

「会誌」がなければ、恐らく知り

合えなかったであろう。知り合っ

たのは皆さん概ね 50 歳前後にな

ってからであったが、この歳にな

って利害関係なく飲んで大騒ぎ出

来る仲間が出来たことの意義は極

めて大きいと思う。我々は良き仲

間を得て、どれほど豊かな時間を

過ごすことが出来たであろうか。 

 次に 1 年間の研究・活動の発表

の場が会誌 PROPAGATION であ

るが、上述の通り大勢の方にご覧

頂くこと、そして活字として残る

ことを考えると適当なことは書け

ない。そこでメンバーは気合を入

れて研究し記事を書いた。同様に

～こちらは会員限定であるが～20

年から始まった Convention によ

Gary 氏製作による Ultralight 機 
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り、この動きは更に強まっている

と思う。そうした発表の場がある

ことで相互に刺激を与えまた切磋

琢磨し、それが全体のレベルアッ

プにもつながっていると思う。 

 
 

 サークルという組織故に、また

PROPAGATION の取材名目で、

各メンバーが色々な業界関係者と

コネクションを作り、その方々と

交流する機会も得ることが出来

た。本誌前号に掲載された ROK

スタッフへのインタビュー、アペ

ックスラジオ大島社⾧との対談、

私は参加出来なかったが NHK 八

俣送信所見学、OM 探訪インタビ

ューを通じた OM さんとの交流な

どは単独でも出来なくはないだろ

うが、会誌の取材という大義名分

なり組織故に実現しやすかったと

思う。 

 

 

 

 

【“Next decade”に向けて】 

さて、TDXC “Next decade” を

展望するに当たり、2 つのことを

考えた。勿論これは私が個人で考

えたことに過ぎず、サークルとし

ての考え方はまた議論をしながら

合意を形成していくことになるで

あろう。 

一つは今号の OM 探訪でも触れ

たが、大橋太郎氏よりご示唆頂い

た「後進の育成」である。これは

簡単なことではないが、我々が感

じている遠距離放送受信のロマン

は、世代を超えて共感して貰える

ものに違いない。これを絶やすこ

となく次世代に繋いで行きたいと

TDXC Convention でのプレゼン 

ROK 技術倶楽部スタッフへのインタビュー 

アペックスラジオ大島社⾧との語らい 
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思うし、未だノーアイデアながら

方策を考えて実現したいと思って

いる。 

もう一つは～この 2 年間のパン

デミックを通じて図らずも気付く

ことになったのだが～遠方の仲間

との活発な交流である。TDXC は

前述の通り「すぐに集まれる近所

づきあい」を大切な価値観として

ここまで続けてきた。なのでメン

バーは横浜市戸塚区を中心とし

た、周辺地域在住者に限定されて

いた。しかし Zoom に代表される

オンライン会議システムの利用が

一般化されるに伴い、物理的な距

離は一気に縮まった。従前の SNS

や掲示板とは明らかに異なる、リ

アルに近い付き合いが出来るよう

になったのも事実である。これを

使えば各地に散在する同志と交流

することが可能になるであろう。

それは国内外を問わずである。そ

うしたお付き合いの仕方により、

数少ない仲間との交流を拡げてい

くことで、この趣味の楽しみを豊

かにしてくれるのは間違いないと

思うのである（勿論オンラインオ

ンリーのお付き合いは無いと思う

が）。こちらも具体的に検討して

提言してみたいと思っている。 

 
第一回遠征ペディの会場となった沖縄・ホテル浜比嘉島リゾートより海を臨む絶景。 

一歩踏み出した原風景であり、次の 10 年の更なる発展を祈念せずにはいられない。。 
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「Propagation Edition1」をネットで見つけてブ

ログで紹介したのが 2013 年 8/2。その記事をきっ

かけに TDXCのメンバーに加えて頂き早いもので 10

年が経ちました。無線とラジオの趣味は相変わらず

楽しんでいるものの、「自分の趣向」や「趣味を取り

巻く環境」など 10 年前では予想しなかった様々な

変化がありました。 

今回 Propagationが Edition10と区切りの号とな

るにあたり、筆者が寄稿した記事やブログ、Twitter

などの内容を振り返り、10 年間で変わったことを

整理してみました。 

 

■ Blogから Twitterへ 
 

多くのラジオ・無線愛好家が利用していた Yahoo!

ブログ。筆者も 2013 年にこのブログで SNS デビュ

ー。おかげで幅広いコミュニティを形成することが

出来ました。ところが 2019 年に突然のサービス終

了のアナウンス。何とか別のブログに移行すること

が出来ましたが、通っていた学校が廃校となりクラ

スメイトがバラバラになった感じでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しいサービスでは写真の UP やコメントのやり

取りが煩雑に感じるようになり、少し前から始めた

Twitterでのタイムリーな情報発信に軸足が移って 

 

 

 

 

 

 

 

 

いきました。現在は BCLロールコールの運用結果な

どきちんと記録として残しておきたい時のみブロ

グを活用しています。 

 

■ Ultralightから固定機へ 
 

中高生の頃ハマっていた中波 DX。それを再び楽し

んでみようと思わせてくれたのが Ultralight DXと

いう楽しみ方。安い中華製ラジオに外付け大型フェ

ライトバーアンテナを取り付けて単体で中波 DX を

狙うこの遊びは「DX局は大型アンテナと高価な受信

機で聞くもの。」という概念を覆してくれる画期的

なものでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後、中波 DX を多くの人に楽しんでもらうた

めにも「手軽に入手出来る製品で楽しむのが良いの

では」と考え、無改造の中華製ラジオとミニループ

TECSUN AN-200で北米やオセアニアを自宅から狙う

ようになりました。 

 そんなある時、急にどっしりした固定機で針式の

揺れるメーターを眺めながらワッチしたいという

願望が沸き上がってきます。SNS でお世話になって

いた「オヤジさん」の影響が大きかったのですが早

速中古でアナログ固定機を購入。毎晩のんびりダイ

ヤルを回して楽しんでいます。10年前はまさか固定

はまっこラヂヲ通信 

 

お気楽ラヂヲエッセイ 

 

何が変わった？この 10年を振り返る 

大型バーアンテナを付けた ultralight仕様 

懐かしい Yahoo!ブログのカバーデザイン 
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機を購入してワッチする様になるとは夢にも思い

ませんでした。古い設備で楽しむことはニューカマ

ーの方々にとっては参考にならないので自分とし

ても後ろめたい気もしますが、しばらくはこのスタ

イルが続きそうです。 

 

■ サイレントリスナーから投稿へ 
 

ラジオにメールを送ることは FM ヨコハマの平日

朝の帯番組、北島美穂さんの「ザ・ブリーズ」に送

る程度でした。その後、夕食後に趣味のプラモデル

製作の BGMとして聞き始めたのがニッポン放送オー

ルナイトニッポン music10。お気に入りは鈴木杏樹

さん。何気にスマホでメールを送るとラッキーなこ

とに一発採用！ 

学生の頃、大橋照子さんのヤロメロにハガキを送

っていた頃の熱い思いが蘇ってきました。それから

というもの毎週メールを送るようになり、ペンネー

ムもといラジオネームも「はまっこラヂヲ通信」に

統一。暫くすると千倉真理さんのミス DJ リクエス

トパレードも聞くようになり、今では 2番組に毎週

平均 4通ほど送っています。元々採用率は 10％と低

かったのですがコロナ禍の影響でラジオリスナー

増加、競争率が上がったことにより更に低空飛行し

ている状態です。 

 

■ DXから日本語放送へ 
 

10年前は海外放送なんて殆ど聞くことは無く、早

朝に目が覚めた時 630kHz のオーストラリア 4QN を

ちょっとモニターする程度。TDXCに入会してからは

北米中波の受信テクニックを伝授頂き自宅でも毎

晩チェックするようになりました。 

その後、KTWRフレンドシップラジオやラジオタイ

ランドを Twitterを通し仲間と同時受信して楽しむ

ことを覚え今に至っています。受信が難しい局を狙

うのは BCLの醍醐味ですが、比較的良好に受信でき

る日本語放送を多くの仲間とワイワイやりながら

聞くのも捨てたもんじゃないなと感じています 

 

■ BCL活性化への積極的な活動強化 
 

「日頃の活動をブログで発信していればおのず

と楽しさが伝わっていくはず！」BCL 仲間が増えな

いかな～と思いながらブログをせっせと更新。並行

して Propagationにその楽しさを寄稿し続けました。

しかし残念ながら仲間が劇的に増えることはあり

ませんでした。 

 「仲間を増やしたいならもっと積極的に何か仕掛

けないと！」一念発起して BCLロールコールを始め

ました。「前回の交信の後、ラジオを買いました」

「KTWR聞きました」といった反響を直に聞けたこと

は記事の寄稿とはまた違った嬉しさがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

残念ながら他の BCLが開催するロールコールは未だ

聞こえてきませんがいつの日にかこちらからチェ

ックイン出来る日を楽しみに待ちたいと思います。 

 

■ 受信室をゲット 
 

以前は寝室の小さな机の上にラジオを置いてチ

ンマリ聞いていました。ラジオを置くと本も広げら

れない状態。いつか自分の部屋を持って「ラジオの

製作」の背表紙を飾っていた無線機の広告の様に、

大きなテーブルにラジオを置いてのんびり聞くの

に憧れたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 家族が寝ている横でワッチ 

活性化に貢献している？BCLロールコール 
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あれから月日が経ち子供達も独立。待ってました

というばかりに子供部屋に「進駐」。勉強机は上の本

棚部分を取り外し受信机に変身。最近では毎日の夕

食後に広い机でダイヤルをぐるぐるしています。 

 

■ 老眼による電子工作減少 
 

この 10 年で一番困ったのは視力の低下、「老眼」

の進行です。中華ラジオの Ultralight DX仕様への

改造や DE-1103 愛好者 3 号の音質改善としてチッ

プ抵抗のはんだ付けなど色々やっていましたが、最

近ではコテ先がどこに当たっているのか見えなく

なり同軸ケーブルの M 型コネクターなども出来あ

いを購入するほど電子工作は殆どやっていません。

完全なアマチュア無線「通信士」になってしまいま

した。我ながら情けないです。 

 

■ 原チャリ移動からウォーキングへ 
 

新型コロナの影響でテレワークが進み運動不足

が一気に加速。それまでは原チャリで効率よく移動

運用、E スポシーズンは近所の池のほとりで折り畳

み椅子に座りコンディションが開けるのをじっと

待っていたものですが、最近では健康のためにウォ

ーキングしながらの運用に見直しました。 

自ずと Eスポのタイミングには間に合わず DX QSO

数も激減しましたが、出来る範囲で楽しめれば良い

と思うようになり主にグランドウェーブ QSOを中心

に楽しむようになりました。 

 

■ 変わらないのはラジオ好きな性格 
 

こうやって振り返ると 10 年間の間に自分のスタ

イルが色々変化してきた事に驚かされます。でも

「テレビよりラジオ好き」という筆者の性格は相変

わらずの様です。(笑) 

ワイド FMが台頭し AM放送が終了する流れは止め

られそうもありませんが、ラジオそして無線といっ

た趣味は自分の大切な宝物であり今後もその素晴

らしさを微力ながら広めていければと思っていま

す。 

（は） 

 

 

 

【筆者ブログ・Twitterでの思い出トピック】 

 

■2013年 

・アド・カラーが廃業 

・ゴールドブレンド大変身？ 

・思い出の自転車会館ビルが解体 

・お隣の区の BCLサークル 

■2014年 

・さよならジャンボジェット 

・DJケイシー・ケイスンさんが永眠 

・さよなら山水電気・・・。 

・MV-22 オスプレイが飛んでいた！ 

■2015年 

・本田技研が F1に戻ってくる？ 

・戦艦武蔵 発見される！ 

・トワイライトエクスプレスのラストラン 

・北斗星のラストラン 

・祝 MRJ初飛行 

■2016年 

・冨田勲さん逝く 

・こち亀最終回 

■2017年 

・マクセル UD限定復刻 

・横浜市旭区でエアフォースワン 

■2018年 

・ICF-SW7600GRが販売終了？ 

・高嶋ひでたけのあさラジ最終回 

・サザエさんの単独スポンサー最後の日 

・ドカベンが最終回 

■2019年 

・RF-2800の設計担当者へのインタビュー！？ 

・御礼 ヤフーブログ新規投稿終了に際して 

・小森まなみさんの声をキャッチせよ！ 

■2020年 

・BCLロールコール in 鎌倉を開催！ 

・ラジオ沖縄 ROK技術倶楽部始まる 

・BCL関係のラジオ番組が続々スタート 

■2021年 

・マガジンランド廃業 

 ・WRTH販売終了 
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特集 

北山崎DXペディション・その 4 
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第四回 
北山崎ソーシャル 
ディスタンシング 
DXペディション 
 
～WBZ受信ドキュメント～ 

        
長谷川 眞也 

 
 

2021 年 11月に開催されたTDXCの遠征DXペ
ディションは、中川さん、栗本さん、宮内さん、
長谷川の4名と盛岡から参加の佐々木さん、計5
名で岩手県下閉伊郡田野畑

し も へ い ぐ ん た の は た
村の北山崎

きたやまざき
園地で、

ソーシャルディスタンスに配慮して行われました。 
同じ日には北海道道東でシエスタさん、そろた
つさん、FUMI さんによるDXペディがあり、岩手
と道東で情報を共有する同時ペディになりました。 
北山崎は2018年に 920kHz R.Nac del Paragu
ay、2019年に 1510kHz HD2IOAや 1110kHz R.
Feliz、1680 KRJO、2020年には 864kHz ROK
ラジオ沖縄など、毎回おもしろい局が聞こえるFB
なロケーションです。 
そして 2021年は、ついにボストンのWBZを捉
えることができました。2021年北山崎ペディの詳
細についてはCQ ham radio 2022 年 1月号の特
集記事に詳しく掲載していますので、ここでは
WBZを受信した経緯に絞ってドキュメントでご紹
介したいと思います。 
 
2021 年 11月 20日（土）15時 
 北山崎園地に到着したメンバーは、TDDFアン
テナを設置して14時 50分ごろから受信を開始し
ました。道東もすでに450mビバレージでワッチ
をはじめており、15時に 1300kHz KCMY Cowb
oy Country（120W！）を確認するなど、快調な
出だしのようです。 
いっぽう北山崎では、機器に接続していた同軸
ケーブルの不具合でゲインが低くなるトラブルが
発生。15時の IDは聞こえず。同軸の不良を特定

して交換後、あらためて受信を再開したのは15時
半を過ぎていました。 
 道東隊のFUMI さんより「コロナホールが地球
正面に出てきており、20日深夜から21日にかけ
て若干地磁気が荒れそうです」というメッセージ
が。その予想通りTPの信号はかなり弱く、ペディ
メンバー間に不穏な空気が流れます。ただこの情
報に、筆者は「一次伝播で、嵐の前の思わぬ良い
影響が出ることを願ってます」とレスしていまし
た。まさか、それが現実のものになるとは...... 
 

2021 年 11月 20日（土）16時 
日の入り時刻が迫ってもコンディションは低調
で、カリフォルニアなど北米西海岸もかなり弱く、
アラスカがぽつぽつと聞こえている状況でした。 
そのとき、道東隊から16時に 1030kHz WBZ
が結構強く聞こえていると、LINEグループにメッ
セージが！ 北山崎でも非常に弱く入感しているも
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のの、かろうじて英語とわかる程度。正時もQSB
で沈んでしまい取れていませんでした。 
シエスタさんがTwitter にアップしたWBZの

受信音はとても強力で、ロケーションとアンテナ
の違いに北山崎隊一同舌を巻きました。 
その後も道東ではWBZが入感し続け、16時 45
分あたりから2地点で同時ワッチにチャレンジ。
道東では内容が細かく聞き取れるくらい強いのに、
北山崎では「男女のトーク」レベルにしか聞こえ
ず、歯ぎしりするばかり...... 

2021 年 11月 20日（土）17時 
17 時正時も、WBZは確認できず（このときは
道東でもQSBで取れなかったそうです）。その後
もTPは精彩を欠き、集中力の切れたメンバーは雑
談タイムへ。 
結局 17時 43分に受信を打ち切り、宿へ撤収し
てしまいました。その後は東海岸入感の千載一遇
のチャンスを逃したことから（？）アルコール変
調に拍車がかかり、筆者も酩酊。道東隊が2次伝
搬ワッチに専念する中、日付をまたぐ前に就寝し
てしまいました。 
 
2021 年 11月 21日（日）01時 
 北山崎隊が寝静まった深夜1時 39分、宮内さん
がLINEグループに驚くようなメッセージを送信し
ていました。筆者は泥のように眠っていて、この
ことに気づかず。 

 
2021 年 11月 21日（日）05時 
 早朝になって宮内さんのメッセージに道東のシエ
スタさんが気づき、送信していた音声ファイルの
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ID を確認していただきました。遅れてFUMI さん
も、道東の受信音とすり合わせをしてくださいま
した。 

 
2021 年 11月 21日（日）06時 
 他のメンバーがまだ起き出さない中、宮内さん
はNick Hall-Patch さんをはじめ海外DXer にコン
タクトを取り、受信音を聞いてもらったり、北米
のWBZ同時刻音声を送ってもらったりと、着実に
確認を進めていきます。 
 
2021 年 11月 21日（日）07時 
 北山崎白花シャクナゲ荘の朝食は7時。LINEを
確認して食堂フロアへ集合したメンバーは、すで
にWBZ受信の喜びを分かちあっていました。 

 二日酔いの筆者は少し遅れて食堂入り。皆さん
がニコニコしているなか、ひとりだけポカーン。
「WBZ入ってたよ、おめでとう！」という中川さ
んの言葉も、狐につままれたような気持ちで聞い
ていました。 

 
2021 年 11月 21日（日）08時 
 WBZ受信に半信半疑で部屋に戻り、自分のPERS
EUS記録ファイルを解析してみると、たしかに聞
こえている！16時 9分 4秒、「WBZ Boston’s N
ews Radio」の IDを弱いながらも確認。 
リアルタイムの受信から16時間以上経っていま
したが、ついに北米東海岸局の受信を実現できた
瞬間でした。 
 
おわりに 
 2003 年春からBCLに復帰した筆者は、子供の頃
からの憧れだった中波DXに傾倒して、いつのま
にか18年以上を過ごしました。いつかは聞いてみ
たいと思っていた、北米東海岸中波局。2018年
11月 25日に道東ペディ隊がWPTXやWBZを受
信してから数年、幾度となくトライしましたが東
海岸はあまりに遠く、サイクル25も立ち上がった
最近では諦め気味でした。WBZに受信報告書も発
送し、ようやく受信の実感が湧きつつあります。 
 宮内さんは今回のWBZ受信を確信していたそう
で、「（リアルタイムでも）聞こえてるだろうと
は思っていましたよ」と、事もなげに語っていた
姿には痺れました。 
 今回のWBZ受信にはさまざまな方のご協力が
あって実現しました。この場を借りて、厚く御礼
を申し上げます。 
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北山崎 DXペディ記念ミニ巾着袋の製作 
 
 

◼ 2022 年度 の TDXC 北山崎 DX ペディションは、

別動隊の道東ペディと重なったことや参加予定者

の都合などがあり、昨年の 8名からグッと減って 4

名での開催になりました。寂しくもありましたが、

少数精鋭で機動力のあるペディになったと思いま

す。そんなメンバーに思い出の品になるようにと、

今回もペディ記念グッズを製作してみました。 

 

◼PROPAGATIONの印刷でいつもお世話になっている 

ポプルス（https://www2.popls.co.jp/pop/）の各

種グッズの中から「ミニ巾着袋」を選択。ペディで

使うアイテムの、ちょっとした小物入れにも使える

と思います。 

◼ここ数年の記念グッズは PROPAGATION の表紙画

をデザインに流用していましたが、久しぶりに描き

下ろし。CQ ham radio 2022 年 2月号別冊付録「BCL

をまるごと楽しむ本 2022」裏表紙のバリエーショ

ンで、ICF-5900 をキャラクター化したイラストに

しました。編集用テンプレートに貼り付けてデータ

入稿し、1 週間で商品が到着。今回は 15 枚を製作

し、単価は 1枚目が 1,100 円、2枚目からは 330 円

でした。 

 

◼遠征ペディの参加メンバーとお世話になった宿

の皆さんにプレゼント。家族へのお土産にもなって

います。次回はなにを作ろうかな。 
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DXer’s Guide -

How to get to

Tanohata, our

DXing Venue

Satoshi Miyauchi

■DXing in remote noise-less location is

something we all DXers dream of.. For the past 3

years, we have been visiting Kitayamazaki,

Tanohata, in Iwate prefecture, where everything

is in with good balance - both DXing, and great

scenary, nature, and great local foods, it is a place

suits for serious DXing & trip away from busy

cities. Yes, this “Balance” has its own great values.

Unlike in Northern Hokkaido, where DX pedition

must give us more chances of receiving “Over the

pole” propagation, however, DXing in more safe

& comfortable place, while no compromise to

DXing, but the place that can offer us with plenty

of other enjoyments, such as enjoying local

excellent foods, picturesque scenery of wild cost

line, and comfortable accommodation, without

letting ourselves facing to some kind of “danger”

simply in the activity of DXing. This is quite

important.

This place is facing to the Pacific Ocean, therefore,

our main target at our autumn season is to catch

stations via “Over the pole” propagation,

especially East Coast stations of North America.

When the path is not favorable over the pole,

then there are another chances of logging many

South American stations, which must be also

interesting to many DXers.

And actually in this most recent DX pedition, we

could catch “WBZ” Boston, which we all had been

dreaming of, as we know catching signals coming

through over the north pole is extremely difficult

& challenging.

Destination : Tanohata, Kitayamazaki area, in

Iwate prefecture.

Rough image of this location:

It is more than 600km / 380miles, from our

Kanagawa or around Tokyo area.

Most common way of arriving at this place must

be:

Using “Shinkansen” toward North - about 3 hours,

then either by car - roughly 2 hours

Or using local trains - roughly 4 hours, so it will

take roughly more than 6 hours from our capital

Tokyo.

This time, rather than taking Shinkansen on my

way, but flew in to Misawa, Aomori prefecture,

which is located a bit more far north, then head

down toward our DXing venue, staying in Aomori

one night, which must be also interesting to all of

us. When this Covid-19 pandemic is over, hoping

one of you - who wants to try our DXing site in

Japan, may try to travel route like this.:)

Flying out from capital Tokyo to Misawa, our

airport of gateway is quite easy. From Tokyo’s

International Airport - Haneda (HND), it is the hub

of all domestic air routes. For the past several
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years, many international routes had also found

its gate slots here at Haneda Airport, therefore,

you may probably find it easy to find the plane

arriving Haneda (HND), rather than

Narita (NRT). But if you had arrived

at NRT, no need to worry.

Connecting two airports is easy by

limousine bus service, but also direct

commuting train connecting two

airports is quite reasonable, if you

do not carry much luggage.

Traveling domestically in Japan,

there are number of benefits to

inbound travelers. One of the most

famous one must be that of Japan

Rail, which gives you heavy

discounts on domestic rail networks. One of the

other is offered by airlines, and if you buy tickets

outside Japan, there are airfares that gives you

50% less or so. Airfare rule wise, these domestic

“add on” fares are valid usually only for

connecting to your inbound leg within 24 hours.

So you may take advantage of the airfare, if you

choose your first destination at Misawa (MSJ).

If you are well familiar with local MW stations,

Misawa is one of the city where AFN is servicing

those who are in the Air base, with 1kw

transmitter on 1575kHz. During night time, this

signal can also be heard in Tokyo with proper

DXing capable equipment. Usually this Misawa

station is the one that can be well heard on the

frequency - here in Tokyo area. Well, so you

probably find it useful to have this English

language MW station to start the day with, to

catch up news on the hour.

Flight’s route from Haneda to Misawa is quite

simple. If your plane departed Haneda (HND)

airport using runway heading 340 (or North),

then airplane won’t even make any turn until you

get near to the airport. It is a simple straight air

route toward north, along the cities of Tohoku

(Northern Japan) region. It is a pleasant an hour

flight.

Accommodation of our first night is:

HOSHINO Resort AOMORIYA, a well known 5 star

hotel chain. Good thing about this hotel is that

their room rates are set relatively reasonable

despite the image that we get from the name of

this reputable hotel brand, and its “fun” simply

staying there - details follows:

URL
https://www.hoshinoresorts.com/en/resortsandhotels/uniquehotels/aomoriya.html?redirect=yes

When I was preparing for my plan to stay at this

hotel, I noticed that this hotel’s free airport

shuttle is not available for my late arrival flight.

Why? when I called hotel, the receptionist

sounded sorry and told me that they are not

offering free ride for the flight arriving from Tokyo

in the evening. Literary, it is something you may

also want to ask “what”?! Well, if it is in the

USA, when the hotel says they have free shuttle

service to and from airport, they should be

providing throughout the hours of airport

operation, from the first flight to last one. Let me

explain this rather funny system in my own way of

understanding. This might be because of Japanese

way of “sharing economy”, or its unique

“eco-system”. When you think about the local

economy, the taxi driver’s job is also important.
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Yes, hotel only provides certain period of day time

arriving travelers, but let the taxi industry to take

the rest of the business in the region. They are

sharing the demand in its nice ways. While I was

thinking like this, soon my taxi arrived at hotel.

Arriving at HOSHINO Resort that I wanted to visit,

this is the hotel not only with bed & breakfast,

but you may soon realize that you just jumped in

to a “Theme park” of local culture. During the

evening hours, there are live performances of

local traditional music, from this area, using

“Tsugaru Shamisen”, with its energetic

performances. You may find below archive

interesting to know how it sounds like – the art

of Tsugaru Shamisen.

https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/ondemand/video/3004773/

As for Rotenburo lovers (hot spring bath placed

outside building), this hotel has simply amazing

Rotenburo. It was the full moon night with

partially coloured autumn leaves lighted up

across the hot water. So there are lots of fun in

simply staying at

the hotel.

In the hotel, you

may be able to

reserve dinner

but it is also

possible to have

something to eat

on the small

IZAKAYA style restaurant inside hotel.

So resting yourself toward the train trip & DXing

excitement starting from next day,

Morning breakfast buffet - this was quite unique

& nice to try out many many items. As it is simply

buffet style, some items are being served by the

person stationed at each section. Having good

breakfast might also be a good idea, as we travel

through train rides, and there are not too many

connecting times until we arrive at Tanohata

station.

From the hotel, you may reserve taxi to the

nearest train station - Misawa. Then you may

purchase a single ride ticket to Hachinohe. It was

a sunny late autumn morning on November 20,

2021, half day train journey just starts.

As you can see the map, the route is quite simple,

just going down all the way to Kuji, then to

Tanohata. It is a pleasant roughly 2 hours ride to

Kuji, then 50min transit time there, then another

less than an hour ride. Most of the route provides

you the excellent scenery / ocean view on the

way.

Misawa

Station

(Aomori)

Taking

“Aoimori

Tetsudo”

- Private

train

09:06 Misawa Station

09:26 Hachinohe Station

//////////// At Hachinohe Station, just simply

taking up the escalator and down to the next

platform, where there is another train is waiting

for your journey to the south. ///////////

Note*You can purchase this JR portion at Kuji.

09:29 Hachinohe Station

This is JR (Japan Rail) Hachinohe Line,

Traveling all the way down to “Kuji”.

Traveling time is about 1 hour and 40 minutes.

Passing 23 station along the way, traveling

64.9km.
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This line was quite interesting and never makes

you sleepy, your left hand side window continue

to show you the scenery of Pacific coast line,

together with the comfortable -- somewhat

nostalgic sound of local diesel engine powered

train.

11:08 Kuji Station.

I was expecting to find something to eat although

it is slightly early for lunch, but remembering the

fact that I ate rather good breakfast at hotel, I just

grab a bread and decided to eat on the next train

to Tanohata. There was another looks-delicious

hamburger restaurant, but there were queues, so

I just avoided that and waited train.

12:07 Kuji Station

Sanriku Tetsudo Riasu line

It will take slightly less than an hour journey, with

8 stations to stop by before arriving Tanohata.

13:02 Tanohata Station.

On Sanriku Tetsudo line from Kuji to Tanohata,

the ticket was “Pre-printed” on hard thick

paper, the nostalgic gift from the past, the style of

50s, 60s, and 70s. If you fond of collecting these

as a memory of trip, it could be a good idea to ask

train conductor to keep it before getting off, it

was just OK with my case. During the route, there

were two scenic points, where train just stops for

passengers to take pictures, and enjoy the

scenery along the coast, both on a high bridges.
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Approaching Tanohata, you will notice a long

tunnel, you will be stopping (and getting off) at

Tanohata station, it is quiet rural station without

station master. You can reserve taxi in advance,

or if you are lucky like me, the other party of our

group just wait for my arrival on their rented car.

From the station to the DX pedition / Staying

place, it is another comfortable ride in a car. But

you will be able to witness some sites where a

glimpse of ruins from the 2011 massive

earthquake that hit Eastern Japan. You will

proceed ups and downs, curves along the coast

and in the mountain, you will be soon arriving our

hotel, Shirohana Shakunage-so, it is at the

tip of the scenic place, therefore, huge car park is

there, where number of tourist buses can part

also. It is quite nice to see the owner of the hotel,

after number of visits there, who is extremely

understanding to our hobby(ies), not only to our

radio monitoring, but we hear that there are

number of other enthusiasts coming to his hotel -

for instance, those who love astronomy, and also

photographers. After greeting to hotel’s family

members, we rush to install our D-Kaz or TDDF

anntenna. The gray line of November is fast

approaching at our 3pm, so not much time left.

From our D-Kaz or TDDF antenna site, we still

need to put nearly 100m long dojiku / coax wire

to feed the RF into splitter for our member’s

use. It is the start of our exciting DXing ! Hoping

to have you one day in the near future !!

Note: This hotel is located above 200 m about

the sea level, you may find some photos from the

venue in other pages.

■

Here are some YouTube videos for your interests.

On our way from Hachinohe to Kuji, diesel car

gearing up for climbing up the hill along the coast.

https://youtu.be/BG0XF9HyBZM

On our way from Kuji to Tanohata, there are

number of photo taking stops on the high bridge.

https://youtube.com/shorts/KEgTc63Szf8?feature=share

https://youtube.com/shorts/i-lv03HW7Qg?feature=share

■ PS

It was an exciting airplane ride - first time after

Covid-19 pandemic came.. This Japan Airlines

Flight has even code shared American Airlines

flight number too.

Happy Trip to Japan - and welcome !!
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Freq. Call City State JST Condx Remarks

650 KENI Anchorage AK 17:00 f EG "6-50 KENI, Anchorage" ABC News

660 KFAR Fairbanks AK 16:59 w EG "KFAR 97.5 FM 6-60 AM Fairbanks, Alaska"

670 KDLG Dillingham AK 17:00 w EG "Your Radio…AM KDLG Dillingham"

690 KHNR Honolulu HI 16:59 w EG "This is KHNR, Honolulu…10 o'clock"

700 KBYR Anchorage AK 15:59 w EG "KBYR, Anchorage. Alaska Talks Here"

720 KOTZ ? Kotzebue AK 17:00 p EG "You're listening to K(OTZ)…"

730 CHMJ Vancouver BC 17:51 p EG "AM 7-30"

750 KFQD Anchorage AK 16:59 w EG "♪KFQD Anchorage〜"

770.02 KCHU Valdez AK 15:59 w EG "You're listening to KCHU 7-70 AM Community Public Radio"

780 KNOM Nome AK 15:59 f EG "KNOM AM and FM in Nome. It's 10 o'clock" 

830 KHVH Honolulu HI 17:04 w EG "…on News Radio 8-30 KHVH…"

840 KPEN Kenai AK 17:01 p EG "AM 6-20 FM 100.1 KGTL, Homer and AM 8-40 FM 102.5 107.9

KPEN Kenai-Soldotna" New station from Feb. 2021

850 KICY Nome AK 16:03 f EG "This is KICY, Nome"

920 KSRM Soldotna AK 15:59 p EG "This is your talk 92 KSRM Soldotna, Kenai homer. It's 10

o'clock time now for ABC News"

930 KNSA Unalakleet AK 16:01 w EG "This is KDLG Dillingham"

940 KYNO Fresno CA 16:04 p EG "Ladies and Gentlemen…show time! ♪KYNO…〜" National

Anthem@1700

960 KNEW Oakland CA 16:59 p EG ”This is KNEW Oakland…Bloomberg 960…"

980 CKNW New Westminster BC 15:57 p EG "Your station for breaking news 9-80 CKNW"

990 KATD Pittsburg CA 17:00 w SP "KIQI San Francisco, KATD Pittsburg"

990 KIKI Honolulu HI 16:18 p-w EG "FOX Sports 9-90"

1010 CBR Calgary AB 15:59 p EG "CBC News Headline"

1010 KIQI San Francisco CA 17:00 f SP "KIQI San Francisco, KATD Pittsburg"

1020 KVNT Eagle River AK 16:05 p EG "This is KVNT 10-20 AM 92.5 FM and live online at

1020kvnt.com"

1020 KTNQ Los Angeles CA 17:01 p SP "KTNQ Los Angeles"

1030 WBZ Boston MA 16:09 vp EG "WBZ Boston's News Radio"

1040 CKST Vancouver BC 16:53 f EG "Vancouver's All New Funny 10-40 AM"

1050 KTCT San Mateo CA 16:00 f-p EG "KNBR 10-50"

1080 KOAN Anchorage AK 16:00 p SP "This is  KOAN 10-80 Anchorage, Alanka"

1090 XEPRS Tijuana BCN 16:00 f EG "You're listening to a New Generation of Radio. SoCal, Sports,

Talk. The All New Mightier 10-90 and themightier1090.com"

1100 KFAX San Francisco CA 16:00 f EG "♪KFAX San Francisco, Oakland, San Jose〜"

1110 KAGV Big Lake AK 16:05 f EG "Good Evening, Thank you for listener's at KAGV 11-10 on the

Friday Evening…Greg Lewis"

1120 KPNW Eugene OR 15:59 f EG "This is News Radio 11-20 KPNW Eugene-Springfield, USA"

1130 CKWX Vancouver BC 16:40 f EG "This is CityNews 11-30 Everywhere" New brand Oct 2021

1140 KHTK Sacramento CA 16:00 p EG "You're listeng to Sports 11-40 KHTK"

1140 CHRB High River AB 16:24 p EG "You're listenig to AM 11-40 and now you can listen on…radio

player…"

1170 KJNP North Pole AK 16:13 p EG "…on KJNP North Pole, Alaska. You're fifty thousand watts…"

1190 KEX Portland OR 16:00 w EG "11-90 KEX Portland"

1300 XEP Ciudad Juárez CHH 16:49 p SP "Radio Mexicana Nuestras Noticias"

1310 KMKY Oakland CA 16:52 f Ethnic song

1310 KZXR Prosser WA 17:04 p SP "This is KBRO 14-90 AM Bremerton, La Estación de la Familia"

relay 1020 KDYK

1360 KKMO Tacoma WA 16:59 w SP "…Tacoma, Seattle El Rey 13-60 (trece sesenta) "

1380 KRKO Everett WA 16:33 p EG "Hey Nineteen  (Steely Dan) KRKO"

1400 16:59 w EG "…14-00 AM"

1410 CFTE Vancouver BC 17:02 f EG "CFTE AM Vancouver is BNN Bloomberg Radio and iHeartRadio

Station"

1420 KKEA Honolulu HI 16:59 w EG "…Honolulu…Honolulu"

November 20, 2021 Kitayamazaki DX Pedition Log
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1430 KYKN Keizer OR 16:52 p EG "14-30 KYKN Salem is listening"

1470 CJVB Vancouver BC 16:59 p CH "AM 14-70 CJVB Fairchild Radio" ♪ここに幸あり/大津美子

@1618

1480 KGOE Eureka CA 16:43 p EG "14-80 KGOE Eureka"

1480 KBMS Vancouver WA 16:59 p EG "KBMS Vancouver, Portland"

1510 KSFN Piedmont CA 17:03 p SP "Aqui puro Radio Lazer"

1520 KQRR Oregon City OR 16:00 p RU "KQRR Oregon, Portland 15-20 AM"

1530 KFBK Sacramento CA 16:00 p EG "KFBK Sacramento's News Radio 93.1 FM 15-30 AM"

1540 KMPC Los Angeles CA 16:54 p KR "…Radio Korea…"

1540 KREA Honolulu HI 17:00 p KR "This is KRE(A)"

1550 KRPI Ferndale WA 16:59 f-p Ethnic "You're listening to KRPI Radio Ferndale, Washington"

1550 KKOV Vancouver WA 17:00 f VN News

1560 KGOW Bellaire TX 17:00 w VN "You're listening to Viet Radio KGOW 15-60 AM Bellaire, Texas"

1570 KUAU Haiku HI 16:59 p EG "KUAU 15-70 AM Haiku, Maui"

1580 KGAL Lebanon OR 15:59 w EG "KGAL, Lebanon…"

1600 KVRI Blaine WA 16:59 f-p Ethnic "This is KVRI Blaine"

1620 KYIZ Renton WA 16:30 w EG "16-20 KYIZ, (Renton)"

1620 R.Rebelde CUB 16:38 p SP Chime Sound

1620 KSMH Auburn CA 16:59 f EG "KSMH Sacramento, K249FJ Rocklin. Relevant Radio 16-20 AM

and 97.7 FM"

1620 ハイウェイラジオ J 17:00 w JP "こちらはNEXCO東日本です．午後5時現在の道路交通情報をお

知らせします．常磐道東京方面を走行中の方にお知らせします"

1630 XEUT Tijuana BCN 16:54 p SP "XEUT (ékis é ú té) 16-30 (dieciséis treinta) AM (a éme) "

National Anthem@1659

1640 KDIA Vallejo CA 16:30 f EG "16-40 AM KDIA"

1650 KFOX San Francisco CA 16:59 p KR "♪…Radio Seoul〜 AM 16-50 KFOX. You're listening to

Torrance California's No.1 Korean lamguages radio station"

1660 KRZI Waco TX 16:59 w EG "ESPN…"

1660 KBRE Merced CA 17:00 f EG "Non-stop rock, The Bear on 1 0 5 7 (one oh five seven)"

1670 KHPY Moreno Valley CA 16:59 f SP "♪KHPY Moreno Valley〜 16-70 AM ESNE Radio"

1670 KQMS Redding CA 17:00 w EG "KQMS, Redding"

1680 KNTS Seattle WA 16:54 w SP "…La Patrona 16-80 (dieciseis ochenta) "

1680 KGED Fresno CA 16:59 f SP "Bendita Eucaristia Radio. KGED (ká ħé é dé) 16-80 (dieciséis

ochenta) AM (a éme) Fresno, California"

1690 KFSG Roseville CA 16:59 f SP non stop song prgr

1690 KDMT Arvada CO 17:00 w EG "Relevant Radio"

1700 XEPE Tijuana BCN 16:00 f SP "El Heraldo Radio"

Freq. Call City State JST Condx Remarks

 

 Condx e：excellent，g：good，f：fair，p：poor，w : weak 

Stations logged by Shinya Hasegawa 

Advised by Satoshi Miyauchi, Provided wav file by Hiroo Nakagawa 
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Freq. Call City State JST Condx Remarks

760 KGU Honolulu HI 15:59 w EG "KGU AM, K236CR Honolulu is the Hawaii Sports Radio Network on 95.1

FM and AM 7-60"  Format changed from country to sports in April 2021.

810 KGO San Francisco CA 15:59 w EG "KGO San Francisco, a Cumulus Station"

830 KHVH Honolulu HI 16:00 w EG "KHVH, Honolulu…iHeartMedia Station"

840 KMPH Modesto CA 15:59 w EG "KMPH Modesto, K250BR Modesto, Relevant Radio 8-40 AM and 97.9

FM"

850 KICY Nome AK 16:01 p EG "KICY, Nome"

940 KYNO Fresno CA 16:00 p EG "Ladies and Gentlemen…♪KYNO Fresno〜"

950 MEX 17:01 w SP National Anthem

960 KNEW Oakland CA 16:59 w EG "This is KNEW Oakland Bloomberg 9-60"

980 CKNW New Westminster BC 16:59 w EG "AM 9-80 CKNW Vancouver"

990 KIKI Honolulu HI 16:18 p EG "FOX Sports 9-90"

1010 KIQI San Francisco CA 16:00 p SP "KIQI San Francisco, KATD Pittsburg"

1020 KTNQ Los Angeles CA 17:00 p SP "KTNQ Los Angeles"

1040 KLHT Honolulu HI 15:59 p EG "This is KLHT Honolulu"

1050 KTCT San Mateo CA 15:59 p EG "KNBR 10-50 San Mateo"

1090 XEPRS Tijuana BCN 16:00 f EG "You're listening to a New Generation of Radio. SoCal, Sports, Talk. The

All New Mightier 10-90 and themightier1090.com"

1100 KFAX San Francisco CA 16:00 f EG "KFAX San Francisco, San Jose a Salem Media Station"

1130 CKWX Vancouver BC 16:59 w EG "…Vancouver…No.1 for Breaking News. This is…"

1140 KHTK Sacramento CA 16:00 w EG "Sports 11-40 KHTK"

1170 KLOK San Jose CA 16:03 p HI "11-70 AM Mirchi, South Asia's No.1 Radio Station now in the Bay Area.

It's hot!"

1180 KERN Wasco CA 15:59 p EG "11-80 KERN"

1280 KXTK Arroyo Grande CA 15:59 w EG "…KXTK…"

1300 KROP Brawley CA 16:06 p EG "This is KGBA 100.1 FM Holtville, and KROP 13-00 AM Brawley…Keeping

God Before All" 1kW

1310 KMKY Oakland CA 16:04 p Ethnic "…Radio Mirchi 14-10…and music, radiomirchi1310.com" ID as

"You're listening to KMKY 13-10 AM Oakland, San Francisco, San Jose and

K2-25CK 92.9 FM Union City, California"many times @1657

1330 KLBS Los Banos CA 15:59 p PR "You're listening to KLBS 13-30 AM Los Banos"

1350 KSRO Santa Rosa CA 15:58 w EG "…Radio…KSRO…"

1370 KZSF San Jose CA 16:01 p SP "La Kaliente 13-70 (trece setenta) AM (a éme)"

1380 KTKZ Sacramento CA 15:59 w EG "KTKZ Sacramento"

1380 KRKO Everett WA 16:09 f EG "1999 ♪KRKO〜" 1999/Prince @1606

1390 KLTX Long Beach CA 20:59 w SP "♪Radio Inspiración〜"

1420 KSTN Stockton CA 15:59 w EG "…Radio, 105-9 (Moo!)"

1420 KKEA Honolulu HI 16:07 p EG "ESPN Honolulu, KKEA Honolulu 14-20 AM and 92.7 FM"

1430 KFIG Fresno CA 15:59 w EG "14-30 ESPN"

1460 KION Salinas CA 15:59 w EG "Powertalk 14-60 and 101.1 FM"

1480 KGOE Eureka CA 15:59 w EG "You're tune to 14-80 KGOE Eureka, News Talk for the North Coast"

1500 KSJX San Jose CA 16:59 w VT ID

1500 KHKA Honolulu HI 15:58 p-w EG "KHKA honolulu"

1510 KSFN Piedmont CA 15:55 p SP "Uno Radio Lazer…"

1530 KFBK Sacramento CA 16:00 p EG "KFBK Sacramento's News Radio 93.1 FM 15-30 AM"

1540 KREA Honolulu HI 15:59 w KR "♪…Radio Seoul〜 "

1540 KMPC Los Angeles CA 16:00 w KR "…15-40 KMPC Los Angeles"

1550 KRPI Ferndale WA 17:20 p Ethnic "Your No.1 South Asian Voice 15-50 AM"

1560 KNZR Bakersfield CA 15:59 p EG "AM 15-60 KNZR Bakersfield, 97.7 FM KNZR FM Shafter, and knzr.com"

1570 KUAU Haiku HI 15:59 p EG "You're listening to KUAU Radio Haiku, Maui 15-70 AM"

1590 KVTA Ventura CA 16:59 w EG "…Ventura…BV 97.9 FM"

1600 KGST Fresno CA 16:01 w SP "This is AM 16-00 KGST Fresno"

1620 KSMH Auburn CA 16:01 p EG "24 hours a day…relevantradio.com"

November 21, 2021 Kitayamazaki DX Pedition Log
 

RX: PERSEUS   ANT: TDDF (NE) JST=UTC＋9 hours 
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Freq. Call City State JST Condx Remarks

1630 XEUT Tijuana BCN 16:04 p SP "XHUAC (ékis átʃe ú a θé)  95.5 (noventa cinco punto cinco) FM (éfe é

me) …XEUT (ékis é ú té) 16-30 (dieciséis treinta) AM (a éme)…UABC (ú a bé

θé) Radio…" National Anthem@1709

1640 KDIA Vallejo CA 15:59 f EG "16-40 AM KDIA, Thanks for listening wherever you are"

1640 KZLS Enid OK 16:59 p EG "KZLS Oklahoma City...AM 16-40"

1640 KDZR Lake Oswego OR 17:59 p EG "KDZR The Patriot Portland. This is AM 16-40 The Patriot …

thepatriotportland.com, tune-in iheartradio.com, AM 16-40"

1650 KFOX San Francisco CA 15:59 w KR "♪…Radio Seoul〜 AM 16-50 KFOX. You're listening to Torrance

California's No.1 Korean lamguages radio station"

1660 KBRE Merced CA 16:00 p EG "KBRE Merced, K289CB Los Banos The Bear 1 0 5 7 (one oh five

seven), Merced's Rock Station"

1670 KHPY Moreno Valley CA 15:59 f SP "♪KHPY〜Moreno Valley〜 16-70 AM ESNE Radio"

1680 KGED Fresno CA 16:59 p-w SP "Bendita Eucaristia Radio. KGED (ká ħé é dé) 16-80 (dieciséis ochenta)

AM (a éme) Fresno, California"

1680 KNTS ? Seattle WA 15:59 p SP "(♪Esta es KTNS (ká té éne ése) La Patrona〜)"

1690 KFSG Roseville CA 16:59 p EG "KFSG Roseville, Sacramento"

1700 XEPE Tijuana BCN 16:00 g SP "El Heraldo Radio"

 

      Condx e：excellent，g：good，f：fair，p：poor，w : weak 

Stations logged by Shinya Hasegawa 
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本格的 DXペディションのすすめ 
シエスタ 

●プロローグ● 

 
 

昼過ぎに始めたアンテナと SDRのセッティングが完

了し中波帯を聴き始めた。季節はまだ陽が沈んでいな

い秋の夕方。場所は三陸海岸のとある民宿。ラジオ友

だちと TP（Trans Pacific）中波局を聴くため DXペディ

ションに来たのだ。 

この場所はノイズが少なく、ローカル中波局も近くに

ない。聞こえるのは波の音と防風林を通る風の音だけ

だ。 

指向性を北東に向けたアンテナは、すでに米国西海

岸のカリフォルニアやワシントン州の常連局をキャッチ

しているが、日没前のこの時間、信号はまだ弱く、国内

局の混信も少ない。 

今回使っているアンテナは中波 DX 用としては最強

と云われている TDDF*1だ。底辺の長さは 40m。高さ

は 4.5m。上から押しつぶした二等辺三角形ふたつを

横に並べた形のアンテナで、中波帯の指向性のキレの

良さは 300m級ビバレージ・アンテナを超えている。 

アンテナの給電部から 50m の同軸ケーブルをつなぎ、

宿の臨時シャックに入れる前にノイズ対策用コモン

モードチョークをつけ、BIAS-Tee 経由でプリアンプ、ア

ンテナ分配器に接続する。アンテナ分配器の各出力は

ラジオ友だちの SDR に接続されており、どれもが臨戦

態勢を整え、日没前のグレーラインが近づくのを待って

いる。 

缶ビールを飲みながらバンド内を聴いていると複数

のチャネルで怪しげな音が聞こえている。 

と、あるチャネルで手がとまる。このチャネル、普段は

複数の国内局が聞こえるが、今日は違う局が浮き沈み

している。 

 

ここは怪しい。 

 

あとで確認するためチャネルをメモし、同時に SDR

の帯域記録を開始する。 

 

気がつくとまもなく正時である。 

 

さっきメモったチャネルに戻ると、メラメラ燃えるような

スペイン語が飛び込んできた。流れている音楽はタン

ゴだ。信号は国内を抑え込むくらい強力で、しかも聴い

ているうちにグングン強くなり、日本語をおさえてスペイ

ン語の独壇場になった。この状態なら IDが出れば確

認できるだろう。 

ついに正時を迎えた。 

 

“Desde Buenos Aires, LRA… Radio….” 

 

出た！ 南米はアルゼンチンの首都、ブエノスアイレ

スの中波局だ。地球の反対側から飛んできた電波が、

こんな強力ではっきり聞こえるとは信じがたい。しかもこ

ちらはまだ昼間だぞ。慌てて他のチャネルも聴く。複数

チャネルでスペイン語のお祭り状態だ！同時に聴いて

いたラジオ友だちからも歓声があがる。これは相当な成

果が期待できそうだ。 

 

 

１．はじめに 

 

 
 

皆さんはフラッグ系アンテナやビバレージ・アンテナ

など大型アンテナを使った DXペディションの経験はあ

りますか？私は 1995年に BCLを再開したとき、自宅
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ではノイズが多かったため、アウトドアの DXingに軸足

を移しました。今まで数え切れないくらいの回数、DX

ペディションを行いましたが、今でも年に数回、TDDF

やビバレージ・アンテナを使って自宅とは違った非日常

の DXingを楽しんでいます。 

プロローグでは、はるばる地球の裏から飛んでくる

南米中波局の電波を日本でキャッチするリアルな DX

ペディションの様子をお伝えしました。国内局しか聞こ

えず静かだった中波帯が、グレーラインが近づいてくる

と南米中波が急激に強く聞こえ始め大騒ぎになるスリリ

ングな受信がリアルでも楽しめます。 

DXペディションについては Propagation Edition 9

で「遠距離中波受信で大切な 7つのこと」で触れました

が、「具体的に DXペディションのやり方を教えて欲し

い」と何件か要望が寄せられました。たしかに記事はプ

レゼンテーション資料だったため説明不足でした。そこ

で本稿では経験の長い海外中波局の DXペディション

のやり方について詳しくご紹介します。海外中波局中

心の紹介になりますが、どんな DXペディションでも応

用できます。 

 

いかがですか？  

あなたも DXペディションを体験してみませんか？ 

 

さてそれでは始めましょう！ 

 

 

２．どこに行くのか―――場所 

 

 
 

DXペディションの会場は受信ターゲットによって選

定します。できるだけ受信ターゲットに近く、ターゲット

方向にノイズのない以下のような会場が良いでしょう。 

 

① 電波が強く入る 

周辺に山や人工物の無いできるだけ開けた場所を探し

ます。中波帯の場合、海岸近くでは Sea Gain（海利得）

*2 により電波が強く入ることが期待できます。海岸沿い

で切り立った崖の上などは信号も強くノイズも少ないで

しょう。 

 

② ノイズが少ない 

近くに民家や工場などの人工物が無い海岸や草地、

山間部などは少ないノイズ環境が期待できます。また

ソーラー発電や獣害対策用の電気柵からもノイズが出

るので、それらからもできるだけ離れましょう。 

 

③ ローカル中波局や業務局の送信所がない 

これらがあると受信機に過大な信号が入り、混変調や

相互変調、側波帯の広がりによる妨害など様々な影響

を受けます。場所の選定時に Google Earth等で会場

近くにこれらが無いことを確認しましょう。 

具体的な候補地をターゲット別に分類すると以下の

ようになります。 

 

・北米・中南米： 

道東、本州東部の太平洋側（三陸海岸、外房） 

 

・太平洋、オーストラリア： 

本州、四国、九州の太平洋岸 

 

・南アジア、アフリカ： 

四国南部、九州南部 

 

・北アフリカ、ヨーロッパ： 

道北、道東、本州の日本海側 

 

場所が決まったらできるだけ下見をしましょう。ポー

タブルラジオを持参し、実際に聴く周波数帯にノイズが

ないかチェックします。「ぶっつけ本番で行ってみたらノ

イズだらけだった」という失敗を回避できます。 

受信バンド内を観測できるスペクトラム表示機能を

持った SDRがあれば効率的にチェックできます。 

 

 

３．いつ行くのか―――時期・季節の選定 

 

35



 

 
 

これも受信ターゲットにより選定しますが一般的には

秋から春にかけて、9月から 5 月くらいでしょう。梅雨か

ら夏の雷が多い時期や冬場でも日本海側の雷が激し

い地域は空電によるノイズの影響を受けます。また北日

本では降雪時にスノーノイズが出ます。 

夏から秋にかけての台風シーズンは交通機関の欠

航や遅延があります。ケースバイケースで対応が必要

ですが、できれば余裕を持った日程にしたいところです。 

 

 

４．なにで行くのか―――交通機関 

 

 
 

会場までは自動車、鉄道や飛行機を利用します。

最寄り駅、空港から会場までや、会場周辺の移動には

バスやレンタカーを利用します。レンタカーがあれば期

間中の食事、買出し、観光地・温泉めぐりなどに便利で

す。 

またレンタカーの車内でワッチもできます。車内で聞

く場合は、予約時にノイズ発生の少ないガソリン車を選

定します。ハイブリッド車はノイズが発生するので不向き

です。 

会場、時期が決まったら早めに予約しましょう。秋の

ペディションなら夏までには予約します。早めに予約す

れば早割などの割安料金で利用できますし、席に座っ

て移動時間を快適に過ごすことができます。 

 

 

５．どこに泊まるか―――宿 

 

 
 

宿泊は民宿、貸別荘、貸バンガローなどがあります。

体力に自信のある方はテントや車中泊もありです。ただ

し車中泊ではエコノミークラス症候群に注意しましょう。 

民宿や貸別荘の場合、風呂や暖房器具からノイズ

が出るので、アンテナは長い同軸ケーブルを使って建

物からできるだけ離すようにします。 

アンテナの設置は、私有地の場合は所有者や管理

者の許可を得てください。公共な場所も事前に管理者

の許可を得るか届出をするのが良いでしょう。地元の

方々、宿のオーナー、宿泊客や観光客に迷惑をかけな

いことが基本です。 

また宿で聴く代わりに、宿をベースキャンプとし、最

小限の機材を持って、さらにノイズの少ない場所へ移

動（モビ）して受信することもあります。私はこれをヒマラ

ヤやアルプスのクライミングになぞり、「アルパインスタイ

ル」と呼んでいます。この場合は宿にビジネスホテルも

選択肢に入ります。ホテルは機材の送付先と寝るだけ

に利用です。 

食事は宿で聴く場合は夕食と朝食は宿で取るように

しています。地元の食材を利用した美味しい料理が出

ると嬉しいです。昼食は嗜好品の買出しと兼ねて近くの

スーパーでお弁当やパンを調達したり、地元のお店を

利用します。 

あと一点、時間があるときはぜひ近くの観光地を訪

ねてみてください。 
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６．なにで聴くのか―――機材 

 

 
 

●受信機 

予備機込みで 2台以上用意します。1台が故障して

も予備機があれば安心です。予備機は SDR、通信型

受信機やポータブルラジオでもかまいません。 

 

●アンテナ 

参加人数が多い DXペディションでは、アンテナを個

人で用意すると数が多く、アンテナ間の干渉で性能が

出なくなったり、設置場所がなくなることがあります。そ

れらを避けるため、1基のアンテナを分配器で人数分、

分配するようにします。 

アンテナは違った型式のものを用意すると便利です。

これは天候が悪いとき、TDDFや DFの設置は難しくて

も、ビバレージやロングワイヤなどのワイヤー系であれ

ば張れるかもしれないからです。組み合わせとしては、

TDDF とビバレージ、DF とロングワイヤやスモールルー

プなどが適当で臨機応変に対応します。 

アンテナ設置に必要な機材は、エレメント用電線、給

電用同軸ケーブル、マッチングトランス、終端抵抗、グ

ラスファイバーポール（釣竿）、サンドペグ、エレメント固

定用ポール（園芸用）、釣竿用ロッドベルトなどです。 

エレメント用電線は 0.3 スケアの平行コードを裂いて

使っています。太い電線を使うとグラスファイバーポー

ルの負担が増えます。 

同軸ケーブルは RG-58A/U を使っています。太い

と重く、細いときつねやたぬきにかじられて切られたこと

があります。丈夫さと使いやすさからの選択です。 

同軸ケーブルも予備があれば想定外の場所にアン

テナを設置するときに助かります。 

グラスファイバーポールはカーボンが含まれていない

ものを使っています。サンドスチールペグやエレメント

固定ポールはアウトドアや農業・園芸用品の流用です。

比較的安価で入手できるのでおすすめです。 

釣竿用ロッドベルトはグラスファイバーポールをサンド

ペグに固定するために使います。伸縮性、柔軟性があ

りしっかり固定できます。 

 

●電源系 

電源に AC電源が使える場合はテーブルタップ、受

信機用 ACアダプタを準備します。AC電源が使えな

い場合はいくつかオプションが考えられます。自動車の

シガーライターソケットから取り出す方法やモバイル

バッテリを使う方法です。シガーライターソケットからは

12～13.8Vの直流電圧が供給できます。これを受信機

やアクセサリに供給します。 

モバイルバッテリは USB-PD対応であれば 12Vのト

リガーケーブルを使えば 12Vが出力されます。トリガー

ケーブルは 9V、12V、15V、20Vが発売されており、機

器の定格電圧によって電圧を選択します。なおシガー

ライターソケットやモバイルバッテリを使う場合は機器の

消費電力が定格値以内に収まるよう注意しましょう。ま

たどの電源も電源ラインにノイズが乗っている場合が少

なくありません。よって各出力に電源フィルタを入れるこ

とでノイズを軽減することができます。 

 

●アクセサリ類 

受信用プリアンプ、分配器、コモンモードチョーク

（CMC）、ガルバニックアイソレータ、機材間を接続する

同軸ケーブルなど必要なものを準備します。分配器は

人数に合ったものを用意します。アンテナ用のマッチン

グトランスやプリアンプ、コモンモードチョークなどのアク

セサリなども予備を用意しましょう。機器に使っている電

源用ケーブルやヒューズなども忘れないようにします。 

夜間の屋外作業では照明が必要です。バッテリー

や乾電池で駆動でき、両手で作業ができるヘッドランプ

は必須です。 

アンテナエレメントの切断、DC コネクタの外れや自

作機材の故障が発生した場合に備え、テスターやハン

ダゴテなど工具一式を用意しておけば現地で修理がで

きます。 

DXペディションで困ることのひとつは現地で忘れ物

に気づくことです。 

 

「あれ～？電源ケーブルが見当たらない」 

「あれぇ～中継コネクタがない」 

「あれぇ？USBケーブルが壊れてるぞぉ」 

 

これらを仲間うちでは「あれ～シリーズ」と呼んで大

変恐れられています。忘れ物を現地のコンビニやホー

ムセンターで調達できる場合は問題ありませんが、特殊

な機材を忘れるとリカバリができません。そこで忘れ物

を防止するため機材チェックリストを作ります。受信シス
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テム系統図から必要な機材をリスト化し、チェックしなが

ら機材を準備すればヌケやモレを防止できます。 

本稿末にシステム系統図と使用機材を記載しました

のでご参考にしてください。 

 

●機材の運送 

大型アンテナや複数の受信機やアクセサリをまとめ

ると荷物が大きくなります。手持ちが難しい場合、アウト

ドア用コンテナに収納し宿泊施設に宅配便で送ります。 

機材の運送に利用しているのはヤマト運輸の往復

宅急便です。機材の総重量が 20kg近くなるので自宅

で集荷してもらいます。宿泊施設への配達は DXペ

ディションを開始する前日までに届くよう余裕を持って

発送ししょう。 

 

 

７．どうやって聴くのか―――受信ノウハウ 

 

 
 

さて出発当日になりました。できるだけ早い時刻に

現地へ到着するようにします。現地に着いたら機材が

無事に届いているか確認します。 

次にアンテナを設置します。天候の急変に備え屋外

での作業を優先します。暗くなると面倒なので明るいう

ちに完了させましょう。 

アンテナの設置後、屋内で受信機やアクセサリを

セットします。分配されたアンテナ出力はアンテナセレ

クタや分配器経由で受信機に接続します。このとき事

前に作ったシステム系統図が役立ちます。 

電源が AC電源の場合は、コンセントにコトヴェール

の電源フィルタを介してテーブルタップを接続します。 

モバイルバッテリからの電源もこのときに接続します。 

 

以上の準備が完了したら、受信機や SDRを起動し

受信する周波数帯をモニターします。ちゃんと信号が

受信できるか、変なノイズが発生していないかを確認し

ます。特に問題がなければそのまま受信態勢に入れま

す。受信信号が入らない、ノイズが出ているなどトラブ

ルが発生している場合は原因究明とトラブルシューティ

ングを行います。原因究明やトラブルシューティングの

方法は、現象から想定して切り分けから始めますが、説

明するには複雑で多岐にわたりますので本稿では割愛

します。 

 

 

８．誰と行くか―――ラジオ友だち 

 

 
 

一緒にアンテナ設置したり、レンタカーを運転したり、

コーヒーのお湯を沸かしたり、近所のスーパーを探した

りなど、役割分担しながら協力し、助けあえる信頼関係

が構築できていることが大切でしょう。 

人数的にはレンタカー１台で移動できる人数の２～

４人が目安です。５人以上になると用意する機材や宿

泊施設、交通機関などロジ面の準備がたいへんになり

ますが、楽しさは格別です。 

事前準備の苦労を乗り越え、ラジオ友だちと一緒の

DXingはオンラインでは味わえない楽しさ、発見や喜

びがあるでしょう。 
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９．帰宅したら―――メンテナンスと解析 

 

 
 

帰宅したら後片付けです。使った機器のメンテナンス

です。海に近いところで受信すると機材に塩分を含ん

だ水滴や土がつくので水洗いできるものは水洗いし、

雑巾で拭いて塩分や土を取り除きます。機材の金属部

分、コネクタ周りも乾いた布やペーパータオル等で拭い

ておき、接点復活剤などを塗ってケアします。メンテナ

ンスが完了したら、次のペディに備えすぐに使えるよう

に保管しておきましょう 

さていよいよ記録フィアルの解析です。解析ではリア

ルタイムでは確認できなかった局がたくさん発見できま

す。上の PERSEUSの画面ではウルグアイの Radio 

Carveが強力に入っていました。SDRがなかった頃、数

年かけて出していた成果が、たった一回の DXペディ

ションで達成することもあります。複数のチャネルで珍

局が入っていると、ガッツポーズ連発、小躍りするくらい

でまた DXペディションに行きたくなります。 

ただし DX ペディションには深刻な副作用があります。

ノイズレスな環境で多数珍局あ入るのを聴いてしまうと

自宅では聴く気がしなくなることです。この症状が高じ

ると自宅では記録ファイル解析しかしなくなりますので、

どうぞご注意ください。 

 

 

１０．おわりに 

 

今回ご紹介した DXペディションは主として大きなア

ンテナを使うので最初はハードルが高いかもしれませ

ん。そんな場合でも大丈夫です。まずはできる範囲で、

チョイペやポータブルラジオを使ったウルトラライト DX

のような、軽快な設備から始めてみてはいかがでしょう

か？ そしていつかは本格的な DXペディションに挑戦

してください。それでもひとりでは本格的な DXペディ

ションは難しいと思ったら、そんなときは頼りになるラジ

オ友だちと一緒にやりましょう。 

もし不明点やご質問があればツイッターの Radio 

Siesta（@radiosiesta）までご遠慮なくお尋ねください。 

皆さんもぜひラジオ友だちと一緒に本格的な DXペ

ディションを楽しんでください。 

 

 

●エピローグ● 

 

 
 

しばらくするとスペイン語祭りは落ち着いてきた。南米

局が聞こえる時間は短く、どのチャネルも英語や日本

語が強くなってきた。さきほど記録した SDR ファイルの

解析が楽しみだが、この後は北米が強くなる時間で、

次の DXingゴールデンタイムは、現地が夜明けを迎え

る時刻になる。それまで少し時間があるので、SDRの

記録を続けながら、ラジオ友だちが腕をふるった鮮魚

のカルパッチョとホタテのバター焼きを肴に飲み会と

ワッチを続けよう。 

 

おわり 

 

◆脚注 

*1 Propagation Edition 5 「TDDF（Twisted Double 

Delta Flag）の実験について」で紹介しました。 

 

*2 Propagation Edition 4 「中波帯の海利得(Sea Gain)

について ～なぜ海岸付近での中波 DX ペディシ

ョンが有利なのか～」に詳しい。 
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DXペディション システム構成図（例） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 TDDF １基と Passive Vertical Whip １基を準備したが現地でＴＤＤF 

２基に変更 

 SVF の電源は BIAS TEE から供給 

 TDDF の終端抵抗は RTR で調整 

 ノイズ対策用 CMCは各アンテナの給電部とシャックに引込む直前

に挿入 

 各アンテナ出力は NFB AMP（プリアンプ）を経由し４分配器に接続。

４分配器出力を参加メンバ４人に分配 

 Passive Vertical Whip の代わりにビバレージアンテナ（350mまたは

450m）を使うこともある 現地のホワイトボードで変更後の

システム構成を検討中 
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DXペディション用機材リスト（参考） 

 

項番 物品名 機種名等 備考 

１ 受信機・SDR PERSEUS、Excalibur Pro、

Airspy HF+ Discovery 等 

好みのもの。予備を忘れずに 

ACアダプタ 

USB ケーブル 

２ ノート PC Lenovo E470 等 SDR制御用 

ACアダプタ 

３ 外部 HDD 3.5 インチ 2TB SDR記録ファイルのバックアップ用 

さらに大容量 HD や 2.5 インチでも可 ACアダプタ 

USB ケーブル 

４ GPS アンテナ VFAN UG-353 PCの時刻同期用 

GPS クロックアプリで利用 

５ アンテナ 

エレメント 

TDDF 用 0.3 スケア平行ビニール線を裂き、ボビンに巻い

て使用。底辺長 20m または 40m を選択 

６ 同軸ケーブル RG-58A/U 100m、50m×2、15m×5、10m、5m×３から会場

に合わせて長さ、組み合わせを選択 

ケーブルマネージャに巻いて使用 

 
機材間配線用 RG-58A/U と 1.5D-QEV 

1m×4、0.5m×４から選択 

７ SVF Supercharged Voltage 

Follower 

（昇圧機能付きボルテージ

フォロア） 

SVF（上）と CMC（下） 

 
８ MT Matching Transformer 

（マッチングトランス） 

TDDF、DF 用 

インピーダンス比 16:1 

９ TR Termination Resister 

（可変終端抵抗） 

1kΩの可変抵抗器に 470Ω を直列接続。アン

テナのバックの局の信号が最小になるよう調整 

１０ CMC Common Mode Choke 

（コモンモードチョーク） 

アンテナ給電部とシャックの引き込み箇所に挿

入 

１１ GaIso Galvanic Isolator 

（ガルバニックアイソレータ） 

SDRの台数分用意 

１２ プリアンプ  クリフトンラボ製。利得 11dB 

１３ BIAS TEE バイアスティ 自作 ＳＶＦ駆動用 
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項番 物品名 機種名等 備考 

１４ グラスファイバー 

ポール 

釣竿（渓流用 4.5m 長） TDDF1 基あたり 2 本 

 
１５ サンドスチールペグ キャプテンスタッグ 

M-8741 50cm 

グラスファイバーポールを地面に固定に使用 

 
１６ エレメント固定用 

ポール 

コメリ プラスチック杭 49cm エレメント固定用 

 
１７ アンテナ分配器 2 分配、4 分配、12 分配 参加人数、受信機の台数により選択 

 
１８ プラスチック 

ハンマー 

 サンドペグ、エレメント固定用ポール、アース棒

などを地面に打ち込む。100 均で購入 

１９ アース棒 30cm CMCのアースに使用 

２０ モバイルバッテリ USB-PD 対応 Anker 製 

 
２１ USB-PD 

トリガーケーブル 

12V5A、20V5A 用 使用機器の電源電圧に合わせる 
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項番 物品名 機種名等 備考 

２２ AC電源フィルタ コトヴェールサージプロテクタ 

SFU-005-3P 

電源フィルタとサージプロテクタを内蔵 

 
２３ テーブルタップ AC電源用 4m 

２４ DC接続ケーブル 2.1φ、2.5φ など 複数本用意 

２５ DC-PDB 

 

DC-Power Distributed Board

電源フィルタ内蔵直流分電盤 

CMC と電源フィルタを内蔵 

 
２６ 釣竿用ロッドベルト  グラスファイバーポールをサンドスチールペグに

固定 

 
２７ RTR 

 

Remote Termination Register RTR と RTR用ケーブル 

 
２８ 車載用 DC分電盤 車内のシガーライタ端子を利

用し電源供給できる分電盤。 

 

12V LDO と 5V 電源を内蔵 
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■DX ペディション(ペディ)への憧れ 

 30 代で BCL を再開、しばらくは当時住んでいた

戸塚の高台にある会社社宅で短波放送を中心に受

信していた。高台の集合住宅の上の階というロケ

ーションの良さもあり、第 2次マイ BCL ブームを

結構楽しめた。念願のマイホームを購入し、どち

らかといえば低い土地にある現在の住居に引っ越

してからは受信状態は芳しくなく、海外短波放送

の減少もあって聞ける局が減る一方。 

 そんな中、三才ブックスの BCL ライフ 2010, 

2011 で拝見した中川さんの「アンテナを持って家

を出よ!"チョイペ"のススメ」を読んだ。中学生時

代に読んでいた短波誌でも DX ペディションの特集

が組まれていていたが、ベテラン OM の指導のもと

で実施する大がかりで敷居の高いものというイメ

ージがあった。しかし、自分にもチョイペできる

かなぁ...と思うようになり、日に日にやってみた

いとの思いが強くなってきた。中川さんの HP「MY 

BCL LIFE」も拝見していたので、HP に書かれてい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たメールアドレスに思い切ってメールを送り、BCL

ライフを読んだ感想と自分もチョイペをいつかや

ってみたいといった内容を送った。その後、中川

さんから一度オフ会でもやりましょうと有難いお

声がけをいただき、2012 年 3月に横浜の居酒屋で

中川さん、長谷川さんとお会いする機会を得た。

長谷川さんは BCL ライフ 2010,2011 の表紙を書か

れた方で、長谷川さんのブログ「BCL 再入門」も拝

見していたので、そのお二方とお会いできたこと

に感激したものである。 

その酒席で「今度ペディにご一緒しませんか?」

とありがたいお誘いをいただき、その年の 4 月に

三浦半島の突端に位置する毘沙門で開催されたペ

ディに初めて参加することができた。初めてのペ

ディで受信した局はほかの皆さんにとっては常連

局ばかりでも、私にとっては My 1st ばかり、自宅

とは比べ物にならない良好な受信状態に感激した

ことを鮮明に憶えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PROPAGATION の記事を参考に    

チャレンジ! ソロペディ 

五十嵐 雄希 

  
BCL ライフ 2010 の”チョイペ”のススメ 

 
初ペディとなる毘沙門での風景 
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中川さんと長谷川さんとはその後同年 8 月に戸

塚の串揚げ居酒屋維心でオフ会の機会があり、そ

こで TDXC 結成と同時に年 1 回の会誌の構想が出る

ことになる。このような経緯もあり、TDXC におい

ては DX ペディションと PROPAGATION の発行が活動

の両輪となっている。 

 

■コロナ禍でのソロペディ構想 

 中川さん、長谷川さんのお仲間に入れていただ

き念願の DX ペディションデビューをして以来、お

仲間の皆さんと茅ヶ崎や太東崎など近場でのチョ

イペだけでなく、沖縄、北海道(積丹、霧多布)、

岩手(北山崎)といろんな所にご一緒させていただ

いた。いつもアンテナ機材は中川さんが準備下さ

り、アンテナ分配器から信号を分配いただき、さ

らに PERSEUS を駆動する DC 電源もペディ専用にお

持ちのカーバッテリーから取らせていただいた。

仮設シャックのテントも中川さんが準備下さり、

アンテナやシャックの設営も中川さんが中心にな

り、参加者一同手伝いながら進めるような形であ

った。特に遠征などの場合は、ご自宅から駅や空

港などへの搬送も大変な労力をおかけして、私は

一参加者としてその恩恵に預かってきた。 

 2020 年のコロナ禍以降、それまでのテントの中

で皆で受信するスタイルのペディではソーシャル

ディスタンス確保の観点で望ましくなく、時には

各自の車で現地に行って各自の車の中で聴くソー

シャルディスタンスペディもやったものの、お仲

間とペディションに行く機会は確実に減っていっ

た。また、家庭持ち、働き盛りのメンバーが何人

かでペディに行くとなると、事前の日程調整も必

要となる。「今日は天気がいいし、ちょっと行っ

てみようか～」みたいなノリで一人でふらっと行

って受信するソロペディができないものかなと思

い、DX ペディションに必要な機材準備から実際ペ

ディに行くまでを 2021 年の目標の一つに掲げた。 

 

■PROPAGATION Ed.5 を参考に機材準備 

 アンテナはまずは支柱が 1本で済むようデルタ

フラッグアンテナ(DF)を PROPAGATION Ed.5 のシエ

スタさんの記事”デルタフラッグアンテナの製作

と使い方”を参考に準備することにした。併せ

て、同号で”TDF(Twisted Delta Flag)の実験につ

いて”で紹介されていた TDF を設営できるエレメ

ントも準備することにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マッチングトランスとプリアンプは、以前宮内

さんが Wellbrook FLG100LN を購入される際に私も

相乗りして発注いただき所有していたので、これ

を使うことにして、マッチングトランス(MT)は製

作せずに終端抵抗(TR)のみを製作した。 

また、コモンモードチョーク(CMC)は 1 個製作済

であったが、追加で 1 個製作。その後、2021 年 1

月の TDXC コンベンションのオークションで中川さ

んからプリアンプを落札したので、このプリアン

プと FLG100LN との比較もできそうだし、バックア

ップ機材としても使えると考え、これと組み合わ

せて使用するマッチングトランス(MT)も追加で製

作した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エレメントはオヤイデ電気で 0.3SQ の VFF ケー

ブルを購入し、2 本に割いて使用。端末にはジョン

ソンターミナルに接続するため端子を取り付け。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Wellbrook FLG100LN 

 
終端抵抗(TR)を PROPAGATION Ed.5 を参考に製作 

DF アンテナと受信システム系統 

MT 

FLG100LN 

CMC CMC PreAMP Gal ISO 

FLG100LN 

PERSEUS PC 

DC+12V DC+5V 

TR 

同軸ケーブル

50Ω 

5.0m 

18.0m 
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 調達にちょっと苦労したのが長さ 4.5m の支柱。

紹介されていたグラスファイバーポールが現在販

売されていないようで、グラスファイバーの釣り

用のたも網用シャフトや長めのロッドをネットや

釣具店で探した。長めの物はグラスファイバー

100%のものはなかなか見つからず、カーボンを含

んでいるものがほとんどで、グラスファイバー

100%のものは在庫切ればかり。結局、ネット通販

でなんとか 5.5m ほどの釣り竿を見つけ、先端 1 本

を外して使うことに。 

また、ネットでプロマリン(浜田商会)のスナイ

パーアーム 500 という製品を見つけ、販売元にメ

ールで問い合わせたところ、在庫はないが次は 7

月頃入荷見込みだとの返信をいただき、近くの釣

り具店にて TDDF(Twisted Double Delta Flag)にも

対応できるよう 2 本予約して購入できた。ランデ

ィングシャフトのためしっかりした造りであり、

全長 5m,継数 11,仕舞寸法 57cm と持ち運びにも良

いサイズ感である。 

https://www.hamadashokai.co.jp/goods/detail.p

hp?match_code=4997223334066 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■その他準備したもの 

 その他、設営に必要なもの等、こまごましたも

のとして、以下のようなものを購入・準備した。 

 ・ハンディメジャー(20m) 

 ・アース棒 

 ・BNC-BNC 同軸ケーブル(5m,10m を各 2 本) 

 ・BNC パネル用レセーレセアダプタ 

(アース棒と同軸ケーブルの接続用) 

 ・ペグハンマー 

 ・園芸用支柱 5 本セットを 1 セット 

 ・自転車用ゴムロープ数本 

(柵などにポールを固定する際に使用) 

 ・カラビナ数個 

(アンテナエレメントをかけるために使用) 

 ・コードクリップ 

(終端抵抗などを支柱に固定するために使用) 

 ・軍手 

 エレメントを巻くのにちょうどよいものはない

か？と釣りの仕掛け巻きを大きくしたようなもの

をイメージしつつ、100 円均一ショップに見に行き

見つけたのが WOODEN DISH STAND(木製の皿たて)。

これの片側の丸棒を抜き取り、そこに反対側の丸

棒を差し込むと、大きな仕掛け巻きの完成。あま

り長いエレメントは巻くことができないが、

DF,TDF くらいの長さであればちょうどよいサイズ

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■いよいよソロペディへ 

 機材準備に思った以上に手間がかかり、なかな

かソロペディデビューできずにいたが、ギリギリ

2021 年末の 12/28 会社の年末年始休暇の前に 1 日

年休を取得して、すでにお仲間と何度も行って勝

手が知れた千葉県いすみ市太東崎に行くことにし

た。 

 せっかくなので、いすみの美味しい魚介でも食

べようと思い、少し早めに家を出発。太東崎灯台

の少し手前の「あき」にてランチ。景気付けにい

すみ市名物の伊勢海老を食べようと、伊勢海老天

丼をいただく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

贅沢なランチの後は、いつものスーパーLEO でお

菓子などを仕入れて、いよいよ太東崎灯台の展望

台駐車場へ。幸いあまり混んでおらず、アンテナ

設営とワッチに都合がよい一番端に車を止めるこ

とができた。日の入りより早めの 16 時からワッチ

をしようと DF アンテナの設営を開始。FLG100LN の

アンテナ側直下に CMC を入れようとしたが、変換 

コネクタが必要であることにその場で気づく。や

むなく、一番短い BNC-BNC 同軸ケーブルで接続、

何とかセッティング完了。 

  
WOODEN DISH STAND をエレメント巻きに 

 
伊勢海老天丼で景気付け 

 
スナイパーアーム 500 
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セッティング中、何名かの方から「これは何を

されているんですか？」とか、私の愛車スカイラ

インを指さして「これあなたの車？ 私、昔ハコス

カに乗ってたんだよね～」と話しかけられた。BCL

やアマチュア無線家以外から見たら何やら怪しげ

なことをしているように見えると思われ、実際職

質を受けたなんてお話も聞いたことがある。それ

が一人ペディに踏み出すまでの高いハードルであ 

ったりするが、逆にこうやって遠慮なく話かけて

いただき、何をやっているか説明できた方がこち

らとしてもやりやすい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■受信タイム 

 日の入り前から聞き始めたが TP 中波の入りは今

一つ。加えて、普段お仲間とお仲間のアンテナで

聴いているときよりもノイジーに感じた。また、

日が暮れて国内局が強くなりだすと全般にバンド

内ががさついていると感じた。そうこうして、日

が暮れて完全に真っ暗になり 18:00 正時過ぎまで

聞いてから片付けて撤収。初めてのソロペディの

受信成果は今一つの感じであったが、アンテナの 

設営、プレス対応、片付けまで一人でこなすこと

ができ、一人でもペディに行ける自信がついた。 

 後日、PERSEUS のデータを解析したところ、ID

が確認できた局として以下の局が受信できた。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノイジーに感じた件は付近の太陽光パネルの影響 

かもしれないが、9 月に来た際も条件は変わらな 

い。電源系も含む全般的な調査と対策が今後の課 

 

2021/12/28 受信局(ID 確認できた局のみ) 
Freq. Call City State JST Condx. 

780 KNOM Nome AK 18:00 g 

850 KICY Nome AK 18:00 g 

1000 KOMO Seattle WA 17:00 p 

1010 KIQI San Francisco CA 16:00 p 

1090 XEPRS Tijuana BCN 16:59 f 

1100 KFAX San Francisco  CA 16:00 p 

1120 KPNW Eugene OR 16:59 p 

1310 KLIX Twin Falls ID 16:59 p 

1320 CHMB Vancouver BC 16:59 p 

1410 CFTE Vancouver BC 16:30 f 

1550 KRPI  Ferndale WA 17:00 f 

1580 KBLA Santa Monica CA 16:59 p 

1600 KVRI Blaine WA 17:59 f 

1700 XEPE Tijuana BCN 17:02 p 

 

 

題である。 

また、バンド内ががさついているように感じた

件については、後日 PROPAGATION Ed.5 の記事を読

み直したところ、国内局が強くなってきてからは

国内局の強力な信号で受信機側の AGC が働いて TP

の微弱な信号が抑えられてしまう可能性があるた

め、プリアンプを OFF(スルー)した方がいい場合が

あるという記載を見て、これも今後試してみる必

要がある。お仲間とのペディではアンテナ分配器

などでのロスもあるので、適切なレベルになって

いるのかもしれない。FLG100LN ではプリアンプは

スルーにはできないので、TDXC コンベンションの

オークションで中川さんから落札したプリアンプ

で機会があれば試してみようと思う。 

 

■TDDF の準備 

 ソロペディデビューでは、一人でのアンテナ設

営への不安から支柱が 1 本で済む DF アンテナとし

たが、アンテナ設営を一人でもやれる自信もつい

たので、最近のお仲間とのペディでの定番である

TDDF 用のエレメントを追加で準備した。 

また、ソロペディでは受信状態を確認しながら

終端抵抗を最適値に調整するのは困難であるた

め、終端抵抗値を手元で最適化できるように

RTR(Remote Controllable Termination Resister)

も製作した。これもシエスタさんが書かれた製作

記事をもとに製作したが、アナログフォトカプラ 

ついては同じものが手に入らず、中さんがお持ち

の予備を 1 個お譲りいただき、無事完成した。 

 

■2 度目のソロペディ 

 2022 年の GW、1 日年休をいただき、4/28 再び太

東崎へ。この日もいすみ市の食堂で美味しい地魚

料理をいただいた後に太東崎灯台の展望台駐車場

へ。この日の先客は 1 台、入れ替わりで何台か来

るものの、ほぼ貸し切り状態。 

少し海を眺めたりした後、早速アンテナの設

営。今回は TDDF アンテナを試してみることにし

て、支柱を固定、エレメントをはってセッティン 

 
設営したデルタフラッグアンテナ 

 
車内で PERSEUS にて受信 
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グが完了。ここで、先程まで駐車場に止まってい

た赤ちゃん連れの若いご夫婦の車が動きだしたと

思ったらすぐに止まり、運転席からママさんが降

りてこちらに向かって歩いてくる。「あのぉ～、

恐れ入りますが、これって何をされているんです

か？ちょっと気になったものでぇ～」と言われ、

「あ～、すみません、気になりますよね。海の向

こうのアメリカ大陸のラジオを受信する実験をし

ようと思いまして。これが実験用のアンテナなん

ですよ。」と説明すると「へぇ～、日本でアメリ

カのラジオが聴こえるんですか～、凄いですね

～。ありがとうございました。」と納得された様

子で車に戻って行かれた。やはり何をしているの

か気になる人がおられるので、何をしているのか

を明らかにすることが今後もこの場所でペディを

続けていく上で重要だと改めて感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日の入り前の 17 時くらいから聞き始めたが、入

感の気配なし。日の入り 18:20 頃になるとちらほ

ら聞こえ始めたが、いつもは聞こえるアラスカや

カナダの常連局が入っておらず、全般的に弱い。

昼間長谷川さんとやり取りした情報によれば STORM

が出ていたようなのでその影響か、または TP のト

ップシーズンでは無いのでこんなものかもしれな

い。PERSEUS で 19:00 正時過ぎまで記録して撤収し

た。2 回目ということもあり、撤収も至ってスムー

ズにできた。 

 翌日ざっと解析したが、18:30 以降には英語の局

が多数確認できたものの、IDが取れるレベルで聞

こえていたのは以下の通り CA,WA,OR,HI の数局だ

った。 

 
2022/4/28 受信局(ID 確認できた局のみ) 

Freq. Call City State JST Condx. 

1040 KLHT Honolulu HI 18:59 p 

1120 KPNW Eugene OR 18:59 f 

1480 KGOE Eureka CA 18:59 f 

1530 KFBK Sacramento CA 18:59 p 

1550 KRPI  Ferndale WA 18:59 vp 

1570 KUAU Haiku HI 18:59 p 

1640 KDIA Vallejo CA 18:59 p 

 

 実はこの日は RTR も試してみようと思っていた

が、RTR 用の電源(DC12V)を用意するのを忘れてお

り、使用できなかった。 

 

■今後の展望 

 DX ペディションへの憧れから始まり、TDXC のお

仲間とのペディに初参加して受信状態の良さに感

動して以来、コロナ禍もあり一人でもペディに行

けるようにしたいと思いながら中々踏み出せずに

いた。しかし、コロナ禍の後押しもあって

PROPAGATION の記事を参考に機材の準備から始ま

り、実践デビューしてソロペディを経験すること

ができた。機材準備やアンテナ設営まで自分でや

ってみるといろいろ気付く点もある。次に向けて

いろいろ考えるのもまた楽しみである。 

 今後の展望としては、 

① 前述のノイズ原因調査と対策 

② RTR の試行 

③ FLG100LN ではなく別のプリアンプと TR で

の受信を試して比較検討 

④ 2022 年 TDXC コンベンションでシエスタさ

んが紹介されていたノイズフィルタ付き DC

分電盤の製作と適用 

⑤ PROPAGATION で澤谷さんや板倉さんが紹介

されているソロキャンプペディへの挑戦 

などがある。②～⑤については、部品調達やキャ

ンプ用品の準備などは進めてきているので、次の

中波 DX シーズンでの実践を考えているところであ

る。 

 一方で、ソロペディをやってみた結果として、

お仲間との DX ペディションの楽しさを改めて実感

している。昨年、一昨年は岩手県北山崎で実施さ

れた遠征ペディに参加することができなかった

が、TDXC10 周年にあたる今年こそは恒例の遠征ペ

ディにお仲間と一緒に参加したい。今後はお仲間

とのペディとソロペディの両方で、良好な受信機

会を増やしていきたい。 

 
RTR を製作 

設営した TDDF アンテナ 
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再訪！国道 135 号
Ultralight DXing   
ポイント 
 
      宮内 聰 
 
■昨年、この断崖絶壁に到着してすぐに、ダイヤ
ルを１４４０ｋHzに合わせたカーラジオからキリ
バスが聴こえてきた、あの衝撃が忘れられず、1
年が経過してしまいましたが、この地を再び訪れ
ることが出来ました。 
 
今回は、前日・前々日とお仲間が各地でペディを
されていて、皆さんでトンガが録れた、と盛り上
がっていましたので、今回のこのウルトラライ
ト・ラジオ・ポイントでのターゲットも迷わず１
０１７ｋHz、A3Z Radio Tonga に決まりです！ 

 
ただこの１０１７ｋHzには福岡のNHK R1が５
０ｋｗで強力です。ＤＫＡＺ・フラッグやＫ９Ａ
Ｙなど、指向性を持たせて混信局を落とすことが
出来ないFSLアンテナでの受信においては、福岡
からの信号が上がってくるまでが勝負です。 
 
今回、この読み通り、偶々の要素はありながらも、
NHKの上がる直前にTonga と思わしき信号が浮
き上がり、特徴のあるイントネーションからゆっ
たりとした音楽にかけて、しっかりとした音の記
録が出来ました。これ以降はNHK R1の信号が
絶えず強力で、その存在を確認することが出来ま
せんでした。帰宅後、深夜にかけて、記録ファイ
ルの整理を行い、Ultralight での受信マニアのグル
ープサイトへ投稿、翌朝までにサイト主催者であ
るGary DeBock 師匠から確認のメッセージと同
氏が昨年録られた際の男性アナと同じであること
などを述べたコメントを頂戴し、すっきりとした
目覚めの朝となりました。 
 
 
今回の記録 A3Z Radio Tonga （推定） 
https://app.box.com/s/dkd9rbc38hp7ekjywjcdov761bia6a9v   
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今回の成果といえばこの1点のみなのですが、後
は超強力な電波を届けてくれている、KGUM ５
６７ｋHz、オーストラリア・クイーンズランド州
のいつもの６３０ｋHzは４QN、さらに推定グア
ムのKGUM ８０１ｋHzを行ったり来たり。こ
の地ならではのひと時の伝搬を楽しみながら、暮
れていくクリフでの短い活動の後片付けをして復
路です。 
 
この時期、パラオからの中波放送が再開された旨
の情報がありましたので、周波数は１５８４ｋHz
（未確認）も外せません。2年前に一度だけ、そ
れらしき南国風のメロディがNHK R-2 の裏で聴
こえた、１５９３ｋHzも勿論チェックを続けまし
たが、いずれも幸運は訪れません。 
 
Palau からのAM局再開の記事 
https://www.rnz.co.nz/international/pacific-
news/465484/palau-restores-am-radio-service 
 
昨年はあれだけ強力に聴こえたキリバスですが、
今回はかすかにQSBを伴ったQRMが聴こえる箇
所がありましたが、はっきりと浮き上がるまでに
至らず。国歌で終了する筈の１８：３０にはスト
リーミングで番組の進行を確認しながら、今回は
残念ながら１ｋHzの終了時テスト・トーンも確認
できずでした。 
 
気持ちはTonga を捕ったぞ！と未確認ながらも興
奮しながらに帰路に向けてエンジン始動、念のた
めにと欲張りにも今聞いていた周波数、５６７，
６３０、８０１などに合わせてみるもやはりFSL
でないカーラジオでは今一つ。 
 
もう一つ、１５４８ｋHzに合わせてびっくり。こ
の時点でパラレルチェックはしませんでしたが、
推定４ＱＤ、６３０ｋＨｚと同じクイーンズラン
ド州、Ｅｍｅｒａｌｄからの５０ｋｗが大音量で
届いていてびっくり。４ＱＤは自宅では夕方より
も深夜のイメージが強いだけに、これはこれで新
鮮な驚きでした。昨年１４４０ｋＨｚのキリバス
を綺麗に受信したこのカーラジオ、実はＭＷの高
い周波数域がなぜか異様に高感度だとは気付いて
いました。深夜に１５７５ｋＨｚでコンディショ
ンさえよければ、ＡＦＮを抑えて自宅周辺でタイ

語やミャンマー語が聴けてしまうのです。その後、
約 1 時間程にわたり、伊豆半島を北上している間、
いたる所でそこそこの強さでしっかりとした番組
内容の把握に至るレベルになる箇所がいくつか存
在していることにも気付きました。勿論このクリ
フでの強さには至らないまでも、実用になる箇所、
それらは基本的にはこの尾が崎ウィング同様に、
南東に向いた道路上でした。基本この角度であれ
ば、さらに近場でもそれなり？に太平洋局の受信
に良い効果が得られる様です。 
 
２０２２年春、ようやく制限のない人々の動きが
許される様になってきました。再度の感染拡大が
繰り返さないことを切に願いながら、再びこの場
所でUltralight ラジオでの短時間DX受信を楽し
みたいと思います。■ 
 
 
今回も超強力だった630kHz 4QN 
https://app.box.com/s/9stz4yuis0u1ojoz2o2jgoiv05euxv2y 

 
帰り際にカーラジオが捉えた 1548kHz ４QD 
https://youtube.com/shorts/B5dboybFESo?feature=share 

 
＊下記写真： 今回使用したGary DeBock 氏謹
製、５インチFSLアンテナ（奥）と自作R-108 外
付けバーアンテナバージョン。手前は PL-330 改。
同じく外付けバーアンテナバージョン。 
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キャンプと BCL 

  （後編） 
 

                 板倉  健 

 

 

 Photo： Ｋｅｎ 

 

 

 

■PROPAGATION７（２０１９）で掲載させ

て頂いた「キャンプと BCL（前編）」。執筆

開始は２０１８年９月でした。 

それから３年、コロナ禍が続いて色々自

粛が続く中、ようやく「緊急事態宣言」も

解除となり、ぼちぼちとキャンプに出掛け

始めたのはいいけれど、今年はとんでも

なく「キャンプブーム」になっています。コ

ロナ禍の影響でテレワークが定着したの

もあり、Ｙｏｕｔｕｂｅでは「ソロキャンプ」ブー

ムもあり、兎に角どこのキャンプ場も混雑。

ファミリー層も数多くて、子供も沢山（笑）、

マナーの良い方もマナーの悪い人も、初

心者もベテランも玉石混交で入交り、まぁ、

大人なキャンプを楽しみたい私としては、

あまり嬉しい状況でもなく、中々出かけに

くい日々が続いております。 
 

きっかけはＦＡＮＢＡＳＥからはや３年 
 

■愛車ＦＡＮＢＡＳＥも３年過ぎて車検を迎

えた。ここ３年はコロナ禍の影響もあり、

走行距離はたったの５０００キロ。最近Ｂ

ＣＬもご無沙汰であったので、年内に一発

ソロキャン＆チョイペでも行きますか。 

先月、久しぶりに山梨県の南アルプス

方面へ友人たちとキャンプに出掛け、ソ

ロテントを３つ、リビングテントを立てて中

に薪ストーブを置いて、かなりほっこりと

お酒が飲めたのでこのスタイルは冬にい

いな！と自画自賛（笑）してしまいました。

（焼酎のお湯割りと薪ストーブの暖かさで

夜更けを待たず寝てしまったけど。。。） 

周りのファミリーが多いサイトは夜に

グッと気温が下がった（多分１～２℃）か

らか焚火だけでは寒すぎるので、早々と

就寝した模様。 

なので、今回の装備はリビングテント

兼寝室に「シマロン ティピーテント」夜の

地べたの冷気は寒いので、テント内に

コットを入れる。コットの上はアルミマット

とインナーマットがあれば 

後はシュラフで十分。リビング部分に薪ス

トーブ（G-stove）置いて煙突は、直に上

に伸ばしてティピーの煙突用穴から外に

出す。後はロータイプの椅子、横に６０ｃ

ｍ四方のローテーブルにペルセウス、PC、

バッテリー乗せて、反対側に BOX コンテ

ナを置いて飲み食い用。薪は濡れないよ

うに適当に置いてと。（妄想中） 
 

  とりあえずキャンプへ行く   
 
■12 月月某日。金曜～土曜日にかけて

１泊で手慣れた近場（山北）にある某キャ

ンプ場へ車を走らせる。ソロなので、コン

ビニでビールとパックの焼酎、ツマミにお

揚げとカップのキムチ、翌日の朝食用に
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サンドイッチを購入。家からは剣先するめ

とめざし、夕飯用に米 1 合とおみやで

貰ったレトルトのホタテカレーを持っていく。

お昼前にキャンプ場近くの大井松田ＩＣを

降りてから朝昼兼用のサムライマックセッ

トをドライブスルーで買う。近くの公園の

駐車場に停めて食べてから 1 時間ほど

車内で仕事をする（ＴＶ会議）。その後

キャンプ場にＩＮ。手続きをして薪を 2 束

購入し、いざキャンプサイトへ。 

グランドシートを車の外に広げて、使用

する荷物を降ろす。まずは、テント（シマ

ロンティピー）をちゃっちゃと建てて、テン

トの中に次は薪ストーブを設置。今回使

用する薪ストーブはＧ－ＳＴＯＶＥ、多少

重くて嵩張るが、組み立て不要なので煙

突を組み立てて挿すだけで完了である。

お次は薪ストーブを設置した反対側の半

分のスペースにグランドシート、アルミ

マット（大型）インナーマットの順番で敷い

て重ねていく。 

その上に組み立てたコットを置いて、コッ

トの上にアルミマット小型とシュラフを広

げておく。 

空いてるスペースにＬＯＷテーブルを出し

て、上にＰＣ，ＰＥＲＳＥＵＳ，モバイルバッ

テリーを置く。まだ時間は 14 時である。 

とりあえずチェアを出して、ビールと残し

ておいたフライドポテトで小休止。 

まったりビールを飲んでいたら、作業

途中に通りかかったキャンプ場の管理人

さんとしばし立ち話になる、金曜日と言う

事もあり本日はソロキャンパーが自分を

入れて 4 組だけって情報を頂き、設営途

中で車の上に置いておいたＹＯＵＬＯＯＰ

とＢＮＣケーブルを見て何に使うのか質

問されたので、「ノイズの少ない静かなこ

のキャンプ場でちょいとアンテナ建ててＡ

Ｍ放送聴くんですよー」っていう説明をし

ておいた。 

 
絶賛設営中 

 

■一息ついてＹＯＵＬＯＯＰのアンテナを設
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置して、ケーブルを接続、ＣＭＣ、受信ア

ンプ、ガルパニックアイソレータ、ローパ

スフィルタを経由して、ＰＥＲＳＥＵＳのア

ンテナ端子へ。 

モバイルバッテリは受信アンプ用は昇圧

ケーブルにＤＣ－ＤＣフィルタ（シエスタ氏

製）を繋いで、ＰＥＲＳＥＵＳはいつもの５Ｖ

モバイルバッテリーでつなぐ。ＰＣは内臓

バッテリーで 10 時間は大丈夫だろう。 

ちょいと聴いてみたが、まだ電波が弱

かったので、しばらくオフにしておく。 

 

■場内で購入した薪はそこそこ乾燥して

おり、鉈を使って何本かを細かく割る。着

火剤や焚き付け用の小さい薪はいつも車

に入ってはいるが、なるべく現地の薪で

消費したいとこである。 

大体の準備を終えて、まだ日は出てい

るが、山と言う事もあり気温がぐっと下

がってきたので、薪ストーブに火を入れる。

着火剤から細い枝に火が回り、太い薪に

火がつく頃には薪ストーブからの熱はか

なり来ている。いつもこの薪ストーブの出

だしの時間が好きであるが、すかさず湯

沸かし用のパーコレーターとＧ－ＳＴＯＶＥ

のオプションの湯沸かしヒーターに水を

入れてセットする。お湯が沸くまでのしば

しの間、薪ストーブ内の真っ赤なおきが

ある程度溜まってきたら、太い薪をある

程度時間をおいてくべれば、それほど火

の番はいらない。 
 

 

肴は炙ったイカでいい～ 
 

■時間は午後 4 時、外気温も下がって

３℃これくらい気温が下がってくると外で

焚火してても身体の正面以外はかなり寒

い。その点、テントイン薪ストーブはとても

暖かいのである。 

出口はある程度空けておかないと、換

気というより暑くてぼーーーっとしてくる。

中の気温は２３度。暫く、焼酎を飲みなが

らラジオを聴いてみるが、ノイズは少ない

が電波は弱い。 

暫く聴いてからはいつもの録音にして

おいて、本格的に（薪ストーブへ）薪をく

べ出す。網をセットして剣先スルメをのせ

る。紙皿にマヨネーズを１パックと醤油を

一指しに一味を振りかけて。細良く炙った

イカを細かく裂いて（これが熱い）紙皿に

乗せてつまみにする。ＰＥＲＳＵＳには録

音の仕事をさせつつ、トランジスタラジオ

（今回はＳＯＮＹ ＩＣＦ－ＳＷ７６００ＧＲ＋

ＡＮ２００アンテナ）で色々周波数チェック

しながら聴いてみる。 
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午後５時過ぎると、ぐっと信号が強く

なってくる。ちなみに皆さんがいつも日曜

日にワッチしている８６４ｋＨｚであるが、

普段の拙宅の家ではＨＢＣとＫＢＳが強く

たまにＲＯＫが入る構図なのだが、ここ山

北ではＳＢＣ（信越放送松本市１ｋＷ）が

圧倒的に強い。他に１局聴こえているがＩ

Ｄ取るまでには至らず（もしかしたら東海

ラジオかも？）。同じ神奈川県内なのに

かなり伝搬が違うようだ。 
 

  いよいよ薪ストーブの本領発揮～ 
 

■午後６時を回って、テントの外は氷点下

になってきた。これだけ寒くなってくると、

テントの外の焚火だけでは厳しいと想う

のだけど、他の３組（全員ソロだが）の

キャンパーは焚火で頑張っているのが見

てとれる。焚火も盛大になっているようだ。

カセットガスのストーブやコンロヒーター、

中には小さい石油ストーブを持ち込む

キャンパーもいるけど、テント内では一酸

化炭素中毒の危険があるので、ＣＯ濃度

計でしっかり管理ないと危険である。やは

り、リビングテントに薪ストーブの組み合

わせは寒い冬は最強である。特に氷点

下になってくるとその真価を発揮するが、

いつもソロで使っているシマロンティピー 

テントは小さめなので、Ｇ－ＳＴＯＶＥ（薪

ストーブ）だと最強すぎて、テント内がすぐ

にＨＯＴになり過ぎて常に出入り口は開け

てる状態になってしまう。まぁ、煙突に付

けたダンパー（空気調節）や薪ストーブの

前面についている空気取り入れ口を絞れ

ば良いのだが、折角の氷点下の程よい

環境で、Ｇ－ＳＴＯＶＥにぶっとい薪をガン

ガンくべて、Ｇ－ＳＴＯＶＥも赤くなり、煙突

も一部赤くなってきて、湯沸かしヒーター

（3ℓ）や上に乗せてるパーコレーターから

蒸気がガンガン上がってくるのが醍醐味

なのだが、組み立て式の小さい薪ストー

ブの方がソロの場合はいいのかもしれな

い（笑）と思った。 

 

     夕飯はカレーのつもりが。。。 

 

■午後７時、セットしておいたエスビットの

小さなコンロと３０ｇの固形燃料にメスティ

ン（ご飯１合）を載せて火をつける。２０分

程度ほっておけば、ご飯は美味しく炊け

る。持ち込んだホタテカレーはレトルトな

ので、沸騰しているパーコレーターに５分

漬ければ出来る。福神漬けが欲しいとこ

ろだが（買い忘れた）、かわりのキムチも

あるしま、いいか。 

つまみに焼いているめざしで、焼酎お

湯割り（梅干し入り）がとても美味しい。常

に熱々の熱湯があるので、いつも以上に

焼酎が進んでしまう。相変わらず強力に

入感するＳＢＣをＢＧＭに飲んでいるうち
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にご飯が炊けてしまい、カレー湯せんす

るの忘れてた。少し前からご飯がもう少し

で炊ける匂いに我慢がならず、炊き立て

のご飯を一口ぱくり！う、うまい！キムチ

を一口ぱくり。 

うまい！炊き立てのご飯に合う。それを

繰り返しているうちに（たまにめざしを挟

み）１合完食してしまった。まぁ、自由気ま

まにがソロキャンプのいいところ？にして

おこう。 

■午後８時をまわり、トイレに行くためテン

トの外に出る、４組（人）のテントが点在す

るかなり広いキャンプスペースはすっかり

光がなくなり（外灯も消えて真っ暗）満点

の冬の星空である。氷点下の空気も益々

澄んできて、実に気持ちがいいが、寒い。

ベンチコートは羽織っているが、足サンダ

ルだし手が悴むし、トイレの途中の炊事

場の溜まった水が早くも凍り始めている。 

トイレの帰りに、他のキャンパーの様子を

みたら、焚火の火が見えたのは１組のみ。

後はテント入ってる感じだった。さぁ、自

分は何時まで起きていられるだろう？と

仲間内のＤＸｅｒ諸氏に怒られそうだが、

まぁ大体はＰＥＲＳＥＵＳで録音させて家

でゆっくり聞き直すのがいつもの事なの

で、テント内では薪ストーブに薪を時々く

べながら、焼酎をのみながら、ちょっと肴

を焼きながらトランジスタラジオとＡＮ２０

０をぐりぐり位置をかえながらと、やってる

うちにあっと言う間に時間は過ぎていくの

である。 

 あ、そうそう。受信アンプのバッテリーは

デカいやつなのでほっとくけど、ＰＥＲＳＥ

ＵＳのモバイルバッテリーは交換しておか

ないと深夜までもたない。モバイルバッテ

リーを換えて、ＰＣのバッテリーの残りも

チェックして、準備よし！（のはずだった

が。。。） 

 

薪ストーブに最後の薪をくべて。。。 

 

■午後１０時をまわり、最後のトイレも済

ませて（大体夜中に１回いくけどねー）、

テントの入り口は少しだけ開けて、薪ス

トーブに太い薪を３本くべて、煙突のバン

パーをかなり絞ると燃焼がかなりゆっくり

になるので、寝付いてからも暫くは暖か

いだろう。 

そうはいっても真夜中から明け方は多分

マイナス４℃位まで気温は下がると思う
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ので、一旦着替える。ミズノのブレスサー

モのインナーを上下に着込んで、厚手の

靴下。下はジャージだが、上はスキー用

ウェアにスキーセーターさらにウインドブ

レーカーを着込んで万全にしたうえにネッ

クウオーマー。シュラフは今回買い込ん

だ、電気シュラフ。バッテリーからＵＳＢで

繋げてヒーターが付いている優れもの。

マミー型なので密閉度は高いのだが、手

と足を少し出すこともできる便利なシュラ

フである。今夜はゆっくり安眠できるだろ

う。 
朝起きてからの？ 

 

■キャンプというものは何回、何十回、何

年行っても常に色々と予定外の事が起き

る。今回は、朝５時半ごろ目が覚めたら、

シュラフが一面真っ白だった（笑）もちろ

ん周りも真っ白。原因は薪ストーブを調

子に乗ってガンガン焚きすぎて、ティピー

テントの裏側（内側）にびっしり結露して

いた水が夜中に凍り、さらに風にあおら

れてテント内に雪のように降り注いだと。

電気シュラフのおかげでぐっすり寝てい

たので、全く気付かず（汗） 

只今の気温はマイナス４℃。寒い！取

り敢えずまずは薪ストーブに火を入れて

暖まろう。でも、その前にシュラフやマット

やコットなどはテントから出して、適当に

干す。だいぶ空は明るくなって来たがま

だ太陽は顔を出してないので薪ストーブ

で暖めて氷が溶けて濡れて困るものは外

に出す。薪ストーブがいい感じに熱を放

出し始めて湧いた熱湯でコーヒー淹れて

暫くほっとした時間を過ごす。 

まだ朝飯には早いし、外は寒いので、

テント内で暖まりながらＰＣをチェック。当

然ＰＥＲＵＳＵＳは固まっていたが、モバイ

ルバッテリーもランプがつかず、受信アン

プ用のバッテリーは残量７８％。これなら、

ＰＥＲＳＥＵＳにもこちらから電源供給すれ

ば途中替えなくていいかと思う。（次はそ

れで行こう） 

太陽も顔を出して、朝の陽ざしが眩しく

なってきたので、片づけを始めながら、合

間にサンドイッチとカップスープで朝食を

とる。干せるものは干して、片付けられる

ものはどんどん片付けながら、ティピーテ

ントと薪ストーブとＬＯＷな椅子は最後ま

で残して撤収していく。 
 

撤収作業と帰宅後 

 
■午前９時。本格的な撤収作業を開始す

る。まず、Ｇ－ＳＴＯＶＥ内の燃えカスを全

部かき出し、火消壺へ煙突を一つ一つ外

して掃除（すすは薪を入れてあったオイ

ルカンへ）（プラ製）。Ｇ－ＳＴＯＶＥを外へ

出して冷やしている間に、ティピーテント

をたたむ。干してあったシュラフやマット

グランドシート等を順次畳んで収納。Ｇ－

ＳＴＯＶＥ内の残った灰をオイルカンに入

れてからごみなどを一緒に持って炊事場

の隣のゴミ捨て場へもっていく。火消壺の

燃えカスは所定のところへ、灰やごみも
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所定のところへ分別して捨てる。薪ストー

ブや煙突をＢＯＸへ収納して、椅子だけ残

して全て車に収納。残りのコーヒーを飲

みながらしばし休息。 

午前１０時半、管理人さんに一声かけ

て退出。土曜日の朝なので、一般道も東

名→圏央道→新湘南バイパスも順調で

お昼前に拙宅に到着しました。 

大半のキャンプグッズは車に普段から

つみっぱなので、台車に家にあげる荷物

だけ積んで、自宅へ。ゆっくり風呂に入っ

た後、遅い昼飯を食べてから、バッテリー

の充電と、ＰＣで録音したデータのチェッ

クしたのだが、思ったよりもかなり早く録

音データが途切れている。（謎）ここで、

新たな謎が出たが、以外にも早く翌日の

ＴＤＸＣのオンライン忘年会で解決する。ミ

ネ氏が道東の大地（やはり寒い）でモバ

イルバッテリーが寒い環境だと電圧低下

し、ＰＥＲＳＥＵＳが固まると仰っていた。

あ！それだ！キャンプ＆チョイペで氷点

下になるのは初めてだったので、モバイ

ルバッテリーの温度対策全然頭になかっ

た。また一つ経験したなぁ。 

ＰＥＲＳＥＵＳは電圧低下に弱いって話だ

し、冬のキャンプ＆チョイペはエクスカリ

バーの方が良いのかもしれません。 
 

１か月後のキャンプ＆チョイペ 
 

■２０２２年１月中旬。前回と同じパターン
でキャンプ＆チョイペに出掛ける。チョイ
ペと言っても今回はかなりの時間仕事に
なりそうなので、今回のラジオ機材はＩＣＦ
－ＳＷ６７００ＧＲにＡＮ２００だけである。
今回は前日に買っておいたパン屋で仕
入れたバタールにふるさと納税のお礼品
の四つ葉のバターとクリームチーズ。そ
れに前回残したホタテカレーと米１合に
めざし。近くのコンビニで焼酎、ビール、
缶酎ハイを買って一路前回と同じキャン

プ場を目指したが、何とか昼前には大井
松田ＩＣ降りてすぐのところのマックのドラ
イブスルーに到着したかったのだが、東
名高速の事故渋滞にはまり、昼時のドラ
イブスルーも行列で、キャンプ場に着い
たのが午後１時。素早く手続きして薪を２
束買い、キャンプサイトへＧＯ。車を停め
てから椅子とテーブルだけだして、ハン
バーガーかじる暇もなくＷＥＢ会議に突入
（仕事）。約１時間の会議が終わり、その
後遅い昼食（ビックマック）かじりつつビー
ル飲みながら、仕事のメール対応。（なん
だか忙しいぞ）何だかんだで午後３時に
なってしまった。とにかく設営開始。 

シマロンティピーを建てて、薪ストーブを
入れて煙突組み立て、今日は膝を痛め
ていてあまり動きたくないので、大きなグ
ランドシートにアルミマット、インナーマッ
トを重ねて敷き、薪ストーブの前までお座
敷スタイルにする。丸めたシュラフやＢＯ
Ｘをクッション代わりにしてゴロゴロして過
ごすことにする。午後４時前には準備も
終わり、早速薪ストーブに火を入れる。お
湯が沸くまで缶酎ハイとフライドポテト、ツ
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マミ用のチキンタツタでくつろぐ。ラジオも
付けるがまだ信号弱し。冷え込みが前回
よりも早いので、薪ストーブの出力を上げ
て、缶酎ハイは残したままお湯割りに突
入する。ゴロゴロしながらラジオを８６４ｋ
Ｈｚに合わせてさらに色々ＡＮ２００の周り
で位置を調整していると、やっぱりＳＢＣ
が強くなってきた。早々にＩＤ確認、裏に
他の局がいるがもごもごしか聴こえない。 

 

またしてもホタテカレーに至らず 
 

■昼食が遅れたせいもあるが、今回は

「めざし」しか肴がなく、口元が淋しいので、

バタールを何枚か薄切りにして薪ストー

ブで炙る。よつばのクリームチーズを乗

せて食べてみると「あら、美味しい！」薪

ストーブの暖かさと、ＳＢＣのＢＧＭ、焼酎

のお湯割り、バタールのクリームチーズ

乗せを食べながら、まったりとした時間を

過ごしているとあっという間に時間が過ぎ

て行く。時々仕事のメールが現実に戻し

てくれるけど、平日なので仕方ない（泣）。

そんなこんなで、ラジオやＡＮ２００の位置

を色々変えながら遊んでいるうちにメス

ティンでご飯炊くのも忘れ、バタールで腹

も膨れたのでホタテカレーはまたもや次

回の持越しとなりました（笑） 

こうなるとＳＢＣ（８６４ｋＨｚ）の裏の局を

なんとしても確認したくなってきた。（その

後ねばってみたもののＩＤは取れず）。朝

起きて、いつものように薪ストーブに火を

入れ、珈琲用のお湯を沸かして、コー

ヒーを飲みながらバタールを炙ってかじ

る。なんかソロキャンプの食生活ってほ

んと最低限だなぁ。。。特に今回は、お皿

もなし、箸は割りばし、メスティンも使わず

なので、洗い物ゼロ（マグカップは残った

お湯でゆすぐだけ）。さぁ、撤収して帰ろう。 
 

今後のソロ計画 
 

■ＴＤＸＣはなぶさ氏の「ROK 技術倶楽部

の録音」を拝聴すると、とても綺麗に撮れ

ていた。まさに場所を問わない、有無をい

わせないレベル。うむむ、ノイズ対策は勿

論だが、指向性と NULL を活かした「混

信除去」 はやはりすごい。 

TDXC のペディにて、TDDF アンテナの

凄さは勿論わかってはいたが、張るス

ペースがかなり広いので、ソロキャンプの

場所では中々張れないと思っていた。 

はなぶさ氏の使用しておられる FLAG の

幅はなんと２．５ｍ縦も１．５ｍ！ これな

らソロサイトでも余裕で張れる。という事

で、早速製作に取り掛かる（まね）。 

テントにかぶせるタープのポールと、もう

１本２．５ｍ離したポールで FLAG が張れ

るので、アンテナ設営も早い！近日中の

日曜日にいつものキャンプ場へ出かけよ

う。そして、８６４ｋHz がどう聴こえるの

か？実に楽しみであります。勿論、アンテ

ナの方向は東南東１３５度でっせ。 

あ、これって翌日の朝はシュラフとかマッ

トとか干せるねー（笑）      

また楽しみが増えた。季節も良くなって

来たし、バイクでのソロキャンプ＆チョイ

ペも楽しいな。また機会があれば、バイク

チョイペの記事も書いてみたいと思いま

す。 
＜おわり＞ 
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1.はじめに 

夏場になると地上 110kｍ辺りに局部的かつ突発的

に現れるスポラディック E 層（通称 E スポ）によって、普

段は近くにしか届かない VHFの電波が反射、散乱され

てより遠方に届くようになることが知られています[1]。今

回 VHF バンド内を比較的広く記録できる SDR を入手

したので、この PROPAGATION誌発行の一年前である

2021年の 5月末から 8月上旬にかけて、ほぼ毎日 FM

バンドを筆者（尾原）宅にて受信し、記録してみました。

その結果、約 100局の海外 FM局の IDを確認すること

が出来ましたので、ここにレポートとして報告します。 

 

2.受信に使用した SDR とアンテナ (写真 1) 

受信機には Airspy R2 を利用し、受信アンテナは自

宅の離れの木造家屋に屋内設置したディスコーンアン

テナ（在米時代に購入した RadioShack 20-043、受信

周波数範囲 25～1200MHz、無指向性、地上高約 5 m）

を使用しました。プリアンプ等は使用せず、直接アンテ

ナを受信機に繋ぎました。受信地は、筆者宅のある新

潟県上越市 (GL: PM97cc) です。受信アプリは SDR# 

（ SDR シャープと読みます）、これにアドオンの

スポラディック E 層で聞こえた海外 FM 局 (2021 年) 

Foreign FM Stations heard via Sporadic E-Layer in 2021. 

 

尾原 栄 

 Sakaé Obara JHØBDK / AB5MF 

峯松 史明 

Fumiaki Minematsu 

 

 
写真 1 受信に使用した SDR とアンテナ 

 

 
図 1 通常時の FM 帯スペクラム（上）と 

E スポ発生時の FM 帯スペクトラム（下） 

Airspy R2 

Discone 

(RadioShack 

20-043) 

59



Baseband Recorder を使用し、FM 放送バンド内の約

8MHz 帯域にて、ID の出やすい毎時 0 分と 30 分の前

後 1 分間をタイマーにより自動記録しました。FM 放送

バンドはおよそ 76～108MHzであり、全帯域を記録した

いところですが Airspy R2 の記録可能な最高バンド幅

が 8MHz になるため、今回は中国局を意識して、主に

86～96MHz のあたりを狙って記録しました（設定は毎

回少しずらしたりしています）。この記録受信を 2021 年

の 5月末～8月上旬までほぼ毎日実施したところ、4TB

のハードディスクがすぐに一杯になりました。図 1 に通

常時の筆者宅での FM 放送バンドのスペクトラムと、強

い E スポが発生した時の同スペクトラムを示します。強

い Eスポが発生した時には 100kHz毎にぎっしりと並ん

だ FM放送波のスペクトラムが観察出来ました。 

 

3.受信結果のまとめ 

これらの多数の FM 放送波を聴いて、局名と送信地を

調べる作業をこつこつ続けました。E スポで到来する海

外 FM放送波の受信強度は短時間で変動することも多

く安定した受信は困難であり、ID の確認には大変苦労

しました。記録してから一年後にこのレポートを書いて

いますが、全ての局の ID を確認することは出来なかっ

たものの、それでも ID の確認が取れた約 100 局分の

局名、送信点をまとめてみました。なお、局名の確認に

お い て は 、 主 に Japan V-UHF  DXers Circle 

(JVUDXC) から発行されている、TV-FM 受信ガイド

2021 および 2022 年版 [2] を参考にさせていただきま

した。受信した周波数から局名を割り出し、その局名の

発音と受信した IDの音声の一致を確認していく作業が

中心となりました。それでもわからない場合はネット上の

情報サイト[3] [4] や、中国に在住の DXer の方々に

SNSを通じて録音を聞いて頂いたり、また中国 FM局の

総合ストリーミングサイトである「蜻蛉 FM」 (チンティン

FM) [5]で同時刻の番組録音を検索するなどして調べ

ました。蜻蛉 FMは機能をフルに使う場合は有料になり

ますがとても便利です（写真 2）。 

表 1に確認できた FM局の結果を示します。実は掲載

した局の他にも中央人民広播電台 (CNR)が沢山受信

出来たのですが、今回は珍しさの観点から地方の局の

みをまとめました。表 1 の局を一括して地図上にプロッ

トしたものを図 2に示します。なお送信点の緯度経度で

すが、ネット情報（[3]、[4]やウィキペディアなど）から送

信地が明確なものはその場所名の Google Map 検索か

ら、また詳細な送信地点が不明のものは局名に使用さ

れる地名（市や県）をそのまま Google Map で検索して

中心地の緯度経度で代用しています。地方局の場合

  

図 2 ID を確認出来た局の送信点をプロットした図（Google Map を利用） 

2000km

1000km

IDを確認出来た局

受信点

中国

モンゴル

ロシア

台湾

韓国
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はその市県名と送信地点は大きくは変わらないであろ

うと仮定していますので、送信地のプロットはラフなもの

とお考え下さい。同図より、中国東北部を中心に上海

からロシアの沿海州にかけて受信地点よりだいたい

1000～2000 kmの距離にある送信点からの FM放送波

が受信出来ています。文献[1]には、E スポ伝搬の送受

信点間距離は 1000kmから 2000kmの範囲にほぼ限定

され、E スポ伝搬の最も起きやすい伝搬距離は、1600

～1800km であると記されています。今回の受信結果も

これとほぼ同様の結果になりました。 

受信されたもっとも遠方の局は受信地点より約

3300km 離れた四川省の名山人民広播電台でした。こ

の局のみ飛び抜けて伝搬距離が長かったわけですが、

この約 3300km の電波伝搬が、果たしてシングルホップ

（1 回反射）の E スポ伝搬によるものなのか、あるいはア

マチュア無線界で時折話題になる、マルチホップ（複

数回反射）による E スポ伝搬や、F 層による伝搬による

ものなのかについては興味を惹かれるところです。 

モンゴル語を話している局もいくつか受信出来たた

め、モンゴル国内の局かと期待しましたが、ID を確認し

たところ中国・内モンゴル自治区の局でした。また今回

は台湾の局には遭遇しませんでした。特に西南日本に

お住いのDXerの方々から台湾局受信の情報も頻繁に

ありますが、今回の受信地点である新潟県上越市は日

本海側であり、また南西方向に高い山があるので地形

的な影響があるのかも知れません。 

中国局の地方局の局名（地域名）を調べて行く中で、

初めて聞く名前が多くなかなか参考になりました。中国

は市の中に県があり、また市のなかに市（県級市）があ

ったりするのですね。内モンゴル自治区から出ていると

思われるモンゴル語局の局名がどうしても聞き取れず、

ツイッターでモンゴル語に詳しい人を捕まえて聞いても

らったところ、通遼市の中にある「ナイマン旗」という所

の放送であることがわかりました。この時、「旗」という行 

政区があることも初めて知りました。 

 

3.おわりに 

無線愛好家である私達にとってはこうした E スポによ

る遠距離受信はホビーとして楽しんでいるわけですが、

日本国内に海外の諸外国からの FM 放送波が到来し

ているということは、逆に日本国内の FM 放送波も海外

の諸外国に到来しているはずです。夏場の限られた期

間とはいえ、今後、日本各地の AM ラジオ局が FMへ 

の移行を進め、ますます FM 放送局数が増えていきま

すと、お互いに無視できない混信・妨害問題に発展す

るのではないかと少し心配しているところです。アマチ

ュアの立場からではありますが、FM 放送への意向を検

討されている AM 放送局関係者の皆様に、少しでもこ

の記事が参考になればと思いつつレポートを終わりた

いと思います。 
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最近、RX888 シリーズを手放す方が多い模様です。この SDR は広帯域で録音できるのがウリです

が、帯域録音の再生は、HDSDR のみでしか出来ないと思っている方が多い模様です。しかし、下記

の方法を使用すれば、SDR Sharp上で再生することも可能です。方法は、RX888用 EXTIO HDSDR

（EXTIO HDSDRの入手は、RX888シリーズの設計者に聴いてください。）で録音する際、Formatを

Winrad から RAW モードに変更し記録します。すると、ファイルは RAW モードで記録されます。SDR 

Sharp で再生する場合には、File Player Mode にすると、自動的に帯域入力をソフトウエアの方から

聴いてきますので録音した帯域を入力します。例えば、12.5MHz の帯域で録音した場合、Sample 

Rate SPSは、12,500,000と入力します。すると、再生音は通常の速度となり音が聴きやすくなります。

Sample Rate SPS の数値を小さく入力すると再生音は速くなり、数値を大きくすると、再生音が遅くな

ります。つまり、録音した帯域を Sample Rate SPSの入力項目で入力すると、通常の録音ができる訳

です。当方は外付け、SSDにこの方法で帯域録音をしています。問題は、RX888で帯域録音を仕掛

けると、音が小さくなってしまうのが難点です。この方法で録音する場合は、できるだけ高性能なアン

テナと高ローケーションで使用し、帯域録音する事が望ましいです。DX ペディションなどで、使用す

ると短波も高音質、広帯域で記録でき成果が一層増すと思われます。例えば、毎正時前後、1 分弱

の記録でもかなりの局数を稼ぐことができます。尚、この方法のヒントは、知人の Dante さんからご教

示頂きました。Dante さん、ありがとうございました。 
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DEGEN DE1105 (愛好者 5 号) 

との思い出 

                     hoya boya2015 
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昔の HDD を整理していた所、懐かしい写真が

沢山出てきたので、その中から、特に思い出深

かった、ラジオ DEGEN DE1105（愛好者 5 号）

に纏わる思い出話を此処に書き留めておく事

にする。DEGEN DE1105だが、その風貌から見

るからに物欲を刺激するデザインで初見当初

から気になっていた。 

 

 

     DEGEN DE1105のパッケージ 

 

その頃は、ちょうど中国製短波ラジオのブーム

と重なり、DEGEN 製のラジオは、その中核をな

していたと、思われる。DE1105 は、今にして思

えば、DEGEN 史上、最も珍しいラジオと、思わ

れる。今でこそ、回路は DSP チップを採用とし

たラジオが主流だが、この頃は、PLL 回路を主

流としたラジオが多かった。その為、小型、軽

量化が出来ず、この DE1105 は見た目よりズシ

リとして「重い」のである。また、操作性も格段に

良いとは言えず、昨今のラジオのように片手で

楽々操作できる訳でもなく、所謂、B5 サイズの

英語辞典を片手で持つような感覚であった事

を思い出す。受信範囲も 6MHz以下はスペック

外なので同じ、DEGENのDE1103(愛好者 3号)

より劣るので手元に置いといたのは短期間だっ

た。今にして思えば、中波の感度も、もう少し調

べて置いても良かったと思う。現在、DE110５は

生産していないので、この頃の DEGEN 製のラ

ジオ (DE1121,DE1105,DE12 等)を集めておく

べきだったと思う。 

 

 DEGEN DE1121 このラジオも画期的でした。 

 

そのDE1105と共に、ペディションに参加した際

の一コマも此処に用意した。 

 

 

この写真は、2006 年頃のペディションの様子で、

この頃の受信機はSDRでは、なくレガシー受信

機であった。この頃は、若気の至りで、重いレガ

シー受信機を、時には二台、リュックに詰め、は

るばる遠いペディション会場にエンヤコラと、持

参したものである。昨今は、SDR とノート PC の

出で立ちになり、身軽になり環境も、随分と様

変わりした。このような数々の写真を見ていると

昔は、良かったな。と、思う次第である。と、いう

ところでこの記事を終わりにする。 

68



 

 

 

 

 

 

69



 

 

 

 

 

 

70



 

 

 

 

 

 

71



  

 

 

 
 

 

72



  

 

 

 

 

 

73



 

74



  
 

 

 

 

 

75



 

 

 

 
 

 

76



  
 

 

 
 

 

77



 

 

 

 

 

 

78



  

 

 

 

 

 

デルタループアレイの実戦投入によって得られた受信音については、是非私の Blog（My Hobbies and Studies）

を参照いただければ幸いです。いずれの受信音も自作トランスインピーダンスアンプを各ループアンテナのプリアンプ

として使い、Perseus SDR を使って受信したものです。受信地点はローノイズ環境だったことも手伝って、クリアに

受信できていることがわかるかと思います。 

https://eureka-fumi.blogspot.com/2022/02/1dxpedition.html 
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https://eureka-fumi.blogspot.com/2022/02/1dxpedition.html
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アンテナの話? 
吉野 光 

アンテナって空中線とも呼びますが、なんとも不思議な言
葉ですよね。空中に張った線? 会社とかでもアンテナを広
く張る、高く張る、張り巡らせる。とか訓示あったりしません
か?アンテナを高く、情報をキャッチして仕事に生かせ!とい
う意味かな?アンテナを意識という言葉に変えてみなさいと
いう事でしょう。サラリーマンってアンテナかも。一方ラジオのア
ンテナを広く高く張る。それは DXer の夢でもあります。 

 
広い土地があって、障害物がなく、ノイズのない環境、北

欧のビバーレッジアンテナとか何かそういうのが最終系のイ
メージが昔からありました。 

 
TDXC のメンバーのアンテナ関係の記事を見る度にすご

いなあと思っておりました。私は昔からアンテナには無頓着で
した。なにか線張り巡らせればいいや。という感覚でしたね。
空中に線があればいいかな?みたいな、それにアンテナ買っ
たことがなかったのです。ある意味大変不幸で意識薄めでし
た。北米中波も昔はロングワイヤーのみだし、ループで試し
てみたかったと今は思います。 
 
 と言う訳で初めてアンテナを買ってみました。Apex Radio
さんの 303WA-2 です。価格もぐっと安くなりましたし、何よ
りもコンパクトという点が重要でした。単身赴任なので、あま
り目立つアンテナというのも設置出来なかった理由もありま
す。注文から数日で到着、設置も 1 時間程度で簡単に
組みあがりました。 
 
 早速ラジオを聞いてみましたが、それまでのただのワイヤー
アンテナとはまったく違いました。 
 

短波も中波も前より格段に良くなりました。広帯域でどの
バンドもまんべんなく良くなった印象です。カップラーも用意し
ていたのですが、別に入れる必要がありませんでした。ラジオ
に直結です。 

 
SDRplay 社の
RSP1 と去年復活さ
せた R-300 の両方
で試しましたが、満足
行く結果となりました。 
 
ただのワイヤーに比べ
ると格段に良く、この
日からワイヤーアンテ
ナは、シイタケ、大根、
各種野菜を日干しす
る紐線に変貌を遂げ

てしまい、ラジオを聞く時間より漬物を作る時間の方が多く
なっていき、北関東の空っ風は干物に最適でした（笑） 
 
 アンテナと言えば、放送局から送られてくるベリカードでアン
テナものが一番好きでした。広大な敷地に大きなカーテンア
ンテナ、これぞ、空中線、私が持っているものでいくつか紹介
します。 

TDF 仏領ギアナの短波送信所のアンテナ、とにかくかっこい
い。ここを中継する NHK もアメリカ駐在時代によく聞いてお
りました。オフィスでお気に入りの FM を聞く人が多いですが、
さすがに 515 で短波聞いていたのは私一人でした（笑） 
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R. Australia パークス天文台の電波望遠鏡、夕日に照
らされるパラボラがかっこいい。大判のベリカードでした。 
 

R. Bandeirantes（ブラジル）鉄塔と局舎、内部の写
真でこういうのもかっこいい。同局の TV 部門に出張で行っ
たことがありました。 
 

R. Cadena Nacional（コロンビア） 
TRANSMOVIL8 に搭載されているホイップアンテナが弧を
描く形をしております。当時の車としては斬新でかっこいいで
す。 

 

 
R. Luxemburg 昔は 6090KHz で聞こえてました。送
信アンテナ群と思えるが、それより曇天の写真で “危険!
アンテナに近づくな!” 感がすごくかっこいい 

 
TWR Swaziland 
送信アンテナとスワジ戦士の合成写
真、スワジランドという国名から現在の
エスワティニへ国名変更 
 
 

ELWA リベリア 
ドラムから出ているのは電波ですね。
受信時 1979 年 25 周年記念 
 

 
  

 

 

 HCJB エクアドル
 1991 年開局 60 周年
 記念ベリカード
 HARDWARE 特集で、
 局内の機器、アンテナの
 写真でした。
 HCJBｓPulse という独
 特な表現、アンデスからの
 ⿎動に良く⽿を傾けてい
 たものです。尾崎さんに何
 度かお⼿紙を紹介された
 ことがありますが、数週間
 後に私の⼿紙を聞いたと
いう友⼈が投稿している場⾯にも遭遇したことがあります。
私から 9R59D を譲り受けたと紹介されておりました。
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チェコの RX Small Preamp のご紹介です。このアンプは、心臓部に、2SC5521 を使用しており、ロー

ノイズでハイゲインとの話を聴き、一つ購入してみました。 

 

                                      

ブルーの鮮やかな筐体に、前面に入出力コネ

クタが一ずつ、それに電源用の DC 入力があり

ます。筐体は、大変コンパクトに出来上がって

おり、好感が持てます。 

 

Preamp 後面 

 

 

Preamp 前面 

WellbrookのＰreamp と並べて見ました。  

                                                             

右側が Wellbrook の Preamp 

 

次に PERSEUS に繋いで波形をキャプチャ

してみました。日中の中波帯の様子です。

アンテナは、Apex Radioの 303WA-2、2分

配にそれぞれの Preamp を繋げています。

Wellbrookの Preampのゲインは、8dbです

ので、２分配すると、見劣りがします。今回、

入手した。Preamp のゲインは、１８ｄｂです

ので分配すると、ちょうど良いゲインになり

ます。アンプは、自宅受信の補完用に入手

した訳ですが、良い働きをしてくれそうです。 
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Wellbrook Preamp+303WA-2で 2分配 

 

 

RX Small Preamp+303WA-2で 2分配 

 

Youloop などのパッシブ系のループアンテナのプリアンプとしても使用できそうです。尚、入手先

は、Remort QTH (https://remoteqth.com/rx-small-preamp-enclosure.php)と、なります。 
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入手しやすい部品を使った 

中波～短波帯用コモンモード・チョークの製作 

 

シエスタ 

 

受信ノイズ対策に有効なコモンモードチョーク（CMC）

は、TDXCの年鑑、”Propagation Edition7”の「コモンモ

ードチョークの製作と使い方」で何種類か公開しました。

その後も特殊な部品を使わず、中波から短波帯までカ

バーする CMCを検討していましたが、このたび入手し

やすい部品を使った CMCを製作し、好結果を得まし

たのでご紹介いたします。 

 

CMCの外観を図１、回路図を図２に示します。今回

使用したトロイダルコアはファアライト社の”5943-

002701”です。このトロイダルコアはアミドン社

の”FT140-43”の相当品として秋葉原の千石電商で販

売されています。また FT140-43はラジオデパート３階

の斉藤電気商会でも入手可能です。 

 
 

 
図１ 外観 

 

 
図２ 回路 

 

使用した部品表を表１に示します。 

 

 

 

 

部

品 
名称 型名 

メーカー 

販売店 

通販コード等  

T 
トロイダル 

コア 

5943-002701  

or FT140-43 

フェアライト製 or

アミドン製 

千石電商 or 斉

藤電気商会 

P 

BNC 

コネクタ 

オス 

BNC-P 
角座付き 秋月電

子 C-00096 

J 

BNC 

コネクタ 

メス 

BNC-J 
丸座絶縁 秋月電

子 C-00093 

－ ケース SW75B 
タカチ製 秋月電

子 P-16162 

－ 
極細同軸 

ケーブル 
2310 

モガミ製 オヤイ

デ電気 2.2m 

－ その他 
結束バンド 

ネジ類 他 

結束バンド：20cm 

１ 

ビス：M3×8mm 3

ケ、M3×10mm  

1 ケ、 

ナット：M3 4 ケ 

スプリングワッシ

ャ：M3 4 ケ、ワッ

シャ：M3 

 3 ケ 

タマゴラグ：M3 1

ケ、 

バスボンド等 

表１ 部品表 

 

どの部品も秋葉原か通販でも入手できます。製作手

順は以下のとおりです。配線やケース内部は図３、巻き

方や使い方は文末に記載した参考資料、”Propagation 

Edition7”の「コモンモードチョークの製作と使い方」を

参考してください。 

 

① トロイダルコアに同軸ケーブルを W1JR 巻で 40

ターン巻き、結束バンドで同軸ケーブルがほど

けないように固定します。 

 

② ケースを穴あけ加工し、BNC コネクタを取り付

けます。 

 

 

③ 同軸ケーブルを巻いたトロイダルコアをケース

に入れ、バスボンド等で固定し、はんだ付けし

て配線完了です。 
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図３ 内部画像 

 

最初に伝送特性の測定結果を図４に示します。高い

周波数の-3dBは約 360MHz と大変広帯域です。また

損失は超長波帯から 50MHz まで 1dB以下と低損失で

す。コモンモード減衰量の測定結果を図５に示します。

性能の目安となる-30dBの帯域は 610～26MHzで、中

波帯から短波放送の 11mバンドまでほぼカバーしてい

ます。 
 

 
図４ 伝送特性 10kHz～500MHz 

 

 
図５ コモンモード減衰量 10kHz～30MHz 

製作した CMCを 2021 年 11月の北の大地ペディシ

ョンで TDDFアンテナの給電部に挿入して使ってみま

した（図６参照）。ノイズ低減効果はこれまで使用してい

たものと遜色はなく、ローノイズな受信ができることを確

認しました。 
 

 
図６ TDDF アンテナとの組み合わせ 

 

本 CMCはトロイダルコア１個で中波から短波帯をほ

ぼカバーしていて大変使いやすくなっています。これか

ら CMCを使ってみたい方にお勧めします。 

 

なお、本機の製作・使用にあたり、間違った作り方、使

い方によって受信機やアンテナ設備等が破損しても当

方は責任は持てませんので、あくまで自己責任で製

作・使用してくださるようお願いいたします。 

皆さんの DXingにお役に立てば幸いです。 

以上 

◆参考資料  

① Propagation Edition 7 P143 「コモンモードチ

ョークの製作と使い方」 

 
 

 

 

90

http://my-bcl-life.sakura.ne.jp/PROPAGATION7.pdf
http://my-bcl-life.sakura.ne.jp/PROPAGATION7.pdf


 

デジタルオーディオ伝送用パルストランスを使った 

ガルバニック・アイソレータとコモンモード・チョーク 

 

シエスタ 

 

■ガルバニック・アイソレータ 

2021 年末に秋月電子通商のWebページで気になる

パーツを見つけました。デジタルオーディオ伝送用パ

ルストランス PE-65612NL（通販コード：P-11906図１）

です。本来はオーディオ用ですがデータシートを見ると

ラジオ受信用に使えるかもしれないと気づきました。し

かも 200円と安価です。ということで、さっそく入手しガ

ルバニック・アイソレータを製作してみました。 

 

 

 
図１ デジタルパルストランスと 

ガルバニック・ガルバニックアイソレータ外観 

 

 
図２ 回路図 

 

 

回路図を図２に示します。Cはガルバニック・アイソレ

ータの入出力に直流が加わった場合のショート防止用

の積層セラミックコンデンサです。直流が加わらない場

合は不要です。製作方法や使い方は文末に紹介した

参考資料をご覧ください。 

 

 
図３ 伝送特性 10kHz～100MHz 

 

 
図４ 伝送特性 10kHz～2MHz 

 

コモンモード減衰量を図５、６に示します。30dB以上

の減衰量は 1.2MHz。20dB 以上は 5.6MHz となってい

ます。これまで製作したものやミニサーキット製と比べる

と減衰量が小さいようですが、ガルバニック・アイソレー

タ本来の使い方である「グランドの分離機能」は果たし

ています。 
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図５ コモンモード減衰特性 10kHz～30MHz 

 

 
図６ コモンモード減衰特性 10kHz～2MHz 

 

出力側を 50Ωで終端し測定した VSWRを図７に示し

ます。VSWR=1.5 以下は約 18MHz までとなっており、

受信用としてはまずますの特性です。 

 

 
図７ VSWR 10kHz～30MHz 

 

 

以上のように伝送特性、コモンモード減衰量、VSWR

も悪くないことから、デジタルオーディオ伝送用パルスト

ランスはガルバニック・アイソレータとして使えることがわ

かりました。なにより安価で入手しやすいのがありがた

いです。実際に追試された方からの報告では、中波帯

だけでなく、短波の 9MHz帯でもノイズ抑制効果があっ

たとのことでした。 

 

 

■コモンモード・チョーク 

デジタルオーディオ伝送用パルストランス PE-

65612NLのデータシートをさらによく見ると、巻線のイン

ダクタンスが 2.5mHあるのに気づきました。このインダ

クタンスなら 200kHz以上でインピーダンスが 3kΩを超

えます。ひょっとしたらコモンモード・チョーク（CMC）と

して使えるかもしれません。さっそく製作してみました。 

 

 
図８ コモンモード・チョーク外観 

 

 
図９ 回路図 

 

回路図を図９に示します。ガルバニック・アイソレータ

とは接続方法が違うので図８の外観を参照してください。

また直流カット用のキャパシタは使用していません。 

さらにこのトランスは直流を流すことを想定していませ

ん。直流を流すと巻線が切れたり、歪が発生する可能

性がありますので流さないほうが無難です。 

伝送特性の測定結果を図１０、１１に示します。挿入

損失は非常に小さく 10kHzから 30MHz までほぼフラッ

トで 1dB以下です。高い周波数の-3dBは約 190MHz

とたいへん大変広帯域です。 
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図１０ 伝送特性 10kHz～30MHz 

 

 
図１１ 伝送特性 10kHz～200MHz 

 

コモンモード減衰量を図１２に示します。30dB以上の

減衰量は 610kHz～7.7MHzで、短波帯全域でも 20dB

以上取れています。特性からすると CMC としては中波

帯から短波帯ローバンドで使えそうです。 

 

 
図１２ コモンモード減衰特性 10kHz～30MHz 

 

以上のように伝送特性、コモンモード減衰量ともに良

好で、デジタルオーディオ伝送用パルストランスはコモ

ンモード・チョークとしても使えることがわかりました。 

 

ぜひお試しに製作してはいかがでしょうか。 

 

なお、本機の製作・使用にあたり、間違った作り方、使

い方によって受信機やアンテナ設備等が破損しても当

方で責任は持てませんので、あくまで自己責任で製

作・使用してくださるようお願いいたします。 

 

本実験を進めるにあたり、先行試作、使用され、ツイッ

ターでご活躍中の@saita macro さんに情報をいただき

ました。お礼申し上げます。ありがとうございました。 

皆さんの DXingにお役に立てば幸いです。 

以上 

 

◆参考資料  

① 秋月電子 Web ページ デジタルオーディオ

伝送用パルストランス  ＰＥ－６５６１２ＮＬ  

② シエスタ 2011 年 6 月 2 日 「ガルバニック・ア

イソレータの製作と使い方（暫定版）」 

③ シエスタ 2013 年 4 月 29 日 「新型ガルバニッ

ク・アイソレータの製作と使い方」 
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MD の受信音を PC に取り込んで WAV 化する 

 

中川 弘夫 

 

 私は 2000 年に BCL を復

活したが、受信機器を整備

するのと同時に揃えたのが

受信音の記録機器であった。

その昔 BCL ブーム時代の記

録媒体は「カセットテープ」

であった。しかしそれから

20 年が経過したその時点で

は、記録媒体として最適な

ものは「MD」であった。 

 
メディアも小さく頭出しも

容易で、タイトルや録音日

時が記録出来るなど、メリ

ットの多い媒体であった。

しかしながらデメリットと

しては、ATRAC という独自

のフォーマットを使ってい

るため PC 上で加工すると

いう柔軟性に欠けること、

ハードが故障しやすい、使

用時にデジタルノイズを発

する等の欠点もあった。特

に 独自 フォ ーマ ット 故に

PC 上で加工出来ない、汎用

的なソフトで再生出来ない

のは致命的なディスアドバ

ンテージである。 

 しかし私が MD を全く使

わなくなってしまった理由

はそこではなく、「SDR」の

出現であった。元々SDR は

PC に繋いで操作すること

が前提であり、出来るデー

タも PC との親和性が良か

った。SDR の使用開始とと

もにレガシー受信機を使わ

なくなり、それにより MD

も使わなくなったという表

現が正解であろう。そうい

う訳で MD を使用した期間

は、2000 年 11 月から 2008

年末の約 8 年間であった。 

しかし勿論この 8 年間は

復活当初とあって受信活動

は活発だったし、沢山の記

録音源を残している。それ

なのに MD プレーヤーを使

わないと再生も出来ないし、

データを PC で扱えない。

そこで MD 機器がこの世か

ら無くならないうちに、早

くデータ移行作業を終えて

しまおうと思ったのである。 

 

  

調べると MD のデータを

PC に取り込める機種とし

て、SONY の MZ-RH1 があ

ることが分かった。じゃあ

それを中古で買って取り込

めばいいかと思ったら甘か

った。既にレア化しつつあ

るせいかプレミアが付いて

おり、相場を見たら 4～5 万

円するようであった。たか

だか 50 枚ほどの MD デー

タを取り込めば全ては終わ

るのに、そのために掛ける

コストとしては大き過ぎる。

何か手はないだろうか･･･

そこで思いついたのが「レ

ンタル」であった。そう、

本記事でのポイントの一つ

は、この「レンタルで機器

を入手し、安価にその任務

を遂行する」ところにある。

その発想に至ったのは、機

器をオークションで購入出 

SONY MZ-RH1 
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来ないかと調べた時に、同

じページに幾つかのレンタ

ル品が紹介されていたこと

にあった。これならば、コ

ストは数千円まで下がる。

この金額は妥当であろう。

そんな訳でいくつか出品さ

れていた中から評価の高い

出品者を選び、そちらから

レンタルした。レンタル条

件は最⾧ 2 週間、往復送料

込み 2.500 円だった。 

 実際の使用はさほど難し

くはない。MZ-RH1 を専用

の USB ケーブルで PC に接

続するだけである。この時

にデータ取り込みに使用し

たソフトが「X アプリ」

(x-application_s_v6004.exe

)である。ポイントの二つ目

は、「使用する OS として 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Windows7 を使用すること」

である。最初私は通常使用

している Windows10 でや

ろうと思ったのだが、機器

が古く対応するドライバが 

無くて使えなかった。そこ

で慌てて押入れの 7 を取り

出した訳である。ネットに

は 10 でも出来たという事

例も掲載されていたので無

理ではなさそうだが、上手

くいかない方は私のように

7 を使うことをお奨めする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

SONY の X アプリについて

は既に公式には 2017 年に

配布期間が終了していて、

SONY のサイトからは入手

出来ない。しかし少し調べ

れば、入手可能な別なサイ

トを発見出来ると思う。私

はこちらから入手出来た。 

https://web.archive.org/we

b/20171226021413/http://

www.sony.jp:80/support/au

diosoftware/x-appli/downlo

ad/  

※後から気付いたのだがレ

ンタル主はメモリースティ

ックを同梱してくれており、

何のことはないそこに X ア

プリも入っていた。 

 接続し X アプリを立ち上

げると、左側のメニューに

「機器に転送」が表示され 

る。そこで形式として WAV

を 指定 して 開始 する と、

次々データを変換しつつ転

送が開始される。その時に

打ち込んでいた受信局名の 
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データも一緒に転送される

ので、この局はどこ？と悩

まなくて済むのが良い。こ

うして半日掛けて 50 枚（全

部フルに記録されている訳

ではない）のデータを取り

込んで作業は完了し、速や

かに MD プレーヤーも返却。

同じお悩みを抱えている諸

兄は、まだ気力と体力があ

るうちに、早めに着手なさ

ることをお奨めする。 

 なお上記のやり方だと単

にデータが移行出来るだけ

だが、別なアプリを使うと

MD に記録された日時デー

タも保持することも出来る

そうである（お仲間のシエ

スタ師談）。私は機器に日時

設定をせずに使っていたの

でそもそもダメだが、几帳

面に日時データも記録なさ

っていた方は、もう一歩研

究なさってから進めると良

さそうである。 

 

 

 

 

当時のログと対比すると、大よその受信日時が推定出来る。このディスクは 2001 年 4～5 月の受信局

のようだ。南極の R.Nacional Arcangel San Gabriel を始め、今は無き南米、インドネシア、アフリカ

の短波局が並び、何とも懐かしい。 
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ハンターカブと BCL 

  
 

                 板倉  健 

 
 Photo： Ｋｅｎ 

 

■２０２１夏まであとわずか、１つ良いこと

があった。私が住んでいるマンションの地

下にあるバイク置き場に１台空きが出来

た。２年ほど前に、空き状況をマンション

の管理室に確認した所、２人程キャンセ

ル待ちだったので諦めていた。 

以前は所有していたバイクをマンション

近くの駐輪場に止めていたが、いたずら

が酷くて手放した経緯がある。今回はマ

ンションの地下駐車場内であり、防犯カメ

ラも設置されているので、安心である。 

そうなると、夢が膨らむ。 

駐車場が無いか料金が高い駐車場し

かない近場に出掛ける場合、チャリでも

良いのだが、やはりある程度荷物が積め

るバイクは便利だし、ちょいぺや無線運

用はそれなりに機材があるのでバイクの

方が何かと都合が良い。 

それにもう一つ、私は長年キャンプを

楽しんでいるが、ほとんどが車で出かけ

るキャンプが多くて、若い頃はチャリやバ

イクにテントを積んで出かけたものだが、

最近はキャンプも贅沢な装備で出かける

場合が圧倒的に多くなった。 

さらに最近のネットや YouTube で流

行っている、「ソロキャンプ動画」。バイク

が安心して駐輪出来るスペースが手に入

る。（住まい）これはもう、買うしかないで

しょう（笑） 

■私の場合、ラジオのちょいぺ、無線の

移動運用、ソロキャンの３つを考慮すると、

選択するバイクはただ１つ。 

HONDA ハンターカブ（CT125)しかない

でしょうとなる。一応オフロード対応だし、

燃費はとてもいいし、荷物沢山積載でき

るし、カスタム出来る 

部品も沢山出回っているしで、いいこと

づくしだ。早速、家の近所のバイク屋さん

に出掛けるが、そう上手く事は運ばない。

まぁ、ネットで調べていて、ある程度は

知っていたが、最近はどこのバイク（新

車）もコロナ禍の影響で品薄な上に、ハン

ターカブは２０２０年の発売以来、爆発的

な人気車種で、予約申し込みしてから運

が良くて半年待ち（らしい） 

それにバイク屋さんに行った７月中旬

では、HONDA の販売（予約）も受注

STOP 状態であり、現在までの予約で９

月末まで受け付け終了との事。１０月か

らの予約申し込み開始で１月からの店舗

に入荷する１台（それも抽選）の先行予約

のみと言う、なんとまぁ、お楽しみはずっ

と先になりそうだー（苦笑） 
 

色々ネットで調べてみると 
 

■まぁ、譲歩して、昔から発売されている 

HONDA クロスカブ（CT１１０）でもいいん

だけど、取り敢えず、近所のバイク屋さん

に先行予約をお願いして、１０日程連絡

を待っていると、来年の１月、２月、３月に

それぞれ１台づつ先行予約の申し込みを
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１０月から予約する事で電話が来たので、

一応お願いした。 

待っている間に、ネットで色々情報収

集。とある方が、東京の某所のバイク屋

さんで並行輸入車のハンターカブ（タイ仕

様モデル）を割と早く手にいれたらしい記

事が載っていた。並行輸入車を検索して

見ると、福岡とかで数台売っていたが、流

石に遠い。GooBike で近場に絞って、検

索していたら、割と近所の横浜市の港南

台の大きなバイク店で「問い合わせマー

ク」が出ていたので、メールで問い合わせ

してみた所、なんと１台並行輸入車の在

庫があるとのこと。欲しいカラーリング（ブ

ラウン）を問い合わせたら、ビンゴ！ 

ソッコー注文した。 

ハンターカブのタイ仕様モデルと正規

品モデルの違いは、タンデムステップが

付いていない事とマフラーエンブレムが

付いていない事の２点のみ、元々製造工

場は同じ（タイ）なので、問題なし。 

７月某日、在庫がある港南台のバイク

店に足を運ぶ。見た目も問題ないので、

早速購入手続きをするが、ここで問題が

ひとつ発生した。 

跨ってみて認識したが、ハンターカブ

はシート高が高いのである。８０ｃｍある。

背が低い（特に股下が短い）私は、つま

先しか着かないのである。これでは足付

きが悪く乗りにくいし、走行中はまだしも、

停車するときに不安定である。 

早速、AMAZON でカスタムシートをポ

チる。ついでに、ダウンショックアブソー

バー（TAKEGAWA)も購入しておく。 

引き取り当日は、カスタムシートをバッ

クに詰めて、ハンターカブを引き取りに行

く。その場でシートを交換して、車高を２０

ｍｍ下げてから乗って帰ってきたが、イマ

イチ止まった時の足付きが悪い。まぁ、足

つき改善を皮切りに、色々とカスタム化す

る予定なので、のんびりといじって 

行こうと思う。 

 
カスタム開始 

 

■まず最初に行うカスタムは、ダウン

ショックへの交換である。（これで足付き

はかなり改善される）TAKEGAWA 製の２

５ｍｍダウンショックに交換するが、交換

手順は Youtube で沢山予習したので、若

干の不安はあったものの実践してみた。

Youtube でかなりの方が指摘されていた

が、マフラー下のカバーを外すとき、カ

バーの上部の２個のツメが外れにくく、ツ

メを破損したケースが散見されたが、予

習の効果もありすんなりカバーは外せた。 

マフラーを止めている上部のボルトと

ショックを止めているネジは共有のステー

なので、マフラーの上部のボルトを緩め、

マフラー下部のボルトを緩めて外せば

ショックの上部ボルトを外せるのだが、自

在のメガネレンチだけではマフラーが邪

魔で外せない。Youtube ではマフラー全

部外さないと、ショックのボルトが外せな

いと言われていたが、モンキースパナで

ショックのボルトを緩められるので、なん
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とかステー付きボルトを外して、ショックを

抜く事が出来た。 

（結果、マフラーを止めている２本のボル

トを取るだけでマフラーは外さずショック

は交換できた） 

左側のショックはエアーダクトを止めて

いるボルトを外せば OK なので簡単であ

る。 

足付き改善の効果を確かめるべく、少

し走ってみたが、シートとダウンショックで

４５ｍｍ＋体重の重さで５ｍｍ？程度

シート高が改善されたので一応片足はベ

タで付けることが出来るようになったし、

停車時が安定した。。（汗だくになり、今

日はここまで） 
 

カスタム２日目 
 

■まだまだカスタムしたいものは沢山ある。

カスタム２日目、まずは簡単なシートロッ

クを付けた。次はアクセサリー電源（USB)

の装着である。これも Youtube で予習し

てあるので、サクサクとライトを外し中に

あるはずの予備の電源カプラーを探した

けど、見つからない。あれ？取り敢えず

疑問は置いといて、ドラレコを付けるべく

ハンターカブの左側前の２枚のカバーと

バッテリーが入っている真ん中のカバー

をはずす。 

真ん中のカバーの（上から見て）左上

のツメがこれまた外しにくい難所も予習

効果で楽にクリアし、バッテリーカバーも

外して、中を確認。なるほどー。アクセサ

リー電源の取り出し方とか、バッテリー直

接から電源確保するとか、色々作業する

には、部品が足りない。 

（youtube でさらに詳しく確認したら）タ

イ仕様車にはライトケースの中に予備の

電源カプラー付いてないんだって。アクセ

サリー電源の分岐ハーネスも必要だ。取

り敢えずカバーは元に戻して、ライトガー

トとフロントキャリアを装着。 

ここまでの作業で、夏の気温と慣れな

い作業で汗だくで、今日はもう打ち止め

にしよう。（蚊にも刺されたし） 
 

カスタム３日目 
 

■カスタム３日目、今日はまずリアボック

スとサイドバックステーを装着。昨日とん

挫したアクセサリー電源（USB)とドラレコ

の取り付けを始める。 

もうカバーの取り外しは手慣れたもの

で、サクッとはずしてからまず、アクセサ

リー電源分岐（デイトナの D-UNIT）を取り

付けて、D-UNIT の＋端子と－端子にド

ラレコの＋－をはんだ付けしてから、バイ
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クのバッテリー＋－端子にそれぞれねじ

止め。後は、バイクの検査用ハーネスに

購入しておいたキタコ電源取り出しハー

ネス（スーパーカブ C125（JA48))を指し込

むだけなんだけど、ハーネスが合わない。

Youtube で散々確認したんだけどなぁ。 

これもハンターカブのタイ仕様車の違い

なのか？ 

どうするか思案して、ハーネスの＋

とーの端子をラジオペンチで引っ張りだし

てから指し込んで端子が嵌まってるのを

確認してテープでぐるぐる巻きにしてから、

テスターで電圧チェック。一通り配線して、

ドラレコと USB 電源が動作してるのを確

認してから、カバーを装着。 

最後にセンターキャリアを付けて本日

終了。この後、ドラレコの走行確認で小雨

の中、ガソリン補給に GS へ。 

 

■カスタム４日目、ハンドルバーを取り付

け、スマホホルダーを取り付ける。一応こ

れで打ち止めにしよう。CT１２５はカスタ

ム始めるとネットで沢山オシャレな部品が

載っているので、きりが無くなる。と思い

つつ、ツーリングやキャンプペディを考え

て、とサイドスタンドパッド、リア延長キャ

リア、エンジンガード、ドリンクホルダー、

などさらに買ってしまった。もうやめよ。 

■結局、カスタム病が止まらず、シフトイ

ンジケーター、フォグランプ等、とことんカ

スタム化してしまいました。 

さて、カスタムも終わったことだし、キャ

ンプペディを実行しよう。目的地はもう決

まっている。取り敢えずいつもチョイペで

行っている山北のキャンプ場へ。 

 

      久しぶりのバイクで 

 

ハンターカブは１２５ｃｃなので、高速道路

は走行出来ないので、一般道をとことこと

走っていく。これはこれで結構楽しい。普

段は何かと時間優先で行動しているが、

ゆっくりと走る楽しさもいいものである。 
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車で行く倍の時間をかけて、いつもの
キャンプ場へ現着する。 

このキャンプ場は近年に廃校になった
中学校を利用したキャンプ場で、メインの

キャンプサイトは大きなグランドである。 
グランドの南側は畑と森や林であり民家
はないので、ノイズは少ない。今回は校
舎の裏側の小さなサイトを選択した。 
  

■まずは、一人用テントと小さいタープ２

枚で雨除け・風よけのスペースを作り、焚

火台とチェアを組み立てる。今回はキャ

ンプ好きの部下がバイクでこの後合流す

ることになっているので、しばし、ビール

を片手に４３０MHｚで遊ぶ。無線機はハン

ディの FT－３D を使用する。南東方面が

開けていたので、房総方面とはクリアに

繋がった。 

 

■部下が合流したので、早速ビールで乾

杯し、焚火を始める。ソロで楽しむキャン

プも勿論いいのだが、少人数で焚火を囲

みながら、酒を呑むキャンプも実に楽しい。 

部下はバイクでのキャンプは慣れてい

るので、装備も無駄がない。比べると自

分のキャンプ装備の無駄さが良くわかる。

ハンターカブは荷台が広くて沢山の荷物

が積めるのが最大の利点であるが、もっ

と洗練させないとやはり美しくない。BCL

機材はそれなりに嵩張りはするが、次回

「チョイペに出掛ける時は、もっとキャンプ

用品をスリム化」しようと思う。 

 

■いつもの ICF-SW7600GR+AN200 は持

参し、BGM として SBC は流していたが、

やはりソロで無い時は、あまりラジオをい

じる時間がない。まぁ、今回は部下との

会話を楽しむことにしよう。 

 

はなぶさ氏 FLAG を積んで 

 

■はなぶさ氏コピーFLAG が完成したの

でいつものキャンプ場へちょいぺに出掛

ける。４ｍのワイヤー２本、終端抵抗、

FLG100LN、CMC の構成なのでその他の

機材と一緒にディバックへ収納。梅雨入

りして雨も予想されるので、グランドシー

トは大きめのやつ、アルミマット、インナー

マット、シュラフ。1 人用テントとタープ、小

さいイス、テーブル、最小限のキッチン
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グッズ。ランタン、焚火台。タープ用ポー

ル（アンテナ兼用）、今回の装備はこれで

いいだろう。 

今回はテントと合体させたタープのメイ

ンポールと東南東 135 度と逆の方向にに

２．５ｍ離したところにポールを立てて、

FLAG アンテナを張って、タープの下で小

テーブルと小イスを広げてチョイペを楽し

むつもり。横に小さな焚火台、テーブル代

わりの BOX を置いて設置完了。 

 

■今回のキャンプペディは日曜日なので

余計な仕事はない。時間は午後３時、今

回は薪ストーブもなしなので、焚火台に

時々薪を置くだけである。ペディに集中し

て FLAG アンテナを楽しもう。ソロなので

酒の肴や食事もミニマムにして、今回は

BCL をメインで行ってみよう。普通チョイ

ペに出掛けるＤＸｅｒ諸氏はあまりお酒は

飲まないんだろう？けど、私はチョイペ＋

ソロキャンなので、呑む。飲みながら、ラ

ジオを聴いてＢＣＬする時間が至福なの

である。 

最初は２本のポールの間をアンテナワ

イヤーのみでテンションかけてたら、終端

抵抗 BOX のジョンソン端子に繋いだワイ

ヤーの圧着端子の半田が取れた！ロー

プでポール間のテンションを確保してから

ワイヤーをかけなおす。タープは３ｍｘ３

ｍなので、コンパクトに「はなぶさ氏

FLAG（まね）」が張れたので一人悦に入

る。取り敢えず汗をかいたので、ビール

にしよう。 

 

 
 

致命的なミステイク 

 

■ビールを飲みながら、原稿用に写メを

何枚か撮る。機材の配線繋いでいたら、

な、なんと PERSEUS の電源コード忘れ

たのに気が付いた。ど、どうしよう。こうい

う時に限って、チョイペ用の電子工作セッ

トもない。せめていつも持参している

ICF-SW7600GR も今日は拙宅に置いて

きた。「チョイペに出掛ける時は、もっと

キャンプ用品をスリム化」の考えが仇に

なってしまった。BCL 機材もスリム化しす

ぎた。今回は FLAG アンテナチョイペ＆
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キャンプではなく、単なる撮影会で終わっ

てしまいそうである。 

残念ながら、FLAG アンテナでの８６４ｋ

Hz がどう聴こえたのかを、ここで報告す

るのが出来なくなってしまったが、またど

こかで機会があれば記事にしたいと思い

ます。気を取り直して、FT-3D で暫く遊び

ながら、この原稿の仕上げを書いている。     

６月も中旬のこの時期、今日はこの時間

拙宅ある戸塚やキャンプ場近くの小田原

方面は雷雨の真っ盛りだそうだ。その影

響もあってか陽ざしが出ているが、風が

少しひんやりしてきた。時刻は午後４時

半。暑いので、半袖ハーフパンツで虫よ

けスプレーで対策してたが、汗かいて

ビール飲んで原稿書きしていたら２か所

刺された。取り敢えずジャージに着替え

て、少し早いが焚火を始めて、テーブル

の下に蚊取り線香を置く。 

焚火すると暑い。煙い。トイレついでに、

キャンプ場（校庭）を散策。北側には廃校

舎がある（トイレもある）校舎の先は深い

森がある。人家は無いと思われる。東側

には体育館。東側は畑とちらほらと人家

があるが高台なので、山北市街が一望で

きる。南側はキャンプ場に沿って細い道

路がありその向こうは一部畑と深い森に

なっている。人家は無いが惜しむらくは道

路に沿って電灯線が入っている。電灯線

は西側２００ｍほどが最後でそこにキャン

プ場に入る門と門に沿って獣用電気柵が

伸びている（南方向）。最後に西側はただ

深い森がある。そんな環境なので、ノイズ

は少ないと思う。西側は少し行くと「県立

２１世紀の森」という広大な散策スポット

があります。 

 

■５時の村内アナウンス（やたら音量がデ

カい）近くの○○沢に昨日クマが出たって

言ってます。そういえば、管理人さんも

さっき昨日クマが出たので、注意してくだ

さいねーって言ってましたなぁ。何をどう

注意したらいいのかな？焚火してれば

寄ってこないらしいので、今夜はガンガン

焚きますか。本日は私の他にもう１名バ

イクのソロな方がいるだけ。管理人さん

はさっさと帰宅したし、ちょっとラジオの音

量上げてもいいよね？うう、PERSEUS が

使えないのが悔やまれる。FT-3D で FM

横浜を BGM にしながら、焚火と缶酎ハイ

で酒盛りしよう。焚火の煙は直はきつい

けど、適度に入ってくる分には虫よけにな

るので助かる。それでもどうしようもない

時は、イスをずらすか、焚火台もずらせる

ように下に防火シートを敷いている。今回

は普通のソロキャンプを楽しむとしよう。 
 

■原稿締め切り（ＰＲＯＰＡＧＡＴＩＯＮ）まで
に、FLAG アンテナをここのキャンプ場で
リベンジしたいとこだが、ワンチャンある
かなぁ。思い通りにアンテナ張れたので
よしとして、楽しみはまた次回に取ってお
こうと思う。            ＜おわり
＞ 
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シャック訪問～尾原栄さんのシャック（新潟県上越市） 

 

中川 弘夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 TDXC Convention2021

のオークションでお買い上

げ頂いたループアンテナを

届けるべく、新潟県上越市

にある尾原栄さん宅を訪問

したのは 8 月某日。私の家

内の実家が同県十日町市で

あり、帰省してもすること

のない私は、お仲間のシャ

ック訪問を楽しみにしよう

と考えたのである。ワクチ

ン接種も終えたのでお邪魔

しても良いですか？とご相

談したところ、快諾頂くこ

とが出来た。十日町からは

車で約 90 分。地図上では隣

の市になるとは言え近い訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ではない。おまけにこの日

は激しい雨だったが、他に

することもなかったので予

定通り敢行した。退屈して

いる家族も観光がてらつい

てきた。 

 尾原氏のご自宅は旧高田

市、高田城址近くの閑静な

地区にある。住所を聞いて

ナビで間近まで到達し、そ

こで家族と別れ徒歩でアプ

ローチする。Convention の

際に尾原さんにはご自宅か

らリモートで出演頂いたが、

その時の無線アンテナのタ

ワー写真も拝見していたの

で、それを発見してすぐに

分かった。お昼に着いて、

その足でまずは一緒に食事

に行く。実はお邪魔する少

し前に偶然「三宅裕司のふ

るさと探訪」というテレビ

番組で上越市が取り上げら

れているのを見たが、そこ

で出てきたてんぷら屋「若

杉」について伺うと、すぐ

近所とのことだったので、

是非連れて行って下さいと

お願いしていたのである。

そこで天丼を賞味しながら、

まずは久々にお会い出来た

ことを喜びながら互いに近

況報告。 

 
 

 さて食事を終えると早速

シャックにご案内頂く。広

い部屋に何度か Zoom では

拝見した光景が広がる。い

つもは一定の角度からそし

て一部分しか見えないのだ

が、今回は全体像が把握出

来て、ああこういうレイア 

上越の名店「若杉」 

目印になるタワーを中心に左：シャック棟、右：アンテナ棟     

タワーの上半分は先回の米国駐在を機に撤去 
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ウトになっていたのねとい

うのが分かって納得。 

 アマチュア無線も熱心に

やっておられる氏だけに、

シャックは BCL 系に偏らな

い。いや、むしろベテラン

の BCL に見られがちなレガ

シーの通信型受信機は見当

たらない。通信型は全てア

マチュア無線のトランシー

バーだ。BCL 系のリグはラ

ジ オ で は 昔 懐 か し い

ICF-5800 に周波数カウン

タが接続されたもの、そし

て SDR では PERSEUS であ

る。それと～この辺りから

尾原さんらしさが見えてく

るのだが～ここのところ凝

っていると言うポータブル

SDR「マラカイト」が 1 台

置かれていた。※この時点

では 1 台だが、実はマラカ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イトはその後増殖し、アッ

プ グレ ード され た複 数台

（笑）が設置されることに

なる。 

 
ICF-5800 と周波数カウンター 

 

それよりも目に付くのは、

5800 搭載の周波数カウンタ

もそうだが、数々の手製の

アクセサリ類である。マル

チノッチフィルタ、ノイズ

キャンセラー、ΔLOOP-X

のコントローラー、自作の

DSP ラジオ等々･･･以前か

ら存じ上げてはいたが、モ

ノ作りがお好きな方である

ことが改めて分かった。幾

つかのラックが置かれてい

たが、そこにはパーツ屋の

ように沢山の電子部品が格

納 され てい た。 工具 類も

色々お持ちのようだったが、

卓上ボール盤まで所有され

ていたのには驚いた。私は

せいぜいハンドドリルまで

だ。 

 
 

シャックのメインテーブル。自作品を交えた個性的なアイテムが並ぶ 

（上）パーツが格納されたラック 

（左）ノイズキャンセラーとマル

チノッチ。いずれも自作品。 
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ボール盤まであった 

 さてこちらの部屋はあく

までもシャックであり、こ

こから外に向けてフィーダ

ーが引かれアンテナに接続

される。面白いのはアンテ

ナ部屋がまた別途、これは

離れの棟にあるのである。

上越市は全国でも屈指の豪

雪地帯であるので、その雪

害を避けるため、受信に使

うループアンテナが屋内に

設置されていたのである。

この辺りはスペースに余裕

のない首都圏では、なかな

か出来ない芸当である。私

のループもいつしかここに

もう 1 つとして設置して頂

けるだろうか。 

件の立派なタワーにはか

つて無線用のクワッドが設

置されていたそうだが、今

ではダイポールの支柱と化

している。やはり豪雪地帯

だけに、メンテナンスが大

変なのだろう。そんな訳で

シャックからアンテナまで

全体をお見せ頂いて、訪問

を十分満喫したところでお

暇する。 

これまでも何人かのお仲

間のシャックにお邪魔した

が、やはりシャックはその

DXer の思想を端的に表現

しており面白い。今回も尾

原さんらしさを改めて確認

した、そんなシャック訪問

であった。 

 
屋内に設置された沢山のループアンテナ。雪国ならではの工夫かも知れない 

106



 

 

 

 

 

 

 

 

日曜の夜、Twitterにラジオの写真と共にリスナ

ーの呟きが大量に流れ出します。共通キーワードは

KTWR。グアムから放送されている宗教局です。 

 

アイドルの出演や豪華なプレゼントがあるわけ

でもない、不安定な短波放送による小さな番組が何

故多くのリスナーに愛されるのか？筆者が惹かれ

るポイントを整理してみました。 

 

■ リスナーに寄り添った構成 
 

「ラジオ・無線愛好家の皆さ～ん！」のフレーズ

から始まるこの番組はリスナーからのメール紹介

がメイン。リスナー諸氏の身近な話題が次々と紹介

されます。紹介する時は本名以外にもラジオネーム

や無線のコールサインなど多種多様。聞いているだ

けで BCL 仲間とのつながりを感じさせてくれる構

成が嬉しいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 男女二人の絶妙なトーク 
 

番組担当は、ちゃっきーさんと谷さん。飾らない

しゃべり口と、どちらか一方が話し手になることも

なく互いに会話をキャッチボールする進行が心地

いいです。またお二人とも大の音楽好き。お気に入 

 

 

 

 

 

 

 

 

りの曲の傾向は 50 代半ばの筆者にとってはドスト

ライクなものが多いです。 

 

■ 週一回 30分と丁度良い長さ 
 

 長時間の番組を毎日聞くのは結構大変ですが、

KTWRの場合は週一回日曜日の夜 21:15～21:45の 30

分間とコンパクトなので生活が振り回されること

もなく聞きやすいのが有難いです。 

 

■ 働き方改革を地で行く潔さ 
 

番組担当者の繁忙期や盆暮れ正月などの長期休

暇の季節では、番組の再放送や人工音声「チャッキ

ー子」「谷夫」の二人が懐かしの音楽や他局のイン

ターバルシグナルの受信音を流し続けるなど普通

の局では見られない「手抜き」いやいや「働き方改

革」を積極的に行っています。また受信報告対象番

組の回を少なくすることでベリカードの発行業務

を省力化しているのもナイスアイディアだと思い

ます。 

 

■ 改編期でのドキドキ感 
 

 毎年、春と秋の改編期が近づくと「番組の継続は

未定です。」「近日中に開かれる運営会社の方針会議

で継続の方向性が決定されます。」などリスナーの

不安を煽るアナウンスが流れます。その季節では番

組開始時間が近づくと「いつも通り番組は始まるの

か？」と Twitterがざわつき始め、ISが流れ始める

とホッとしたツイートで溢れます。いつ終わるかわ

からないドキドキ感が何ともたまりません。 

 

■ SNSの宣伝活動を奨励 
 

 番組が始まると盛り上がる Twitter などの SNS。

はまっこラヂヲ通信 

お気楽ラヂヲエッセイ 

 

KTWRは何故こんなに愛されるのか？ 
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制作サイドも SNS の内容をチェックして番組の反

響などを分析しているようですが、新規リスナー獲

得の高い効果を評価しており、SNSによる広告・宣

伝活動への感謝のコメントが流れることも。我々リ

スナーは勝手に盛り上がっているだけなのですが

やはり嬉しいですよね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ リスナーにとって馴染みの喫茶店 
 

 放送時間中に Twitter を覗くと多くの仲間が番

組ネタで盛り上がっています。国内中波などでは見

慣れた光景ですが、BCLに馴染みの短波放送ではな

かなかお目にかかれません。「毎週その時間に顔を

出せば必ず仲間がいる！」。KTWRという BGMを聞き

ながら気の合う仲間とのんびりコーヒーを飲み、気

ままに語り合う行きつけの喫茶店のような場なの

かもしれません。 

 

■ 宗教局の新しい形 
 

BCLブームの頃、多くの宗教放送局がありました

がその多くが「有難い話を聞かせてあげる」といっ

た押し付け感が強かった印象があります。現在の

KTWR は宗教色を抑えつつも日曜日の夜「明日から

仕事」と憂鬱な気分「サザエさん症候群」のリスナ

ーへの励ましのクロージングが流れます。これによ

って頑張れているリスナーは少なくないと思いま

す。押し付けではなく知らず知らずのうちにリスナ

ーを救っている番組構成。これは宗教局の新しい形

なのかもしれません。 

 

■ BCLに愛される黄金フォーマット 
 

今回は KTWR が何故こんなにリスナーに愛される

のかを筆者なりに整理してみました。あぶり出され

た様々なポイントは子供の頃の BCL ブームで聞い

た日本語放送には当てはまらないことが多いとい

うのが興味深いです。 

SNSでの盛り上がりといえばラジオタイランド日

本語放送もその一つです。毎日の放送とはいえ、15

分と極めて短く、いつ廃止になるかわからないドキ

ドキ感などは KTWR に通じるものがあります。そう

いう意味で KTWR のスタイルはリスナーに愛される

黄金フォーマットなのかもしれません。皆さんも一

度聞いてみませんか？ 

（は） 

 

KTWRフレンドシップラジオ 

21:15～21:45 9380kHz 

https://friendshipradio.net/ktwr.htm 
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想い出のベリカード 

309kHz 剣崎無線方位

信号所 (TG) 

        hoyaboya 2015 

 

 

私も何枚か、ベリカードを所有していますが、そ

の中から想い出深かった一枚を、ご紹介します。

今回は、３０９kHz で送信されていた剣崎無線

方位信号所の受信確認証です。この無線方位

信号所は、神奈川県、三浦半島の剣崎灯台の

近くに送信所があり、空中戦電力 75W で、２４

時間送信されていました。送信所は、自宅から

も程良い距離にあり、当時は、強力に受信でき

ました。当地では、信号の強度が、あまりにも強

かった為、混変調を引き起こしていた事を思い

出します。その、剣崎無線方位信号所が廃止さ

れることになり、急いで受信報告書を横須賀海

上航行援助センターに送付したところ、はがき

の裏面にプリンターで印刷された、受信証が届

きました。届いた時は、感銘深かった思い出が

残っています。 

 

この無線方位信号所に纏わる話をもう一つ。過

去に友人と三浦半島で何回かペディションをし

たことがありますが、この無線方位信号所の直

下でも実施した事があります。当時は、友人の

車に同席し、ロングワイヤーで聴いておりました

が、この場所では、妙にノイズぽい印象だった

事を思い出します。当時は、剣崎無線方位信

号所の存在さえ、知らなかったので、このノイズ

が信号所の信号の混変調だったのかと、今か

ら思い出すと、苦笑いが出ます。(笑) 

その無線方位信号所もいつしか廃止されまし

たが、現在も送信タワーは現存しており、剣崎

灯台の近くで、見る事ができます。三浦半島に

お越しの際は、剣崎灯台迄、足を運ぶのも如

何でしょうか。 

 

 

 

     剣崎無線方位信号所の確認証 
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最近一般読者向けの雑誌でラジオ特集を目にす

ることが多くなりました。魅力的な番組作りやコロ

ナ禍、radiko 普及なども相まって若いラジオリス

ナーが増えているようです。それでは皆さんの周り

で新しい BCL 仲間って居ますか？筆者が見渡して

も TDXCやロールコール、SNSでは「最近、始めたば

かりです！」といった方は殆ど見かけません。 

 

■一般の人に趣味の楽しさを伝えられているか？ 

 

同じ電波の趣味であるアマチュア無線では新し

い仲間の増加現象が見られます。特に SNSを得意と

する若い世代の増加が目立っています。筆者はその

理由を「他の趣味との融和性の高さ」だと考えます。

下の図は無線・BCLにおける他の趣味との相関関係

を纏めたものです。アマチュア無線の場合、カード

制作や移動運用を通して他の趣味との融和性が高

く、SNSを通して一般の人にその楽しさが伝わり易

い特徴があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BCL の場合は SNS こそ活用されてはいますが、

あくまで BCL仲間の「受信情報共有」であり、他

の趣味との融和性が低いため一般の人にその楽し

さや魅力を伝える流れが不十分なのが実情です。 

 

■必要なのはラジオリスナーの接点作り 

 

 冒頭でも述べた通り一般の新規ラジオリスナー

数は増加傾向にあります。彼らに BCL の楽しさを

伝えることが出来れば必ず琴線に触れる人が出て

くると思います。まずは彼らの目や耳に届く「接

点」を作り知ってもらう必要があります。下の図

の右端に記載したのは一例ですが、やり方は無数

にあると思います。受信ネタやベリカードネタを

番組へメールするのも良いでしょう。 

 BCL の仲間づくりはアマ無線以上に努力が必要

ですが、難しく考えず自分の得意とする分野から

少しずつ始めてみませんか。BCL はすばらしい趣

味なのですから皆で次世代に繋げていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はまっこラヂヲ通信 

 

今日からあなたも伝道師 

 

ベリカード自慢で BCL仲間づくり？ 
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第 7 回「大橋 太郎氏」 

                                中川 弘夫 

 

 

【BCL ブームの仕掛人】 

 現役 BCL の多くは 70年代の BCL ブームを

経験した世代が中心であり、その多くは「ラ

ジオの製作」や「BCL マニュアル」、そしてそ

れらを主筆した「山田耕嗣氏」の影響を大き

く受けたと思われる。しかしながら前面に出

た山田氏の陰で編集者という立場でこのブ

ームを牽引し、実はその人こそがブームに大

きな影響を及ぼしてきたということをご存

じの方はあまり多くないのではないだろう

か。実際「ラ製」にも「BCL マニュアル」に

も「大橋太郎」氏の名前は出ていない（※1）。

しかしながら今回のインタビューを通して、

実はその大橋氏こそが「ラ製」「BCL マニュ

アル」やそれらを取り巻く業界関係者を動か

し、ブームを主導したキーパーソンの一人で

あったことを改めて認識するに至った。そこ

で今回はご自身が BCL/DXer というよりは、

大橋太郎氏近影。 

こどもパソコン 

〝IchigoJam〟を通じて小

中学生にプログラミング

を指導している〝PCN〟

のメンバーたちと。 
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BCL/DXer を側面支援してこの趣味を面白く

してくれたという意味で、大橋氏を OMとし

てフィーチャーしてみたい。 

 

【自由学園での少年時代】 

 大橋氏は 1948 年に東京・白金に生まれる。

幼児期の大橋氏は落ち着きのない子供だっ

たと言う。それ故にご両親はのびのび育てよ

うと考えたのか、近隣の公立校ではなく「自

由学園」という私立校に進ませることになっ

た。自由学園は多くの個性的で著名な人材～

アーティスト/実業家/学者～を輩出した学

校として有名である。この選択は大橋氏にと

って大正解だったと思うのだが、この文字通

り自由な環境の中で、豊かな才能を発現させ

ることになる。具体的にはアマチュア無線の

世界である。ラジオのことに詳しい上級生の

影響を受けてアマチュア無線を志し、7歳の

頃から秋葉原通いを始めた。中学生で免許を

取り、自身で無線機を作り、学校の寮に無線

室を作り大アンテナを設置した。「6JS6 を使

って大出力で運用し、毎日テキサスのリタイ

アした OM氏と交信していました。そんなこ

ともあり私のコールサイン JA1NZH は随分名

が売れていました」。そんな訳で大橋氏は、

若くしてアマチュア無線界の“有名局”とな

っていたのである。 

 

【電波新聞社入社】 

 そんな氏が大学を卒業する段になって就

職試験を受けたのが「電波新聞社」であった。

広報学を専攻していたことから新聞記者を

志向していたこともあり、国際部長と出版部

長の両方が欲しがって入社と相成った。入社

 

 

は 1971 年である。早速、同社のラジオの製

作編集部に配属され、更には同年 8 月から新

たに発刊された「Ham ライフ」誌も担当する

ことになった。この「Ham ライフ」で組んだ

相手が、のちにラ製では CB の分野で高名を

馳せることになる皆川隆行氏で、大橋氏は既

にジャーナリストとして実績を持ち、また大

変個性的だった同氏の影響を強く受けるこ

とになった。 

 

 

 残念ながら「Ham ライフ」誌は 75 年 6 月

号で休刊となり、大橋氏はその後はラ製に戻

電波新聞社本社（東京・五反田） 

編集長として活躍した「ラジオの製作」 
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る。皆川氏と同時に担当したライターが BCL

の山田氏であった。ご存じの通り山田氏も皆

川氏に負けず劣らず個性的な人物であり、

「この二人を扱えるのは太郎ちゃん（大橋氏）

しかいないと「猛獣使い」をさせられた訳で

す（笑）」。 

 

 

 

 大橋氏にとって忘れられない思い出は、山

田氏を担当して間もなく勝手に原稿を書き

換えて、山田氏に叱られたことである。それ

は大阪に向かう混んだ新幹線で、二人立った

まま話していた時のことだった。アマチュア

無線の世界で名の売れた大橋氏の目には、山

田氏の書く記事の内容は幼稚で曖昧に映っ

たのだ。「その時言われたのは『君は誰を対

象に記事を書いているのか？』と聞かれ『読

者です』『読者とは一体何歳くらいを想定し

ているのか？私は小学 5 年生でも理解出来

る記事を目指している。君のは単なる知識の

ひけらかし、自慢じゃないか』と叱られてハ

ッとしました」。そしてその叱責こそが、大

橋氏のある意味原点になった。ラ製の編集長

として BCL 分野のみならず、全ての分野につ

いて初心者にフォーカスしたのである。実際

この方針転換により、ラ製は部数が 2万部か

らなんと 8 万部と飛躍的に躍進することに

なるのである。 

 

 

 

【BCL ブームを演出】 

 大橋氏はラ製編集長として BCL を雑誌の

看板に掲げて子供たちに広めていくに際し

て、様々な問題点があることに気が付いた。

それらは例えば「BCL に関する体系的な知識

を学ぶ教材がない」ことであり、「受信機の

性能が低い（周波数が直読出来ない）」こと

であり、「簡単に設置できるアンテナがない」

ことであり、「海外にレポートを出したくて

も、どんな封筒や便箋を使えば良いかわから

ない」ことなどであった。現在も存在するが、

電波新聞社のある五反田の駅前には、大橋氏

らの行きつけであった居酒屋「蔵や」があっ

た。ここに大橋氏、山田氏らは「毎晩のよう

に通い、『夜の編集会議』をやりました。こ

の会議から沢山アイデアが生まれ、そして現

実のものとなっていったんです」。ここに集

まったのはラ製の編集者・ライターのみなら

ず、メーカーの技術者、販売店関係者、グッ

ズベンダー等の関係者であった。業界関係者

は会社から課せられるノルマをこなすため

にどうすれば良いのか、ヒントを求めてこの

山田耕嗣氏、インドネシアの声ハルヤティー

氏にはさまれた、若き日の大橋氏 

ラジオオーストラリア、ダグ課長を囲んだ 

イベント。右奥に皆川氏の姿が見える 
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場に集ったのだ。 

 

 

 

それによる成果物はズバリ「BCL マニュア

ル」であり、「周波数直読の BCL ラジオ」で

あり、「ナゾのトライアングルアンテナやク

リエイトデザイン CV230」であり、「アドカ

ラーの受信報告用便箋や封筒」であった。例

えば「BCL マニュアル」は 1975 年 12 月の発

行だが、外国語の分からない少年 BCL のため

に IS集～それもコストを切り詰めるために

ソノシートを付ける～という形でアシスト

した。 

 

私がその昔買ったスカイセンサー5900～

夢の周波数直読機～も元々は夢の世界だっ

たのだが、山田氏や大橋氏の熱い想いと、次

の商品を模索するメーカー関係者の思惑が

一致したと言って良いであろう。当時の BCL

少年達は知る由もなかったが、この「夜の編

集会議」は彼らの BCL ライフを豊かにするの

に大いに寄与していたのである。私も時は移

れど現存するその店「蔵や」を一人訪れ、先

人の息吹だけでも感じたいと実行に移した

が、ここについては原稿締切直前に思いがけ

ない展開が実現したので、「エピローグ」で

追記したい。 

 

【ラ製後】 

 大橋氏はその後社命により、自ら新創刊し

た雑誌「マイコン BASIC マガジン」編集部に

移る。そこでは出版社でありながら、ゲーム

ソフトの開発や販売も手掛けている。その後

には DOS/V 機の製作雑誌やミュージックシ

ンセサイザーの雑誌、そして電波新聞本紙の

記者も経験し、近年では「電子工作マガジン」

の編集に携わっている。いずれもラ製の時と

同じく、「初心者に優しく、裾野を広げる」

ことに留意して成功に導いている。そうして

2018 年のハムフェアで行った講演をきっか

けに、「令和版 BCLマニュアル」構想が一気

に盛り上がり、自身がその編集に携わること

になった。また BCLのみならず青少年の自然

科学に対するリテラシー向上のために、工作

会や講習会の講師を引き受けるなど全国を

行脚している。 

 

 

夜の編集会議が行われた居酒屋「蔵や」 

今なお五反田に現存する 
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【今後へのメッセージ】 

 さてこのインタビューはコロナ禍を鑑み

てオンラインで実施した。日程が決まったの

は実施の 2日前だったが、例の如くこの貴重

な機会を皆さんとも共有したいと大橋氏の

許可を得て同席者を募ったところ、私以外に

8 名の参加があり驚いた。皆「ラ製」なりそ

の仕掛人であった「大橋氏」についての関心

が非常に大きかったと思われる。伺ったお話

を整理するために、後日参加者の一人であっ

たシエスタ氏とインタビューについて話し

合った。一致した意見は「大橋氏は単に雑誌

の編集者であったのみならず、非常に優秀な

『ビジネスプロデューサー』でもあった」と

いうことである。大橋氏は前述の通り山田氏

と皆川氏という大変個性的なライターを担

当するが、「ライバル意識を持たせながら、

いかに子供たちの人気を取るかということ

を競って頂きご苦労をお掛けしました」と言

う。そのことにより前述の通り、ラ製は飛躍

的な発展を遂げた。その手法は家電メーカー

を競わせて、直読→そしてデジタル表示のラ

ジオを世に出させたこと等にも派生してい

る。 

 インタビューの最後に大橋氏に、我々が今

後志向すべき方向性、指針についてのアドバ

イスを請うと、「次世代の育成ではないでし

ょうか」という答えが返ってきた。「ラ製は

初心者にフォーカスすることによって裾野

が広がった。その広がった人口から、優れた

技術者や放送関係者など傑出した人物が何

人も生まれた。このことで当該分野のみなら

ず、関連する分野も活性化されるのではない

でしょうか」。その思想は実際大橋氏自身が

推進している、「初めてのパソコンを親子で

作ろう」というプロジェクトにも表れている。

「マイクロソフトやインテルにも協賛を求

めて、少しでも安い金額でパソコンが作れる

よう動いています。自分が作ったパソコンで、

IT の世界に入ってきて欲しいんです」と語

る。これはまさに氏が BCL を広めた時と同じ

思考である。我々にも自分たちが楽しいだけ

でなく、その楽しみを下の世代にも伝える努

力をしてみてはとメッセージを頂いた訳で

ある。 

「ラジオ」がメジャーなメディアであり海

外短波放送も沢山あった頃とは全く環境が

違う中で、難しい課題ではある。がしかし、

そう言えば 3 年前に「若手世代を巻き込も

う」と茅ヶ崎で子供の世代の二人と我々とで

合同簡易 DX ペディションをやったことがあ

った。あれも一つの形ではないだろうか。世

代を超えて楽しみを伝えられれば層が広が

り、また新たな楽しみが広がるかも知れない。

追求すべき一つの方向性として模索してい

こう。 

※１：但し「多田太郎」名での記事は残って

いる。原稿料タダと大親友の多田氏の名を合

成したもの。

  
オンラインで実施されたインタビューの様

子。2 日前に声掛けしたにも関わらず 9 名

が参加することになり、ラ製世代の関心の

高さが伺われた。 
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【エピローグ】 

さて上述した通り、本稿の締めは「夜の

編集会議」が行われたという居酒屋「蔵や」

を訪ね当時の息吹を感じ、その感動を書き

留めるところにあった。そのため大橋氏イ

ンタビューを終えた直後から何度か訪問

を試みた。ところがどういう訳か、いつも

店は開いていなかった。まん延防止措置の

影響で閉まっているのかと思ったが、周辺

の店は開いているのでそうではなさそう

である。マスターと懇意な大橋氏にお尋ね

したところ、マスターの個人的な事情で休

業しているとのことであった。GW明けくら

いからは再開するのでは？ともおっしゃ

っていたので、改めて訪問してみたが、や

はり閉まったままである。PROPAGATION の

原稿締め切りは 6月末であり、ちょっと間

に合わないかもしれない。そこで今一度大

橋氏に再開についてご存じないかメール

したところ、やはり状況が変わらず店を開

けられないようである。これは蔵やのこと

を書くのは無理かなぁと思い始めていた。 

 ところがその返信の中で、思いがけない

話を頂戴した。「蔵や以外にも夜の編集会

議を行っていた店はあり、当時の雰囲気そ

のままに営業しています。そこに行ってみ

ては？ご一緒しても良いですよ」。何と、こ

れは千載一遇のチャンスだ！訪問の趣旨

は当時の残り香を味わうことであり、確か

に蔵やでなくても構わない。しかも大橋氏

が付き合って下さるというのだ。私如きの

ためにお付き合い頂くのも勿体ない話だ

とは思ったが、当時を追体験するにこれ以

上のシチュエーションはなく、厚かましく

もお願いすることにした。 

 仕事の関係で約束の時刻を少し回って

しまったが五反田「鳥茂」に到着すると、

大橋氏はカウンターの一番奥に席を取っ

て待っていて下さった。２階もあるが、１

階部分はカウンターだけで 10 席ほどの狭

い店である。しかし当時のたたずまいを残

すとおっしゃるだけあって、年輪を感じる

味わいのある店内だった。「ここに皆座っ

て…あ、席のない若手は立たされて（笑）。

ソニーも松下も来て、皆でどうすれば BCL

はもっと面白くなるか意見を戦わせたん

ですよ」。そう、今私が座っている席に山田

耕嗣氏が座っていたかもしれないし、隣に

大橋氏が座り、またメーカーの人も座って

いたのだろう。今から 50 年近く前に、夢

のある「夜の編集会議」が開催されていた

のである。スカイセンサー5900 の 10/2kHz

直読のアイデアも、ここでの論議から生ま

れたのかも知れない。生ビールと同店の人

気商品であるというピーマンの肉詰め、そ

してもつ煮に舌鼓を打ちながら、目を閉じ

て当時の残像を思い描いて心地良い酔い

に浸った。 

 

 
五反田「鳥茂」店内の様子。 

50 年近く前の趣をそのまま残す。 
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 せっかく大橋氏に会えるのだからと1冊

だけ持参したラ製を鞄から取り出すと、大

橋氏の顔がパーッと輝き出したのが分か

った。私と一緒にページをめくりながら、

当時の思い出を色々と話して下さった。

「○○先生はお大変世話になったが、まだ

ご存命だろうか？･･･『多田太郎』は私の書

いた記事ですよ･･･表紙の写真がどこかっ

て？それは目次のページに書いてありま

すよ･･･我ながら凄いパワーだなぁ、300 ペ

ージもある雑誌を毎月作っていたのか！

…」。そして驚いたことには回想に留まら

ず～ここが大橋氏の凄いところだと思う

のだが～次に何を仕掛けようか考えてメ

モし始めたのだ。メモには既に沢山のアイ

デアが記されていたが、頭に浮かんだ瞬間

に忘れぬよう書き留めているとのことで

あった。私よりも 10 幾つか先輩の氏が、

これから何を仕掛けようかと模索するの

である。現役感覚満載だし、未だに好奇心

の塊なのだろう。だから氏は手掛けた沢山

のビジネスにことごとく成功を収められ

たのだろうと、私なりにその秘訣について

得心した次第である。 

 そんな感じであっという間に時は過ぎ

て、お開きの時間になった。大橋氏はとて

もフレンドリーで、私のお願いしたいこと

を先回りして記念写真を撮って下さった。

更にはわざわざ蔵やの前まで移動して、客

引きのお兄さんに頼んで一緒の写真に収

まって下さった。最後は五反田駅で握手を

して頂いて別れたが、一連のサービス精神

に大感激だった。 

「待てば海路の日和あり」～蔵やには行け

なかったが、最後の最後にこうして大橋氏

とリアルにお目に掛かってその素敵なキ

ャラクターに接し、また夜の編集会議を本

当に追体験出来て、本稿の最高の締めとな

ったのは言うまでもない。 

    通巻 296 号 ラ製 79 年 7 月号を手に 再開したら是非行きたい「蔵や」 
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Propagation Edition 9 が発行された 2021 年 8

月から 1年が経ちました。てっきり終わるだろうと

思っていた新型コロナの終息も先が見えず、東京オ

リンピック開催に加えてウクライナ侵攻まで始ま

った一年でした。そんな時でもラジオは常に傍にあ

り安らぎや笑いを届けてくれました。今回も前回に

引き続きツイッターにおける筆者の呟きの中でラ

ジオ関係を中心に並べてみることでこの 1年（前号

の締め切り以降の 7 月～）を振り返ってみました。 

 

■ 2021年 7月 
 

【7月 11日】 

BCLロールコールこぼれ話。ラジオの製作を介し

て新潟の方と文通していたとのお話。当時の文通募

集欄には多くの小中学生からのペンパル募集が住

所付きで掲載されていました。夏休みの読書感想文

が苦手な当局には無縁の世界でしたが、いったいど

れくらい続いてどんな内容が展開されたのか興味

があります。 

 

【7月 14日】 

BCLロールコールこぼれ話。LuckyFM （茨城放送）

が Twitter で受信報告を募集している情報。HP を

見るとハッシュタグを付けてどこで聞こえたかの

ツイートを募集中。SNS の時代、1 億総 BCL では無

いですが受信報告はマニアだけの物でなくなりつ

つありますね。ベリや番組表の送付も不用で経費削

減できますし。 

 

【7月 23日】 

東京オリンピック始まりました！参加する世界

中のアスリート、メディアには日本の良い部分を思

い出として持ち帰り、そして発信してもらいたいで

す。関係者も含めみんな頑張れ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 2021年 8月 
 

【8月 2日】 

宅急便から LINE に配達のお知らせ。身に覚えが

無かったのですがよく見ると文化放送土曜日朝の

「ラジオのあさこ」でプレゼントが当たった模様。

7/10の録音を聞き直すと確かに当たっていました。

これで当分朝のサンドイッチ用のハムは買わなく

て済みます。ひゃっほう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【8月 8日】 

世界で一番有名な蛾ちゃん。「みんな見てる〜？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はまっこラヂヲ通信 

日々の呟きから振り返るこの 1年 

 

 いつも傍にはラジオがあった 
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【8月 23日】 

BCLロールコールこぼれ話。R.オーストラリアの

「声の交換室」という自分の声をカセットに吹き込

んで送る番組に採用された方のお話が聞きたいと

呟いたら、ご本人からチェックインがありました！

今度は日本 BCL連盟がグアムで開催した「夏休み海

外 BCL教室」に参加された方のお話を聞けたらいい

なあ。 

 

【8月 23日】 

そらまめさん（滝良子さん）の訃報、残念です。

小学校の頃、日曜 23 時からのミュージックスカイ

ホリデーをよく聞いていました。ご冥福をお祈りい

たします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【8月 30日】 

BCLロールコールこぼれ話。複数の方から「固定

機が欲しくなった。」とコメント。BCLブーム時代を

除くとどんなのがおススメなんでしょうね。山田先

生が使っていた NRD-345、手ごろでいいなあと思っ

た時期もありました。著名な DXerの方々は AR7030

をよくお使いですね。当局的にはあの斜めのデザイ

ンがちょっと・・・。 

 

■ 2021年 9月 
 

【9月 1日】 

NUG(ミャンマー国民統一政府)が 8/25 から開始

したミャンマー向け地下局？Radio NUG 12,000kHz

を聞いてみました。国民にこれを聞かせないために

短波ラジオの販売を規制しているらしいですね。

22:52＠横浜市 

 

【9月 5日】 

今日のミス DJの Jump to the 80’sはストック・

エイトキン・ウォーターマンを取り上げるとの事。

リックアストリー、よく聞きました。でも鈴木杏樹

さんファンとしては KAKKOを推さねば。文化放送に

音源が有るか心配です。 

 

【9月 18日】 

今日の文化放送 菊池桃子さんのミュージックサ

タデーのオープニングでまさかのベリカードの話

題を話されていました。お嬢さんがラジオ好き、ご

主人は元 BCLとの事で、これからも楽しんでもらい

たいですね。 

 

【9月 20日】 

昨晩の ROK技術倶楽部の録音をチェック。番組自

体は何も聞こえませんでしたが、ささきいさおさん

の真っ赤なスカーフと 999 の青い地球が混信で流

れ、懐かしい気分に。アニメのエンディング曲って

大人になって初めて良さがわかる気がします。 

 

【9月 23日】 

今回のペディでは FRG-7 で北米を聞きたかった

のですが念願が叶って嬉しいです。大きなスピーカ

ーで良い音です。1040kHz バンクーバーCKST。FRG-

7、AN-200＠千葉県いすみ市太東崎 

https://twitter.com/yokohama_AA815/status/144

0969397871415304 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 2021 年 10月 
 

【10 月 4日】 

BCLロールコールにチェックインしてくださった
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JJ1FAX 局さんが横浜中区マリン FM に出演中です。

マリン FM はリスラジでも聞くことが出来ます。

21:30までです！ 

 

【10 月 31日】 

BCL ロールコールこぼれ話。Twitter ではお世話

になりながら群馬という遠距離のため未だチェッ

クインならずの OM さん。本日、群馬吾妻郡で山岳

移動との事でダメ元で港南区さえずりの丘から迎

撃。0.5W の電波を拾ってもらい初めて声を通して

ご挨拶。SNSは便利ですが無線を通して繋がりたか

ったので大満足。 

 

■ 2021年 11月 
 

【11 月 6日】 

娘が明後日入籍するとの事で、両家の顔合わせ食

事会がありました。彼氏（←何故か 3アマ）もご家

族も良い方ばかり。「うふふ、きゃっきゃ」している

若い二人を見て、自分もそういう歳になったかとし

みじみ思いました。（日頃、ラジオや無線で遊びま

くっていますが。（笑））末長くお幸せに！ 父より 

 

【11 月 13日】 

今朝、出張先の久留米のホテルで聞いていた KBC

九州朝日放送「アサデス。」。初めて聞く番組でした

が「小泉今日子さんで聞きたい曲」がテーマだった

のでメール送ったら読まれていました。 

 

【11 月 17日】 

RFラジオ日本公開収録の司会 長麻未さんの応援

に定時で退社して品川から駆けつけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電車が事故で 15 分遅刻。初めて見る麻未嬢はかわ

いすぎ！ラジオや無線と同じ声に素直に感動。安定

の司会はさすがプロ。ご挨拶できませんでしたが満

足、満足。1日司会お疲れ様でした。 

 

【11 月 21日】 

BCL ロールコールこぼれ話。IBC 岩手放送おしゃ

べり技術くんでプレゼントされていた昔のベリカ

ード。イラストが伯父（既に他界）の作品とおっし

ゃる局長さん。お礼にその事を書き添えたら長谷川

アナから携帯にインタビューの電話が掛かりびっ

くりしたとの事。イラスト中の Benは名前の勉が由

来。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 2021年 12月 
 

【12 月 6日】 

家を出た子供の部屋を受信部屋に模様替え。今ま

での鴨居アンテナから外にワイヤーを 5m ほど張っ

たら 59 を超える凄いノイズ。オイオイ。電源コー

ドにパッチンコアを沢山かませても効果なし。ハア

〜。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試しにアンテナ線にコア（二重巻き）x4個を入れた
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ら綺麗にノイズが無くなりました。魔法？うれし〜。 

 

【12 月 11日】 

薄っすらですが、真理さんの声が横浜までラジオ

で届いていますよ〜！頑張れ〜！ 

（文化放送ミス DJ が東北放送でネット開始という

ことで千倉真理さんが「サタデーインザパーク」に

ゲスト出演。昼間の横浜から受信にチャレンジ。何

とか受信できました。自分でもびっくりでした。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【12 月 31日】 

大晦日なので 2021 年ラジオ・無線ライフ振り返

りです。 

・FT-107を中古購入 

・ラジオのあさこハム詰合わせ当選 

・特小 RPT週末定期運用開始 

・28MHz横浜コン QRP部門銅メダル 

・久しぶりに外房太東崎で北米中波聞く 

・長麻未さん、松永安奈さんと交信 

・ラジオ投稿 250 通、杏樹・真理さん共に採用率

10％ 

・BCL RC 丸 2年終了 

 

■ 2022年 1月 
 

【1月 2日】 

BCL ロールコールこぼれ話。1st チェックインの

大 OM さん。長麻未さんと交信出来た話題が出てき

た。CQ誌での活躍ぶり、パイルの凄さ、ピックアッ

プされた喜びなどすごく嬉しそうに話しておられ

た。今までロールコールで長さんとの交信の話題が

出てこなかったのが不思議な位ですが、確かにラジ

オネタですね。 

 

【1月 4日】 

430MHz こぼれ話。昨日の夕方ちょっと時間があ

ったので固定から QSOパーティーに参加。いつの間

にかドックパイル状態。「ハンディー機お使いの方

コールください。」と言うと「（シーン。）」BCLロー

ルコールでは結構いらっしゃるのにあまりの違い

にびっくりでした。 

 

【1月 8日】 

帰宅したら届いていました。NUG だけチェック。 

（WRTH も今回で休刊となることが発表され多くの

BCLが購入されていました。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1月 15日】 

今日のガイザーさんの発表。アマ無線もやられて

いたのですね。楽しく拝聴させて頂きました。発表

の中で在豪邦人向けネット日本語放送がお気に入

りとの事。BCLロールコールでもこのネタが出てい

たのでもしや？と過去ログを見返したら、しっかり

チェックイン頂いていました。気づかなかった〜。 

（第 3回わかものハムの集いが YouTube Liveで配

信され、JF1TWO ガイザー 氏が「いま、聞こえる！

海外の日本語放送」を公演されました。 

https://twitter.com/YOTA_Tsudoi_21/status/148

2129403048239109 ） 

 

【1月 26日】 

今朝宅急便でトートバックと共に雑誌届きまし

た。ありがとうございました。バックを使いながら

CWを勉強しろということ？ 

（CQ 誌別冊付録の BCL 特集に送った投稿が筆者の

見苦しい写真と共に採用されました。） 
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【1月 27日】 

フリラを始めることができた恩人で感謝しきれ

ない。2006年友人から ICB-R5を譲り受けるも出力

が出ず Fズレまみれで途方に暮れていた時、ネット

で見つけて修理頂きました。その後も ICB-870、RJ-

480、ICF-6800と多数。駆け込み寺でした。ありが

とうございました。ご冥福をお祈りいたします。 

（ハイソニックテクニカルさんの訃報、とても残念

でした。無線仲間の間で「HST inside」のステッカ

ーが作られるほど修理技術に定評のある OM さんで

した。） 

 

■ 2022年 2月 
 

【2月 22日】 

無線機と一緒に 22:22を迎えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2月 22日】 

BCLロールコールこぼれ話。小学校の BCL友達で、

一緒に開局した JN1GII 局。FT-991A を持っている

のに昔の FT-73 とベランダモービルホイップでチ

ェックイン。千葉市若葉区から今回の最長 QSOとな

りましたが、普通の住宅地からよく飛んできたもの

だとビックリ。そういえばハンディー限定タイムを

忘れていました。 

 

【2月 27日】 

昨日、大通りから細い道を入った奥で特小を運用

中に後ろから初老の方が「こんにちは〜」。注意さ

れるのかと思ったら「これ見せたくて」と FM 局の

ステッカー。以前に BCLロールコールでチェックイ

ン頂いた局長さんで近所にお住まいとのこと。今度

LCRを買いたいとの事ゆえアルインコをお勧めしま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 2022年 3月 
 

【3月 2日】 

昨日 3回目のワクチンを職域接種（横浜市の接種

券届いてなくても OK）したのですが、今日の昼前か

ら 37.5 度の微熱と悪寒と倦怠感。タイレノール飲

んでも下がらず、未だ継続中。テレワークの Web会

議もしんどい。1、2回目はそんな事無かったのに。 

 

【3月 6日】 

1640kHz 英語の説教が強力に入感。カリフォルニ

ア KDIA？D-808 、AN-200 ＠横浜市旭区 

https://twitter.com/yokohama_AA815/status/150

0461006400593920 

（今シーズンは自宅横浜で北米中波はこの日を除

いてほとんどキャッチできませんでした。） 

 

【3月 10日】 

そうか、今日は聖子ちゃんの還暦バースデーです
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ね。還暦という概念が変わっていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【3月 20日】 

BCLロールコール in秦野三ノ塔、激寒の中で約 4

時間 23 局さんからのチェックインを頂きました。

今回は気温が 3℃まで低下していき、まだご待機局

さんが居るにも関わらず終了してしまい申し訳あ

りませんでした。運用中はずっとガスっていました

が下山時に綺麗な大山を見ることが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 2022年 4月 
 

【4月 3日】 

番組最後の年度始めの憂鬱に向けたリスナーへ

の励ましの言葉「あまり気にしすぎずに、自分を大

切に！」。きっと多くのリスナーが元気を貰ったの

では。これこそ宗教放送の真の姿だと思います。 

動画 UP の許可も出たという事で、早速お言葉に甘

えて。また一週間頑張りましょう！ 

（KTWRから SNSへの動画 UPのルールが発表されま

した。「クロージングの UP も OK ですよー！」と筆

者宛のコメントが出てビックリでした。） 

 

【4月 7日】 

渡辺満里奈さんのオールナイトニッポンミュー

ジック 10。新コーナー「カセットテープジョッキー、

マリーナの夜」。スタジオのラジカセでテープを再

生。その音をマイクで拾って放送するとんでもない

コーナー。音が悪いのがかえって新鮮！もちろんラ

ジカセで聞いています。（笑） 

 

【4月 13日】 

アナウンサーで JI1GXV 局長の松永安奈さんが

podcastをスタート。早速、第 3話では趣味のアマ

無線の馴れ初めやこの趣味に対する想いを熱く語

られています。月イチでいいから今月の運用報告や

メール紹介といった「安奈の QSOジョッキー」を期

待したいですね。 

 

 

■ 2021 年 5月 
 

【5月 2日】 

珍しくカードが届きました。 

（アナウンサー長 麻未局長からのカードでした。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【5月 8日】 

3 年ぶりのジャンク市に行ってきました。出物が

沢山あると思いきや品数は少な目。でもお世話にな

っている局長さんと交流できて楽しかったです。戸

塚 DXersサークルのメンバーも多数来場。突発立ち

話ミーティングとなりました。 

（WEBミーティングや無線交信も良いですが、やっ

ぱり face to faceでコミュニケーションするのが

楽しいと感じたジャンク市でした。） 
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【5月 12日】 

iPod、販売終了とは一つの時代がまた終わった感

があります。家族は iPod 派でしたが自分だけ

iRiver派でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【5月 13日】 

80 年代後半、学生の頃よく読んでいたサウンド

レコパル。毎号 2ページ目にはオンキヨーの見開き

広告がありました。オーディオコンポが一番輝いて

いた時期ですね。  

（オンキヨーが事業悪化で破産手続き開始決定 

のニュースが流れました。） 

 

【5月 15日】 

母の訃報のメールが読まれ、湿っぽくなりすいま

せんでした。自分で書いたメールなのに聞いていて

うるっときました。谷さん、ちゃっきーさん、温か

いお言葉ありがとうございました。さて、また一週

間頑張りましょう！ 

 

【5月 20日】 

日頃 Twitter でお世話になっている大橋照子さ

んリスナーの大先輩 ETX 局さんとヤロメロ同窓会

を開催。ファミレスで 4時間弱、今まで写真でしか

見たことがないチェリーの鍵、書籍、ガリ版刷りの

手書きのファンクラブ会報など貴重な品々を見せ

て頂きました。ファンのハムクラブの多さにもびっ

くり。 

 

【5月 22日】 

「デブの血は美味しくないけど、とりあえずご馳

走様でした（ハート）」お風呂に入ろうと脚を見た

ら血が！もしやこれはヒルちゃん？昨日の雨で登

り口は落ち葉がジメジメしていました。途中からズ

ボンの裾を靴下の中に入れたのですが。で、犯人は

退散？車の中？家の中？:(；ﾞﾟ'ωﾟ'): 

（BCLロールコールで厚木桜山に移動した際にヒル

を初体験してしまいました。） 

 

■ 2022年 6月 
 

【6月 18日】 

今日の BCL ロールコールで、「各局の話を聞いて

いたら自分も話したくなった」「ラジオの話をして

いると懐かしくとても楽しい」「以前から子守りの

BGMで聞いていた」などのコメントをいただきまし

た。キー局としては嬉しい限りです。 

 

【6月 19日】 

今日の放送はまだ聞けていませんが、ひまわりの

写真の右隣に自分が送った真理さんのイラストハ

ガキが！40 年振りに描いたハガキだったのでうれ

し〜！ 

（6/19 は千倉真理さんの誕生日。ハガキでお祝い

メールを送って真理さんを驚かせよう！という企

画がリスナーさんから DM で呼びかけられ参加しま

した。番組のツイッターには沢山のハガキに囲まれ

た真理さんの写真がアップされ、筆者が送ったハガ

キもチラッと写っていました。） 

 

 

さて、次の 1年はもう始まっています。ラジオに無

線にますます夢中になって、楽しい日々をご一緒に

進みましょう！ 

（は） 
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DJ気分でせめないで ♡ 

～COVID-19禍の教育現場をめぐる雑感～ 

   

      甲斐 迅 

 

 結句、この記念すべき第10号にも、ラ

ジオ文化をめぐるきちんとした論攷を寄せ

ることはできなかった。原稿のアイデアは、

あることにはあった。一つは、BCL小説。

老年DXerの晩年の悲哀をテーマにした短

編物であり、一年間じっくり温めながら、

登場人物のキャラクタを彫り込み、シノプ

シスも少しずつ動き出してはいたが、それ

を原稿用紙にくりひろげる時間的余裕がな

かった。もうひとつ、すこし学術的なエッ

セイの構想もあった。1973年にチリのア

ジェンデ政権を崩壊させたクーデター情況

において、ラジオがいかなる役割を果たし

たかを究明する研究論文と出会い、これを

紹介しながら、革命とラジオの相互作用に

ついてなにか書いてみよう、と乗り気にな

っていたのだが、しかしこれも果たせなか

った。COVID-19がもたらしたこの2年間

の逼迫した情勢は、混乱する教育の現場に

いた僕に落ち着いてペンを握る余裕を与え

てはくれなかった（などと書くと格好つけ

すぎだな。生来の怠惰さに邪魔されて、踏

ん張りがきかなかったというのがほんとう

のところだ)。 

 しかし、《PROPAGATION》が与えて

くれるこの機会を利用し、新型コロナウィ

ルスの感染が始まった2020年度学期はじ

めの現場の様子を少しくふりかえってみる

のも悪くないかもしれないと思う。会員・

読者諸氏それぞれの仕事場でも、おそらく

大混乱が出来し、みなさん大変なご苦労を

なさったことと思うが、学校でも重大な転

換が起きていた。いま現在は、ほぼ全面的

な対面授業が再開している。やがてはそれ

が常態となり、いずれ昔のようなキャンパ

スの風景が戻ってくるのだろうが、それだ

からこそ、あの頃の慌てふためいた情況を

想い起こし、筆で刻んでおくことも、歴史

的記憶のひとつの保存として、意味がある

ことかもしれない。それに、僕の場合、す

こし大げさかもしれないが、TDXCに参加

させていただいたことが、この危機を乗り

越えるにおおきに役立った。ここに小文を

寄せる次第である。 

 

 2020年度の新学期が始まると、職場の

学校では、迫り来るパンデミック状況のな

か、いかにして授業を開講するかという緊

急の課題を前にして、教師も学生も皆がパ

ニックに陥っていた。根がなまけものの僕

は、なんなら一学期間、学校を閉じればい

いじゃんか、などと暴論をぶちかまし、周

囲の不興を買ったりもしていたが、しかし

突如、《Zoom》という天使が舞い降りて

きて（あまりのタイミングの良さに、陰謀

論者的な勘ぐりを入れてみたくもなったが）

数週間のあたふたののち、教師が自宅から、

ディスプレイの向こうにいる学生たちに向

けて講義を発信するという前代未聞の教育

システムが構築されてしまったのである。 

 教師にとっても学生にとっても初めての

経験であった。いや、むしろ衛星予備校を

すでに体験している学生たちのほうがより

成熟していたかもしれない。 

 

 1年生向け《スペイン語文法》の第1回

目授業。緊張の指先でZoomソフトを立ち

上げると、ディスプレイには細かく分割さ

れた小さな画面が浮き上がり、そこにはや

や身体を強張らせ、不安そうにこちらを見

つめるたくさんの瞳が光っている。その一

人ひとりに声をかけながら、COVID-19禍

における各自の状況をたずねていった。長

い受験勉強から解放され、本来ならば春爛

漫のキャンパスで、サークル勧誘の波をか

き分けながら、そよ風に頬を撫ぜられてい

るはずの彼ら・彼女たちの多くは、しかし
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まだネットによる合格発表以降、構内に一

歩も足を踏み入れたことがないとのことだ

った。上京することなく、地方の実家にず

っと籠もって授業を受けている学生たちも

大勢いる。なんとか彼らに心の安寧を、授

業を通じて取り戻させてあげたい。画面に

映る一人ひとりの目を見つめながら、彼ら

の心に届くことを願いつつ、普段よりもゆ

っくりとした音調で講義をはじめた。すこ

し時間が経つと、仮想的講義室の雰囲気に

も慣れてきて、なんとなく、教壇から面前

に座る学生たちに話しかけているような気

にもなってくる。特にZoom授業はApple

社のiPad Proとの連携がとても良く、画面

を黒板のようにあつかったり、教科書を

PDF化して読み込んで、授業で強調したい

箇所を拡大したり、マーカーで書き込んだ

りすることもできる。これならなんとかや

っていけるかな、とすこしほっとした。

（新入生は、初々しい緊張感があって可愛

らしいのだが、なかには不届きな留年組も

混じっていて、先生、今日はビデオ・オフ

でお願いしま～す、あたし、今、起きたば

かりで、ベッドからパジャマで受講してい

るんです、お化粧もしていないんで、オフ

でぇ～～、などとこちらの想像力をへんに

刺激する蕩けた口調で囁いてくる者もい

た。） 

 しかしながら安心したのもほんの束の間、

学生みんながビデオをオンにすると、回線

に負荷がかかりZoomが不調を来すゆえ、

ついては、授業中は学生のビデオをオフに

するよう指示されたし、という学部当局か

らの通達が届く。以降、講義時間になり、

Zoomを開くと、そこにはもはや学生たち

の輝く瞳はなく、名札、あるいはアイコン

がずらりと並んでいるだけ。この措置には

当惑させられた。こちらのメッセージはほ

んとうに向こう側に届いているのだろうか、

講義内容に対する反応は？肯定的？否定

的？瞳が映っていた時には、こうしたこと

についての情報がある程度は伝わってきて

いたが、いまは皆目、わからない。自分の

声が、虚しく空に放たれてゆく。独り寂し

く、小さなボートで深夜の海に漕ぎ出たよ

うな心境だ。学生の心に安寧を、などとい

う当初の志がかなうわけない。 

 と、その時、ふと気がついた。これは、

もしかしたら、ラジオ番組のDJの置かれ

ている立場ではないだろうか？見えない数

多のリスナーたちに、メッセ－ジを、情報

を、アイデアを、そして笑いを届けるDJ

になってみたらどうだろう。横で相鎚をい

れたり、指示を出すディレクターやアシス

タントこそいないけれど、基本構造は同じ

だ。番組進行の潤滑油になる「葉書」は？

そうだ、授業後にリアクション・ペーパー

を書いてもらえばその代替になるぞ。僕は、

名古屋で過ごした高校時代、受験勉強の傍

らで毎晩耳を欹てていた東海ラジオの深夜

番組《ミッドナイト東海》の笑福亭鶴瓶や

宮地佑紀生の「語り口」や番組の進行を思

い出してみた。彼らのおかげで、勉強に疲

弊し、強張った身体や頭が、どれだけほぐ

れたことか。もちろん本職のようにうまく

いくはずもないが、DJ気分でZoomのマイ

クに向かってみようじゃないか。 

 

 ¡Hola!, ¿Cómo estás? スペイン語文法

の授業をはじめましょう！ COVID-19の感

染状況はいっこうに改善しないけど、皆さ

ん、お元気ですか？Zoom講義じゃ物足り

ないのは十分承知しているし、僕も噛み噛

みだけど、精一杯、授業をしたいと思いま

す。それではまずは先週のリアクション・

ペーパーから見ていきましょう。 

 えーっと、なになに、1人称複数の主格

代名詞「わたしたちは」は、「わたしたち」

が男性集団の場合には “nosotros”、女性

集団の場合には “nosotras” となるという

お話しでしたが、それでは、男性の中に女

性が混じっていたら、どうなるのでしょう
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か？ そう！これこれ！こういうのを待っ

ていたんです。春のこの時期にはかならず

来て欲しい質問なんだよ。ありがとう。あ

のですね、例えば、10人の女性集団がガ

ヤガヤといるとしましょう。この時、誰か

が「あたいたちさぁ」と言ったとすると

（「あたいたち」なんていまは言わないか）

これはスペイン語だと “nosotras”となる

よね。でもこの集団にもしも男性が一人加

わったとるすると？じつは、その瞬間、こ

の集団は「男性化」してしまうのです。つ

まり彼女たちはそれ以降、“nosotros”と言

わなきゃならなくなるんだよ。ひえぇ～～、

ですよね。スペイン語はかなり男性優位の

言語なんですね。でもこの時代、言葉も変

わってゆくんでしょうか。そのうち、中性

用法として “nosotres”なんて言うのが出

てくるかもですね。あっ、でも、ダメダメ、

これはまだ存在していない言葉だから覚え

ちゃだめだよ。ごめんなさい、混乱するよ

うなことを言いました。はい、それでは、

次の質問にいきます…… 

 

 ……なんていう具合に授業を進めていっ

たのだ。不思議なことに、逆に学生の表情

がわからないことのメリットというものが

あるということにも気づかされた。生まれ

つき、根がネズミみたく小心者にできあが

っている僕は、教場にいる時には、自分の

一言一言に対する学生の反応が気になって

しまい、彼らの方になかなか視線を向ける

ことができず、自分の発話にも自信がもて

なくなり、結句しどろもどろ、俯き加減に

なることが多いのである。つくづく教師向

きの性格ではないことを自覚する日々を過

ごしてきたのだが、開き直ったようにして

《似非DJ》になった今、そういう怯えは

雲散していた。 

 

 

 ハイ、それではA君、“recibir”	の現在形

の活用をお願いします。お～い、A君、起

きてるか～。マイクをオンにしてくださ～

～い。よし、出てきたね、じゃあ、どうぞ。

えっ、もういちど質問を？おいおい、ちゃ

んとしてよね。油断してたでしょう。ビデ

オやマイクがオフになっていても、長年の

教師の直感でディスプレイの向こうの君た

ちのことはだいたいわかるのさ。はい、そ

れではあらためて “recibir”の活用をどう

ぞ！ 

 

……こんな風に、こちらからずんずんと攻

めていくと、学生たちの反応も活性化して

くる。Zoom講義になってから、教場での

授業の時よりも、学生からの質問が確実に

増えた印象だ。彼らも、教室では他の学生

の視線が気になって積極的になれないのか

もしれない。すぐさま、Zoom上に挙手の

マークが浮かびあがり、先生、敬称の「あ

なたは」を意味する“usted” は、英語の 

“you” に相当するから、二人称になると思

うのですけど、スペイン語ではなぜ、三人

称に分類されているのでしょうか、なんて

いう、スペイン語の歴史にかかわる重要な

質問もボンボンと飛んでくる…… 

  

 こうした活き活きとしたやりとりを学生

とのあいだに繰りひろげていると、105分

の授業時間も気がつけば終わりに近づいて

くる。では、最後に一曲、音楽をお聴きく

ださい。前回、アンデスの現代音楽が聞き

たいというリクエストがあったので、

YouTubeを探してみると、ボリビアの先

住民系グループのPVが見つかりました。

画面共有から流しますね。ミュージックが

終わったところでZoomから退出して、

Google Formsのリアクション・ペーパー

に記入してください。今日の授業について

のご意見と一緒に、これから聴く音楽の感

想なんかも書いてくれると嬉しいな。それ

じゃぁ、来週のこの時間まで、皆さんどう
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ぞパンデミックに負けないで元気に勉強し

てください。何か困ったことがあったら、

いつでもメールをくださいね。では、 

¡Adiós! ¡Hasta la próxima semana! 

 

 ふぅっ。授業はようやく終わった。疲労

度は、あんがい、物理的教場よりも深いか

もしれない。アシスタントがいないから、

機器の調整やら、パソコンとiPadの連携の

確保など、当たり前だけど、すべてを独り

でこなさなければならず、神経をすり減ら

すからだろう。しかし《似非DJ》、ここ

で一息つくわけにはいかない。Google 

Formsに書き込まれた学生のコメントをす

かさずチェック、ホカホカの反応を吟味し、

来週の放送、もとい、授業に活かせる質問

を抽出する。リスナーの葉書を整理するラ

ジオ局のディレクターの心境も、きっとこ

んな感じなのかなと想像してみながら…… 

 

 不可視の聴取者＝受講生との創造的対話。

マイクの前のDJたちのプロフェッショナ

ルな格闘を思い浮かべ、それに倣うことで、

やっとのことで、COVID-19禍の一学期を

終えることができた。TDXCの活動を通じ

てラジオの世界を身近に感じていなければ、

教育現場におけるDJへの即興的変身も不

可能だったろう。 

 

 現在教員は、受講生による「授業評価ア

ンケート」をとおしてその学期の「勤務評

定」を受けなければならないが、夏休みが

明けた頃、その評価が手元に届けられた。

自由回答欄には「コロナ禍の授業、最初は

いったいどうなることかと思いましたが、

スペイン語を愉しく学べました。ラテンア

メリカの音楽がうれしかったです」

「Zoom越しに、結構先生がぐいぐいと来

るので《圧》に負けそうだったが、こらえ

ているうちにスペイン語の力がついたよう

な気がする」「先生の鼻息が荒かった！」

などと勝手気ままにいろいろと書いてある。

でも、おそらくは女子学生だろう、「地元

にずっと閉じ込められていて、友達もでき

ず不安な日々を送っていましたが、先生の

授業では私たち学生一人ひとりに寄り添っ

てくれるような雰囲気があり、とても心強

かったです」なんていう、こちらの胸が熱

くなるようなコメントもいただいた。 

 

《似非DJ》という仮の姿を纏ってみたこ

とで、リモート講義の新しい可能性を感じ

ることができ、それはとてもポップな経験

となった。 

 

 そうそう、あの寝起きパジャマの留年女

学生も、その後は全授業を真摯に受けて単

位を取得し、無事に進級したことを附記し

ておこう。（了） 
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2022 年 2 月にはじまったロシアのウクライナ侵攻。悲惨な報道を目の当たりにして、「共感疲労」に悩む方も多いと思います。し
かし BCL・アマチュア無線は世界とのコミュニケーションが前提で、世界情勢の把握を避けて通ることはできません。ここに、ラジ
オ・無線界から見たこれまでのウクライナ戦争の動きをまとめました。一刻も早い停戦が実現しますように。 

ロシアのウクライナ侵攻における BCL・アマチュア無線界の動向 
                      長谷川 眞也  

 
 
 

参考文献：月刊短波（赤林 隆仁）http://www5a.biglobe.ne.jp/~BCLSWL/index.html 

ロシアのウクライナ侵攻におけるBCL・アマチュア無線界の動き

1⽉ •UVB-26（The Buzzer 4625kHz）がアンカバーに妨害されはじめる

2⽉21⽇ •ロシアがウクライナ東部のドネツク⼈⺠共和国とルガンスク⼈⺠共和国の独⽴を承認

2⽉24⽇ •ウクライナ全⼟に⾮常事態宣⾔発令。ウクライナでアマチュア無線機が使⽤禁⽌に

•BBC WSがウクライナ・ロシア向けに短波で英語放送を開始

2⽉25⽇ •⻑波のPolish Radio（ポーランド）がウクライナ語ニュースを開始

2⽉26⽇ •UBA DX コンテストCW（ベルギー）は、ウクライナのアマチュア無線家がコンテストに参加できないため中⽌に

2⽉27⽇
•IARU（国際アマチュア無線連合）第1地域（Region1）は、⼈命を危険にさらす可能性があるのでウクライナアマチュア局

のコールサインや場所・周波数などの情報を無線通信やDXクラスター、SNSに流布しないでと注意喚起

3⽉1⽇

•ロシア軍がキーウのテレビ塔を攻撃

•Radio Österreich International（オーストリア）がウクライナ向けドイツ語短波放送を開始

•Ukraine Radioが廃⽌していた中波放送を再開。6⽇に送信所がロシア軍に占領され、停波

•WRMI（マイアミ）がRadio Ukraine International英語放送の中継を再開

•JARLがIARUの声明を紹介する記事をJARL Webに掲載

•ロシア軍の無線通信が各国のアマチュア無線家によって傍受されはじめる

3⽉3⽇ •BBC WSがウクライナ・ロシア向け英語放送を増強。またロシア向けロシア語放送を再開

3⽉4⽇

•ロシアが情報の戦時統制を強化。同国の軍事⾏動に関して虚偽の情報を広げた場合、刑事罰を科す改正法案を可決
•RSGB（Radio Society of Great Britain）がロシア・ベラルーシ局のイベント参加を認めない⽅針を発表

•QRZ.comでロシア・ベラルーシ局が⼀時期検索できなくなる（現在は復活）

3⽉8⽇
•ロシア国内でNHK ワールド JAPANの英語テレビ放送が配信停⽌

•Radio Onda ASBL（オランダ）がUkrainian TVの⾳声を短波で中継開始

3⽉9⽇
•NHKワールドJAPANが極東ロシア向けロシア語放送を増設
•モスクワで反政府FM放送Echo of Moscowが放送停⽌。かわりに政府寄りの放送Radio Sputnik Moscow放送開始

3⽉12⽇ •HCJB-Germany（Radio Segenswelle）がロシア語短波放送を開始

3⽉14⽇
•ロシア国営テレビ「チャンネル１」の編集者が⽣放送で反戦デモを⾏い、逮捕される

•WRMIがRadio LibertyとVOAのウクライナ・ロシア向け送信を開始

3⽉15⽇ •Radio Libertyがロシア語短波放送を復活
3⽉19⽇ •BARTG（British Amateur Radio Teledata Group） HF RTTY Contestはロシア・ベラルーシ局のエントリーを受け付けず
3⽉21⽇ •Vatican Radioがウクライナ・ロシア向け短波放送を増設
3⽉25⽇ •Echo Sthlm（スウェーデン）が、Channel 292（ドイツ）からロシア向け短波中継を開始

3⽉26⽇ •CQ World-Wide DX コンテスト（SSB ）は、ロシア・ベラルーシ・ウクライナドンバス地⽅局のコンテスト参加を認めず

3⽉27⽇
•Oesterreichischer Rundfunk-1（ドイツ）がウクライナ・ロシア向け短波放送を開始

•台湾国際放送がロシア語短波放送を増設
4⽉3⽇ •SP DXコンテスト（ポーランド）は、ウクライナから200万⼈近い難⺠を受け⼊れて混乱していることから開催中⽌

4⽉5⽇ •Trans World Radio（Grigoriopol）のウクライナ語・ロシア語中波放送がRadio Rossiiの中継に切り替わる

4⽉9⽇
•ロシア・ベラルーシ・ウクライナ向け短波放送Radio Prawda dlja Rossii（オーストリア送信）が開局

•JIDX CW コンテストは、ロシア⼈とベラルーシ⼈からのエントリーを受け付けず
4⽉18⽇ •KTWRがウクライナ向けウクライナ語短波放送を開始

4⽉26⽇ •Grigoriopol 送信所（モルドバ）が攻撃され、送信アンテナが倒壊
5⽉16⽇ •Radio For Peace International（Kostinbrod）がロシア語短波放送を開始

5⽉20⽇ •Radio Liberty（Kostinbrod）がロシア語短波放送を開始

5⽉28⽇ •CQ World-Wide DX Contest（CW ）は、ロシア・ベラルーシ・ウクライナドンバス地⽅局のコンテスト参加を認めず
6⽉1⽇ •KTWRがロシア向けロシア語短波放送を開始

6⽉18⽇ •Ukranian DX CLASSIC RTTY Contest中⽌

6⽉25⽇ •Ukranian DX DIGI Contest中⽌

•ロシア軍が首都キーウなどウクライナ各地で侵攻を開始（ロシア側は「特別軍事作戦」と表現）
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した模様



 

 

 

 

 

 

1970 年代の日本の BCL ブーム

を牽引したともいえるソニーの

ラジオ、「スカイセンサー」シリ

ーズ。ラジオそのものについて

は今さら説明の必要もないと思

いますが、私が中学一年生の時

ボーナスが入った父親から「何

かラジオ買ってやるぞ」と言わ

れた時は飛び上がって喜びまし

た。迷わずスカイセンサー5800

を買ってもらい、それまで受信

できなかった 12MHz から上のハイバンドで初めてダイヤルを回した感動は忘れません。それまで

私は同じ SONY の CF-1700 というラジカセを使っていました。たまたまこれが短波帯の受信もで

きてそれが短波放送を聞くようになったきっかけです。しかも感度もよく南米やアフリカもガンガ

ン受信していましたが、短波帯の上限は 12MHz だったので 15MHz 帯や 17MHz 帯もすごく聴いて

みたかったものでした。 

 

スカイセンサー5800 を買ってもらってウキウキの気分から約１週間

後、ソニーから一通のダイレクトメールの封書が届きました。 封を

あけてみるとそれは新製品スカイセンサー「5900」の案内だったので

す。 5900はクリスタルマーカーとスプレッドダイアルを使って周波数

をほぼ直読できるという凄いラジオです。 これは私の人生で一番悔

しいできごとでした（笑）。  

 

その時の資料は今でも持っており、折角ですので次頁以降に公開し

ておきます。（公開にあたってはソニーグループ広報部様のご了解を頂

いております。ありがとうございました） 

 

ソニーから届いた ICF-5900の発売前資料         Skysensor 5900 !! 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数枚の社内資料に生写真が同封されているという 

力の入れようです。 

私とスカイセンサー      

尾原 栄  Sakaé Obara  JHØBDK / AB5MF 
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スカイセンサー5900 発売前告知 資料 (1975.8) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「スカイセンサークラブである貴殿に

…」 そう、当時はスカイセンサークラ

ブというのがありましたね。カッコいい

会員証ももらえました。 
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当時の社内企画書のコピーをそのまま送ってくるなんてすごいです。技術的な考察は他の詳し 

   い皆様にお任せ致します。 

 

当時は 5900 を買ってもらったクラスメートも何人もおり、羨ましい限りでした。友人から 2 日

間だけ 5900を借りて自分で使ってみましたが、周波数の直読は本当にすばらしいと思いました。 

 

さて、あれから 47 年いまだに当時の 5800 を使っています。秋葉原では 5900 の中古再調整品な

どが売られており買えなくはないのですが、買わないで今に至っています。欲しいといえば欲しい

のですがなぜなのか自分でもわかりません。 

 

今現在の私のスカイセンサー5800 は、一部の機能は動かずロッドアンテナの先端は折れツマミも

劣化して一部交換したりしていますが、受信はまだまだ可能で現役で使っています。音がいいので

LINE 入力端子に他の受信機から音声出力を引っ張ってきてアンプ替わりに使ったり、そして何よ

りも周波数カウンターを取り付けて周波数を直読できるようにしています。中をあけて局発の所か

らカウンター接続用の線を引っ張ってきて、これで周波数直読はバッチリです。クリスタルマーカ

ーなんていらないもんね～（意地張り笑）。 

 

FB DX!  de JHØBDK (AB5MF) 
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松下電器産業から発売された RF-2200 は当時の

BCL ブームを牽引した代表的な短波ラジオで、クーガー

（ COUGAR）の愛称がついている。 BCL ブーム黎明

期、短波放送の選局は⼤雑把な周波数表⽰を⾒なが

ら合わせる、いわゆる「⼿探り受信」が⼀般的であったの

だが、 1970 年代半ば、マーカー発信器で周波数を校

正し、 10kHz 単位で読み取ることができる「周波数直

読ラジオ」が登場した。ソニーの ICF-5900 、東芝の

RP-2000F とともに、この RF-2200 も 10kHz 直読を

可能としていた。 ICF-5900 には「スカイセンサー（空の

探索者）」、 RP-2000F には「トライエックス」という愛称

がつけられている。クーガー（ COUGAR）はアメリカ⼤

陸に⽣息する⾁⾷獣で、短波放送の「獲物」を捕らえる

（捉える）イメージを想像させる。いかにも短波受信愛

好者の⼼をくすぐるようなネーミング。消費者を意識した

家電メーカー各社の意気込みを強く感じる。 RF-2200

は定価 34,800 円。ヨゼフ・ナジ⽒のカタログ広告は⾮

常に印象的であった。ラジオのカタログを眺めては溜め息

をつく毎⽇であったことを思い出す。ところが、⼩学校 6

年⽣のころ、すでにこの RF-2200 を持っている同級⽣

が数⼈いた。お⼩遣いを貯めて買ったのか︖親にねだっ

て買ってもらったのか︖...おそらく後者と想像する。

ヨゼフ・ナジ⽒と RF-2200 当時の広告より

私が RF-2200 を⼿に⼊れたのが 1978 年の 12⽉

24⽇、クリスマスイブ。中学 2年⽣の冬休みに⼊る直

前だった。前年春に松下電器からデジタル周波数カウン

ター搭載の RF-2800 が登場。 1kHz 直読時代を迎え

ていたこともあり、 RF-2200 は定価の 6割弱で売られ

ていた。新聞の折り込み広告を⾒て、貯めたお⼩遣いを

握りしめ、⽶⼦まで買いに⾏ったことは⼀⽣の想い出であ

る。 12 ⽉ 24⽇の⽇曜⽇。実はその⽇に、クラスの⼥

の⼦からの「グループで映画を観に⾏こう︕」との誘いを

受けていた。少し悩んだが、 RF-2200 を買うことに迷い

は無く、映画の誘いは断ってしまった。 1 ⽇でも早く憧れ

の BCL ラジオ、 RF-2200 を⼿に⼊れたい。そんな気持

ちだったに違いない。

映画「野性の証明」のポスター（インターネットより）

ただ、あのときは⼀緒に映画を観るべきだった...と、今

では後悔している。 2⽇か 3⽇待てばよかったのだから。

ちなみに、誘われた映画は⾼倉健さん主演「野⽣の証

藪内 英男

やっぱりあのとき買うべきではなかった？ 憧れのBCL ラジオ

松下電器 RF-2200 への熱き想い
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明」であった。薬師丸ひろ⼦さんがスクリーンデビューを飾

った「野性の証明」。「ヤブは観に⾏かんでよかったわ

〜。（薬師丸さんのことが）すぐ好きになるけん・・・」と、

後⽇、観に⾏った⼥の⼦のひとりから⾔われたことを思い

出す。薬師丸ひろ⼦さんには、今でもニッポン放送「薬師

丸ひろ⼦ ハート・デリバリー」で癒しのひとときをいただい

ている。

勿論、 RF-2200 は私の BCL 活動に⼤きく寄与した

ことは⾔うまでもない。何よりもこれまで聴くことのできなか

った 12 〜 28MHz が受信できるようになり、受信周波

数が⼤幅に拡⼤したことで、ラジオを聴く楽しみは格段に

広がったことがいちばんうれしかった。ハイバンドと呼ばれる

16mb 、 13mb などには世界の主要放送局が集まって

いて、サイクル 21 の上昇期に伴ってよく聴こえた。特にお

気に⼊りだったのがエジプトのラジオ・カイロ。

ラジオ・カイロのベリカード（ 1979 年 8 ⽉ 4 ⽇受信）

古代⽂明、ピラミッド、スフィンクス、ナイル川のイメージの

エジプト。 17920kHz 、 2115JST から始まる放送開

始⾳楽にエジプトのイメージを重ね、毎⽇のように聴いて

いた。これも受信周波数拡⼤の「恩恵」であった。

記憶をたどると、家電メーカー各社が挙って BCL ラジオ

を発売していた時代に、アナログ周波数表⽰で周波数

直読を実現したのは、ソニー、松下、東芝、⽇本ビクター

の 4社。 125kHz 〜 1MHz のマーカー発信器で周波

数を校正し、合わせるものであった。各社でそれぞれ特

徴があって、ソニーは 4〜 28MHz を 250kHz のマーカ

ーでカバーしたが、第 1中間周波数が 10.7MHz だった

ため、 10 〜 11.7MHz の間は受信できない設計。ビク

ターはデザインこそ違うものの、周波数校正がソニーと酷

似している設計。東芝はバンドスプレッド⽅式を採⽤した

ため、放送バンド周波数帯以外は直読できない設計だ

った。そんな中、松下の RF-2200 は 4〜 28MHz を

6BAND で分割。 1BAND当たり均等に 4MHz 、バリ

コンの容量が選局ダイヤルの回転移動量と直線関係に

なるように設計された「周波数直線ダイヤル」、名付けて

「直ダイメカ」が採⽤されている。マーカーは 500kHz と

125kHz 。おそらく 500kHz だけでは精度が担保でき

なかったものと思われる。 125kHz マーカーによる校正で

10kHz 直読の⽬盛りはほぼ正確であった。

また、 RF-2200 は他社にはない豊富なオプションを備

えていた。例のヨゼフ・ナジ⽒の受信室にもあるが、 RF-

2200 の右横にあるのがデザインが統⼀されたアンテナカ

ップラー RD-9810 。その他、シャックを構えるラック、ロッ

ドアンテナに取り付けられた VHF コンバーター、テープレコ

ーダーや録⾳⽤タイマー、ヘッドフォン、さらには逆 L字型

や垂直、中波ループのアンテナ類も発売していた。合⾔

葉は「シャックを創れ︕」。そんなことを⾔われても、中学

⽣にこのようなオプションを揃える財⼒があるはずもなく

「夢のまた夢」のような存在だったが、当時の BCL 少年

たちに夢を与えていたことは間違いないだろう。オプション

類のうち、唯⼀、アンテナカップラーだけは購⼊することが

できた。以前、ラックが単体で某オークションに出されてい

たが、開始価格は 10万円を超えていた。

しかし、この RF-2200 にも弱点があった。イメージ受

信である。例えば、 SW1 で 6.055MHz のラジオ

NIKKEI を受信している状態で、 BAND を SW2 に切

り替えると 10.055MHz 付近でもラジオ NIKKEI が受

信できてしまう...というものである。このあたりは製品化す

る段階に⾄っても回避できなかったのであろう。それでも

BCL ラジオとしては極めて完成度の⾼い松下電器の傑

作であり、⼤ヒット製品だったのは間違いない。いつか「復

刻版」として再び登場しないかなぁ︖・・・と思うことがある

が、それこそ「夢のまた夢」であろう。
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我が相棒！ＦＲＧ－７０００ 

              森 豊巳  

  

１ はじめに 

 私が FRG-7000 を初めて手にしたのは、

1984 年でした。その当時、すでに後発機種

である FRG-7700 が販売されていたのですが、

「短波」誌によく投稿されていた某氏に憧れ、

彼が使用していた FRG-7000 を中古で購入し

ました。 

 今と違ってインターネットのオークショ

ンなどはありませんでしたので、「ラジオの

製作」や「短波」誌の売ります・買いますの

コーナーで探すしかありませんでした。運よ

く FRG-7000 を売りますという記事を見つけ、

北海道の方から購入することができました。   

今考えるとすごいことですが、当時、高校

生であることを伝え、分割での支払いを申し

出たところ、了承してくださいました。 

その後、本体とともに送られてきた箱の中

には、シャックの写真と「1982 年に起こっ

たフォークランド紛争でのアルゼンチンか

らのプロパガンダ放送を同機で受信した」と

いうメッセージが添えられていました。 

 

※現在はメイン機、サブ機と２台を所有 

 FRG-7000 を一言でいえば、カラフルな受

信機で、そのカラフルさも私にとって大きな

魅力の一つでした。一言でいえば「かっこい

いなぁ」という印象でした。 

 さて、今回、この企画を書き進めるうちに

FRG-7000 の発売期間がどのくらいだったの

か知りたくなり、八重洲無線様に発売期間に

ついて質問をしました。すると、「発売開始

は 1978 年４月であるが、発売から 44 年経

過し、販売終了時期については、正確なデー

タが残っていない。因みに FRG-7700は 1980

年 5 月の発売です」とのご回答をいただきま

した。おそらく FRG-7000 の販売期間は約２

年と短命だったことが伺えます。 

 

２ 操作の紹介 

 FRG-7000は、次のように操作します。 

①BAND 切り替えスイッチで聴こうとする周

波数帯に合わせます。 

②MHzツマミで希望する周波数の MHzを表示

し、かつ UNLOCK 表示が消えるように調整し

ます。 

③メインダイアルを回して、希望する周波数

に合わせます。 

④Ｓメーターの振れが最大になるように

PRESELECT ツマミを調整します。 

 後発の FRG-7700 のように電源を入れて周

波数を合わせるだけでなく、②④の操作を再

度行い、最良の点を探すなどの微調整が必要

だったりしますので面倒です。 

 FRG-7000 は FRG-７と同様ワドレーループ

式です。ワドレーループ式がどんなものか調

べてみましたが、よくわかりません。ただ、

同時期に発売されていた受信機や BCL ラジ
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オと比べても格段、優れているというところ

も、劣るところも感じません。中波の感度は

よく、全体的にノイズが少なく感じます。強

いて言えば、ハイバンド 12MHz 以上は少し受

信感度が低いように感じることがあります。 

 私個人の感想ですが、USB、LSB モードの

音質は素晴らしいと思います。 

 

３ Narrow化への憧れ 

昭和から平成初期にかけ、BCL の憧れは、

受信機の選択度を狭くすることだったと思

います。Narrow 化することへの憧れを多く

の BCLが抱いていました。そういった風潮が

あったためか、SONY は ICF-2001Dから ICF-

SW77 へと機種変更したとき、選択度を狭く

しました。当時、私はポータブル機で DX が

できるという期待感に満ち溢れていました。

しかし、実際に手にして聞いてみると、選択

度が狭くなったことで音質が犠牲になって

おり、そのこもった音にがっかりしたのと同

時に何か期待を裏切られたという思いだけ

が強く残ったことを記憶しています。 

高校時代に購入した FRG-7000 はすでに

Narrow 化されており、優越感がありました

が、実際、短波で DX に使うときは、USB も

しくは LSB モードの状態が良い方で受信し

ていました。Narrow 化した AM 変調では音が

こもってしまいます。USB または LSBモード

は音質もよく DX に向いていました。最近、

同時期に販売されていた日本無線の NRD-

515を購入しました。当時の状態を維持でき

ているかどうかはわかりませんが、聞きやす

さでは、FRG-7000 に軍配が上がります。ト

ーンコントロールで好みの音質に変えられ

ることが大きいのでしょうか。 

 なお、FRG-7000の Narrow化は次のように

簡単に行うことができます。 

 

本体カバーを外して底面を見ると、写真の

ようにモード切替のロータリースイッチが

中央部に現れます。 

そして、このロータリースイッチの配線を

次のように変更します。 

 

 ②から出ているリード線を外して、①に付

ける。 

 ①②は半田で繋がっているので、外し、②

と③を半田で繋ぐ。 

 これだけで終わります。難しいことはよく

わかりませんが、これにより SSBの選択幅を

活かして AM 変調での受信ができるようにな

ります。 

 しかし、前述したように DX で使うには

USB,LSB モードで十分その役目を果たして

くれることから、サブで所有している FRG-

7000 は改造をしていません。もっとも短波
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放送局が減少している現状ではその必要性

すら感じません。 

  

４ FRG-7000 あるある 

     早く言いたい～♪ 

①一番多いケースが、時計のところにある

LOCAL のランプが消えていることです。電源

を切ってもこのランプは点いているはずで

すが、消えているものがほとんどです。 

 

②ケースの縁が欠けているものが多い。残念

ながらケースの縁が薄く、衝撃を受けると割

れやすくなっていますので、注意が必要です。

私のサブ機も気が付いたら一部が欠けてい

ました。とてもショックです（泣） 

 

③内部から発信されるノイズが混じる。私の

場合は慣れているためか、まったく気にして

いません。ヘッドフォンをして聞いたり、IC

レコーダー等で再生してみたりするとその

音に気付くと思います。初めて聞く人にはか

なり耳障りな音だと思います。 

  

５ 今も現役 FRG-7000 

 高校時代に手にした FRG-7000 でしたが、

大学を卒業し、就職したばかりの頃に BCLか

ら情報無線の聴取へと興味の対象が移って

しまったころから、手放してしまいました。  

しかし、FRG-7000 への未練があり、再び

２台目を購入しましたが、縁が大きくかけて

おり、見た目にもとても残念なものでした。

すぐに手放し、その後、さらに２台をオーク

ションで手に入れ、現在は３台目をメインに

毎日使用し、４台目をメイン機の故障に備え

てサブ機としてたまにメンテナンスの意味

も込めて電源を入れています。 

 また、アンテナは ALA-1530S+を使用して

いますが、相性がとても良いです。 

  

６  

   

音に魅了され、高校時代、大学時代とアフリ

カ局をよく追いかけておりました。  

 しかし、短波放送局が減少する中、昔のよ

うな珍局ハントのような使い方はできませ

ん。役割は変わり、今では中波国内ラジオ局

や日本語放送を聞きやすい音で、日々の仕事

の疲れを癒してくれています。 

 FRG-7000 は、長年連れ添った良き相棒と

して、これからも大事にしていきたいと思い

ます。 

 最後に

 中学時代に 4990kHz の Radio Nigeria 
Lagos 局から 03:00 に聞こえてくるドラムの
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過去に断捨離＝終活のネタとして何度か投稿させ

て頂きましたが、他に断捨離を計画しているもの

があります。書籍は一番整理、処理しやすい内容

でもあるのですが、手つかずにおりましたのでそ

れについて整理中の途中経過をまとめました。自

分の WEB には過去アップしているのですが、それ

に補足の意味を含めておもしろそうな物だけピッ

クアップしています。具体的な内容というより雑

感、みたいなものを中心に記載しました。これら

の書物は最初、日本の無線ショップ経由で購入し

ていましたが、その後 USの Universal Radioから

直接、その後、最後は amazon USから購入してい

ました。HOW TO物から、ラジオ・コレクティング

やアンテナ・ノウハウの物までそれっぽいのを購

入しておりました。 

 

PROCEEDINGS 

1989edition, 1990edition, 

1991edition.  

1992-1993edition,  

1994-1995edition 

書店で売っている本ではなくラジオ

クラブが発行の書籍です。これは問答

無用で楽しかったです。１冊購入して

おもしろかったのでバックナンバーを

全て取り寄せました。カナダの FINE 

TUNINGってクラブ？会報？の別冊のよ

うなものです。かなり PROPAGATION の

内容に近いと思います。受信結果、受

信機、アンテナまで超マニアックにま

とめられています。７０年台～８０年

台前半の日本にあったラジオ・BCL 本

は HOW TO モノまたは受信結果物が

基本であって、アマチュア無線を対応

としたテクニカル本を除けばこの手の

ものはなかったと記憶しています。昔、ラジオ系

のクラブをやっている時にこんな本を作りたいと

真面目に考えていろいろトライしましたけど残念

ながらその域には到底たどり着きませんでした。

現在はそれを TDXC の皆さんがほぼ同じような事を

やられているというのがとても嬉しく思います。 

 

SHRTWAVE RECEIVER PAST AND PREENT 

簡単なインプレッションはありますが、基本は通

信機機器の写真と仕様、特徴が書いてある「だ

け」です。「だけ」と考えるのはネット文化があ

り誰でもがカラー写真、動画付きのインプレッシ

ョンが可能な今の時代だからであり、９０年台の

頭では受信器を写真付きで羅列して紹介すること

自体がそれはそれで意味がありました。型名だけ

は噂で聞いたことがあるけど、といった往年の民 
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生、業務用受信機も詳細に紹介されているので、

特にラジオコレクターの方々にはとてもいいバイ

ブルになったのではないかと思っています。特に

第２版目はカラー写真の表紙に加えて厚い紙質、

そしてそのページ数と大きさから得られる重量

感。一家に一冊、のようなイメージさえ醸し出し

ていました。 

 

RADIO RECEIVER Chance or Choice 

MORE RADIO RECEIVER Chance or Choice 

これは先の PAST ＆ PRESENTよりもう少し使用感

を加えて実際に使うとしたらどれがいいかな、の

本の題名の如く「受信機の購入時」に参考に見る

ような本です。もっともこの本が出版された時代

にはすでに過去の受信機となっていたものがほと

んどでしたのでその「受信機の購入時の参考」と

いうのは「中古」での話になります。こういうイ

ンプレッション付きの本と言うのはかなり貴重な

部類にはいるのではないかと思います。評

価されている機種は表紙の写真にあるよう

なお馴染みの短波放送受信用のラジオ・通

信機なので日本のラジオ好きの方にはぴっ

たりの内容ではなかったかと思います。で

も、当時、ラジオ好きの方からでもこの本

の話題を聞いたことはありませんでした。

その後発売された受信機を集めて MOREと

出してその続編がありました。 

 

LANGUAGE LAB  

SECRET OF SUCCESSFUL QSL’ING 

スペイン語、ポルトガル語。フランス語、インド

ネシア語で受信報告書を書くための手引き書。７

０年台は「短波」誌で不

定期にこのような企画が

あったと思いますが、こ

れもどのように各国語の

受信報告書を作成するの

か？が言語ごとに本にな

っているものです。本、

っていうか印刷物かな。

それでもかなりずっしり

重たい感じです。残念な
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がらこれを使って受信報告書を送った記憶があり

ません。 

ちなみに QSLカード取得の内容だけで本にな

ってしまってる SECRETS OF SUCCESSFUL 

QSL’ING という本もありました。 

当時、ラジオ受信のひとつのカテゴリーとし

て QSL、カードは世界的に確立していること

をあたらめて認識できました。 

 

THE SHORT WAVE LISTEN’S ANTENNA 

RECEVING ANTENNA HANDBOOK 

LOW BAND DXing 

 当時の日本ではアマチュア無線を対象とし

たアンテナの本は沢山ありましたがリスナー

だけを対象としたこの手のしっかりとしたアンテ

ナ本というのはなかった気がします。まず、そこ

が凄いなというのが実

感です。ラジオ本の中

の１項目、または専門

雑誌のコーナーでアン

テナがある程度でし

た。この短波を対象と

いうのが日本に限らず

インターネットが登場

の前はまだまだ短波放

送がおもしろかった時

代だったのかもしれま

せん。電波を出すわけ

ではないので難しいこ

とを考えずに作れるの

が短波放送用のアンテ

ナの魅力でした。です

からそのあたりを説明

されています。 

アンテナ本といいえば

LOW-BAND DXing が昔

から有名でした。９０

年代は東京に住んでい

ましたが、高台の環境

のいいところに住んで

いたので全長 40メーター程度のワイヤーアンテナ

を張って 90mbや 60mb を中心に聞いていたのでア

ンテナの研究をしようと思い購入しましたが、環

境の変化でこの本も活用できていませんでした。

なお、こちらは受信用ではなく送信も含んでお

り、つまりアマチュア無線が対象の本です。 

 

M STREET DIRECTRY 

1991 年に偶然本屋で見

つけた奴だけどあまり

興味がない内容だった

ので１冊買ってそれで

終わりでした。調べる

と 1989 から 2010 まで

毎年発行されてたよう

です。アメリカ、カナ

ダを対象として 州、

都市ごとに AM、FM とも

に周波数、コールサイ

ン、出力、電話番号、

住所が記載されています。業界関係者向けなのか

ラジオマニア向けなのか知りませんがその筋の方

にはぴったりの内容だったのかもしれません。 

 

INSIDE YOUR SHORTWAVE RADIO 

一見 JRCの無線機

のような内部の写真

が表紙のこの本は名

前のとおり短波受信

機を対象とした無線

機ハードの HOW TO 

モノです。そうはい

っても例えば PLL 部

分では VCO、基準発

振器、位相比較機に

ついて分かりやすい
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言葉で（恐らく。。。少なくてもエンジニア向け

の物とは表現方法が異なるので）数ページにわた

って説明しています。これもそうですが、「短波

ラジオ」という題名であるあたりにとても親近感

が湧きました。 

 

The Technician’s RADIO RECEIVER Handbook 

ラジオ系の各種本を書かれている Joseph J. Care

さんのハード系の本。題名は Technician’s が付

いているので先の

INSEIDE〜よりワン

ランク上の本で

す。当時の無線機

構成の定番を説

明。フロンエンド

の項目ではローカ

ル発振器とミキサ

ー、スプリアス、

インターセプトポ

イント、フィルタ

構成など昔良く聞

いた言葉について図を交えて説明しています。で

も、決して難しくはないですし表題ほど専門的で

はありませんのでラジオを語る方々との各種ミー

ティング前には読んでおいて損はない本だと思い

ます。 

 

COMMUNICATIONS RECEIVERS 

 この本は初めて amazon から購入した物で、それ

もまだ確か日本にない時に USからダイレクトにい

れた物だったと思っています。これは基本的はプ

ロ用です。当時、その手の設計の仕事があったの

で趣味・仕事兼ね

て購入したもので

す。時代はこの後

くらいから通信機

は急激にデジタル

化が進んでいき IF

を持たないダイレ

クトコンバージョ

ン、DSP、デジタ

ルフィルタが台頭

してきて往年の無

線機設計とは異な

る方向へ進んでいきました。ちなみのこの著者の

方は有名な通信、マイクロウエーブ系の学者さん

で名前でおわかりのとおり測定器メーカーの Rohde 

& Schwarz社の創業者の Rohde さんのご子息です。 

 

ON THE SHORTWAVES, 1923-1945 

 短波放送の歴史本です。それもラジオの創世記か

から第二次世界大戦の時代までの間でいかに短波

放送が楽しめ

る、魅力ある存

在であったかに

ついて書かれて

る（書かれてい

ると思われる）

本です。実は読

んでいないで

す。内容は目次

から推定しいま

す。申し訳けな

いです。英語が

得意ではないこ

とも手伝ってと

ても面倒で読めていませんでした。当時、何とな

く買っておいた方がいいかなと思って購入したも

のです。内容を「ラジオ」全体像ではなく「短

波」としているところにとても好感が持てまし

た。 

 

 本年も Propagation に参加させていただき本当

にありがとうございました。 
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梅雨の足音が聞こえてきそうな 2022年 5月下旬。

横浜のファミレスで小さな「ヤロメロ同窓会」を開

きました。お相手はラジオネーム「カワサキ TW127」

（JJ1ETX 局長）氏。筆者が開催した BCLロールコー

ルの 2 回目（2020年 1/4）で初めて交信してからの

お付き合いとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏は日本短波放送、のちのラジオたんぱで放送さ

れていた大橋照子さんの「ヤロウどもメロウども

Oh!（通称ヤロメロ）」の元リスナー。それも筆者が

聞き始めるずっと以前からの古参リスナーさん。ロ

ールコールにはその後も時間があればチェックイ

ンくださり、筆者にとってヤロメロを聞き始めた

1980 年以来 42年経って初めて出来た「身近なお知

り合いリスナーさん」です。 

ある時、交信中に「当時の照子さん関係の資料（書

籍やファンクラブの会報など）が手元にあります。」

とのお話がありました。アマチュア無線リスナーの

名簿もお持ちの様で、当時ハガキで登録だけしてお

いた筆者としては一度見てみたかった資料でした。 

ここは思い立ったが吉日、さっそく氏と日程調整

を行い、晴れて元ヤロメロリスナーの同窓会が実現

しました。氏は 1960 年生まれで筆者より 6歳年上

の 61 歳。待ち合わせのファミレスに大きな紙袋を

持って姿を現した氏は、無線での穏やかな話し方と

同様、上品で終始温和なお人柄でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【はまっこ】初めまして。いつもロールコールや

Twitter ではお世話になっています。今回は無理を

言ってすいませんでした。よろしくお願いします。 

【TW127】こちらこそよろしくお願いします。昔の

資料をいろいろ探したのですが思ったより少なく

て参考になるか心配ですが。 

 

■BCL の馴れ初め 
 

【はまっこ】ヤロメロの資料を見せていただく前に、

BCLの馴れ初めからアマチュア無線へ至るまでにつ

いて聞かせてもらえますか？ 

【TW127】子供の頃は引っ越しが多く東京の新宿区

や三鷹市、北区に住んでいました。小学 6年生の頃、

ニッポン放送の夜のミニ番組「欽ちゃんのドンとい

ってみよう!」が好きで家にあったラジオでよく聞

いていました。ある晩、中波のダイヤルを回してい

たら海外の外国語放送や日本語放送が聞こえたの

が BCL へのきっかけでした。 

その後、中学 2 年の時に念願のスカイセンサー

5800 を買いました。数ある BCL ラジオの中からそ

の機種を選んだのは、受信周波数が 28MHzまでカバ

ーされて、BFO やアンテナ端子が付いて、ナショナ

ルより若干価格が安かったからです。電気のコード

を割いたビニール線を家のベランダに張って色々

な放送局を聞き、殆どラジオ漬けでした。 

好きな放送局は、R オーストラリア、DW、BBC の

3 局でしたね。キリスト教放送の HLDA も好きでし

た。自分はクリスチャンではありませんが、あれを

聞いている時は心が清らかな気分になれました。 

 

■照子さんよりハロージーガム 
 

【はまっこ】海外放送の他に本日の主役である日本

短波放送も聞かれていましたよね？ 

【TW127】はい、当時の同局は株式市況と競馬を流

はまっこラヂヲ通信 

BCL ロールコール繋がりで奇跡の開催！ 

二人だけのヤロメロ同窓会 

同窓会の会場 
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しているイメージでした。ある日とても「きゃぴき

ゃぴ」した女性のおしゃべりが聞こえてきました。

それが照子さんでした。ヤロメロの前身番組、ギャ

ングパークの 1 回目だったと思います。ただそのテ

ンションには付いて行けず、残念ながらそれ以降聞

くことはありませんでした。 

それに引き換え BCL 情報番組「ハロージーガム」

はよく聞いていてハガキも出す程でした。番組で IS

のレコードが当選したこともあります。手元にある

はずなのですが、未だ見つからない状態です。(笑) 

 

■ラジオからアマチュア無線へ 
 

【はまっこ】アマチュア無線にシフトしていったの

はいつ頃ですか？ 

【TW127】BCL を始めて暫くしてからです。中学 2年

の時に蒲田の日本工学院で国試を受けて合格。受験

を控えているからと親から止められ、高校入学して

から開局しました。開局バンドは 50MHz、ナショナ

ルの RJX-601 による AM運用でした。 

その次にトリオの TR-1300 で SSB デビュー、10W

のリニアをつけて屋根馬に 6 エレ八木を載せて振

り回して楽しみました。その後、台風でアンテナが

倒壊。お隣さんに被害を出してしまった苦い思い出

があります。 

 

■きっかけはキャンディーズ？ 
 

【はまっこ】ハロージーガムからの流れで照子さん

のヤロメロも聞くようになったのでしょうか？ 

【TW127】そう単純な話ではないんです。実はキャ

ンディーズがきっかけでした。当時私は大のキャン

ディーズのファンで特にミキちゃんがお気に入り

でした。照子さんのヤロメロの中でキャンディーズ

のコーナーがあり、それが目的で聞き始めたのです。

そのうちにキャンディーズから照子さんにハマっ

ていった次第です。1978 年にキャンディーズが解

散した後も照子さんの放送は聞き続けていました。 

 

■「隠れ照子」ヤロメロリスナー時代 
 

【はまっこ】ハガキなんか出されていたのですか？ 

【TW127】出していません。当時ハガキを出さずに

聞くだけのリスナーを「隠れ照子」と呼んでいまし

たが正にそんな感じでした。 

【はまっこ】スタジオへは遊びに行かれました？ 

【TW127】何かのイベントの時などには行きました。

とは言ってもかぶりつきで照子さんを見るわけで

もなくソファーのある壁際に立って、いわば「壁の

花」状態で参加していました。 

高校や大学も東京でしたから虎ノ門のスタジオ

に遊びに行こうと思えば簡単に行けた環境でした

が、引っ込み思案だった私はたまにしか行きません

でした。今となっては後悔しきりです。 

 

■初めて見る照子さん関係の書籍 
 

【TW127】書籍の前にこれを見て頂きたくて！ 

【はまっこ】おおー、チェリーの鍵！番組初期にリ

スナーにプレゼントされた伝説のアイテム！初め

て手にしましたが、金属製で立派ですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【TW127】これは当時に貰ったのではなく、1985年

2/10 のイベントに参加してじゃんけんか何かで手

に入れたものです。 

【はまっこ】なかなか見られない鍵の裏の写真も撮

らせてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NSB の文字が眩しいチェリーの鍵 

裏面は表と異なったデザイン 
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【TW127】書籍はあるだけお持ちしましたが、まず

は照子さんがヤロメロをお辞めになるときに発刊

された「大橋照子と仲間たち」ですね。 

【はまっこ】これ、持っていないんですよ。初めて

見ます。（パラパラ・・・）すごい量の照子さんの写

真が掲載されていますね。ラジオの製作、ラジオマ

ガジンなど書籍に掲載された白黒写真しか目にし

たことないのでとても新鮮です。リスナーの方々が

撮影したベストショット集の感がありますね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結婚式の写真なども掲載されているとは凄いで

すね。ちなみに「結婚させていただきます宣言」の

時は聞かれていましたか？ 

【TW127】聞いていました。衝撃的でしたけど「これ

はめでたい、一緒にお祝いしたい！」といった気持

の方が大きかったです。それよりもサンフランシス

コに渡米すると聞いた時が一番ショックでした。 

【はまっこ】こうやって多くの写真を見ると、当時

の照子さんのショットも可愛くて貴重ですが、バッ

クに写るスタジオや有名人リスナーのお姿も貴重

ですね。うわ～、リスナーからのハガキも自筆のま

ま掲載されているとは！これは参考になりますね。

他のリスナーのハガキの書きっぷりって目にする

機会が無いじゃないですか。自分は鉛筆で薄く罫線

を引いて、左右に蛍光ペンで目立つよう色付けして

送っていました。それでもなかなか読まれなかった

ですね。 

【TW127】ここに掲載されている書籍やレコードは

結構買いました。どこに行ったのかわからないのも

ありますが。 

【はまっこ】LP「さくらんぼ」は自分も持っていま

すが、今はプレーヤーが無いので聞くことが出来ま

せん。シングルカットもされていたとは初めて知り

ました。 

 

■当時の録音テープを再生できない 
 

【はまっこ】番組の録音はされていたのですか？ 

【TW127】聞くだけで録音は全くしていませんでし

た。でも照子さんが渡米のためヤロメロをやめる宣

言をされてから 1985 年 2/28 の最終回までは録音

しました。カセットテープが 10 本ほど手元にある

のですが再生機が無くて残念ながら聞くことが出

来ません。現在、MP3に変換できるラジカセの購入

に向けてネットで物色中です。評価が低いのが多く

悩ましいです。 

【はまっこ】それなら信頼性のある国内メーカーの

再生機を購入して手持ちの IC レコーダーで録音す

るのも手ですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■懐かしのラジオマガジン 
 

【はまっこ】ラジオマガジン、毎月買っていました。

懐かしいなあ。でもこの号は覚えていません。 

【TW127】この号は照子さんがヤロメロを辞める引

退記念記事が掲載されていたので保管していまし

た。改めてよく見ると千倉真理さんの方が大きく取

り上げられているんですよ、それもカラーで。今で

こそミス DJ を熱心に毎週聞いていますが、その当

時は何とも思いませんでした。(笑) 

【はまっこ】私も何とも思いませんでした。(笑)で

もなんでミス DJ は聞かなかったのですか？私の場

合は自宅が文化放送をスキップする不感地域だっ

たからなのですが。 

【TW127】うーん、何でかなあ。深夜放送は谷村新司

さんやばんばひろふみさんなどをよく聞いていま

したが基本的にトークが好きだったし、女子大生と

いうのが自分と住む世界が違うと感じて敬遠して

いたのもしれません。 

これ以外に単行本多数お見せ頂いた 

その後、氏の Twitter で公開された中華製ラジカセ 
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■ファンクラブの会報 
 

【はまっこ】この封筒の束が当時送られてきた会報

ですか。きれいに整理されていますね。 

【TW127】普通のファンクラブからアマチュア無線

クラブまで色々なクラブに入っていました。会費も

郵送料位でしたから安かったです。クラブ間の競争

や派閥なんかもあったりして大体 1 年間でやめち

ゃいましたが。 

【はまっこ】みんな手書きですね。小さな字でびっ

しり書かれていて照子さん愛が感じられます。 

【TW127】全部読んでいたわけではなく、送られて

きたらざっと目を通して気になる部分だけしっか

り読んでいました。 

【はまっこ】使用されている紙も上質紙にコピーし

たものから藁半紙にガリ版刷りなど様々で時代を

感じます。アマチュア無線クラブの会報は照子さん

ネタから電子工作記事まで、これまたバラエティー

に富んでいますね。今思えば一つくらいクラブに入

っておけばよかったと思うのですが、クラブの存在

や入会手続きなどの情報がほとんど無かったので

仕方ないですね。 

 

■ついに対面！コールサイン名簿 
 

【TW127】これが Twitter で話題に出したリスナー

コールサイン名簿です。名簿は初版の半年後に改訂

版が発行されていて、自分の情報は改訂版に掲載さ

れました。1エリアでは自分のコールが一番古いの

で、照子さんの次に掲載されているのが自慢です。

(笑)はまっこさんは初版から掲載されているから

ずいぶん長くクラブに所属されていたのですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【はまっこ】クラブに所属していたわけではありま

せん。番組で「アマチュア無線を開局しているリス

ナー名簿を作成するので連絡ください」とある方の

ハガキが読まれたので、送っただけです。クラブ活

動や横の繋がりなど全くありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【TW127】でも何で名簿を受け取っていないんです

か？自分には封書で送られてきましたけど。 

【はまっこ】それは覚えていません。単に情報提供

だけしたのかもしれません。おっ「リスナーのロー

ルコールをしましょう」って書かれていますね。リ

スナーは全国規模だから 7 メガでやるとしても大

変ですね。今ならオンラインミーティングで簡単に

出来そうですけど。ぜひ発起人になって下さいよ～。 

【TW127】いや～無理無理。でもこのリストの中で

まだ無線を続けている人は何人いるんでしょうね。 

 

■アマチュア無線クラブの会報 
 

【TW127】最初に出来た無線クラブは「2スタクラブ」

だと思います。スタジオに通っていた人たちで作っ

たクラブです。当時はたくさんのクラブが設立され

ていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表紙は照子さんの写真付きと豪華 

40 局以上の住所、運用バンド、使用リグなどが掲載 

一つの番組でこれだけ多数のクラブがあったとは驚き！ 
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自分は「大橋照子通信部隊」や「D.B.C．3.925MHzハ

ムクラブ」などに入っていました。立派な会員証も

送られてきたり、中には数号の会報で終わってしま

ったのもありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1978 年に当時地方に住んでいたクラブの会長さ

んがこの日に上京すると会報に書いていて、サンシ

ャイン 60 で運用していた時に交信したことがあり

ます。これがその時の QSLカードです。 

【はまっこ】50MHzAM で双方 RJX-601ですね！59+40

㏈とありますから振り切れ状態ですね。 

【TW127】自宅がサンシャイン 60の近くでしたから

良好に入感していました。 

【はまっこ】B5 サイズが一般的な中で D.B.C.さん

の会報は B6 サイズとは珍しい。内容は電子工作記

事も載っていたりして結構硬派ですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■BCL、無線ライフの休眠から復活まで 
 

【TW127】就職するとラジオ・無線から離れていき

ました。そして 2019 年頃、再びアマチュア無線を

再びやってみようかなと思い立ちベランダに GP を

設営したんです。でもワッチが多かったですね。自

分で積極的に声を出すことはしない性格でしたか

ら。(笑)しばらくして 430MHzFM ではまっこさんの

BCLロールコールが聞こえてきて初めてチェックイ

ン。それが大きな転機となりました。 

【はまっこ】何と！ 

【TW127】ラジオ・無線の趣味を楽しむなら Twitter

のアカウントだけでも作っておくと良いですよと

言われて、そこからすごく世界が広がりました。 

それがきっかけで中華ラジオや中古のクーガ 115

を買ったり、千倉真理さんの文化放送ミス DJ や

KTWR フレンドシップラジオなどにメールを出し始

め、ラジオタイランドは毎晩欠かさずチェックする

など BCL 沼にハマりっぱなしです。この歳になって

人生のスパイスを沢山もらえてラッキーです。(笑) 

【はまっこ】いえいえ、なんだかとんでもない世界

に無理やり引き込んでしまったようで申し訳ない

です。（←ホントはちっとも思っていない） 

本当に今日は長時間にわたり貴重なお話と資料

をお見せ頂きありがとうございました。これからも

ヤロメロの先輩として是非お付き合いの程、よろし

くお願いします。 

【TW127】いやー、ホント楽しかったです。こんなに

長時間ダラダラと趣味の話をおしゃべりするのは

久しぶりです。 

【はまっこ】とりとめのない話ですいません。 

【TW127】とんでもない！とりとめのある話はつま

らないですもん。(笑) 

 

実質 4 時間以上の同窓会となりました。コールサ

イン名簿を見ながら「ここに掲載されている中高校

生の 2 局が 40 年後に初めて会うなんてなんて奇

跡！」と思わずにいられませんでした。 

またお話を聞いているうちに、温和な中に一本筋

が通った強い意志を持つ方といった印象を受けま

した。氏は照子さん一筋（筆者は斉藤洋美さん、小

森まなみさんなど手を広げていた）、現在は岡村孝

子さんを長きに渡り応援されています。この強い意

志が Twitter という媒体を介してラジオ・無線界に

今後どのような影響を与えてくれるのか、今からと

ても楽しみです。 

 最後に筆者のワガママを快く引き受けてくださ

いました「カワサキ TW127」（JJ1ETX 局長）氏に厚

く御礼申し上げます。 

（は） 

印刷で制作された立派なクラブ員証 

B6 サイズのコンパクトな会報 
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セクシー・オールナイト考 
 
 

        
長谷川 眞也 

 
 
セクシー・オールナイトとは 
1980年台にBCLを楽しんでいた世代で、「セク
シー・オールナイト」という番組名を聞いて反応
する方は多いだろう。 
セクシー・オールナイトは、ラジオたんぱ（現在
のラジオNIKKEI）で 1982年 10月から 1984年
3月まで放送されていた深夜番組。にっかつロマン
ポルノとタイアップし、ポルノ映画の音声やエロ
チックなラジオドラマ、テレホンセックスなど、
あまりにも過激な内容で話題となった。 
放送がはじまった当時、筆者は中学2年。自由に
アダルトグッズを手に入れにくい年頃だっただけ
に、とても興奮して聞いていたのを思い出す。 

 
 
 

 

 
 
資料不足に悩まされた番組調査 
まずこの番組についての文献資料を探したが、ほ
とんど見つからなかった。2004年 4月にラジオN
IKKEI が開局 50周年で発行した記念誌「ラジオが
くれた贈り物」の社史にも、『1982（昭和 57
年）10・2「セクシーオールナイト」放送開始、話
題沸騰』とだけしか書かれていない。 
リイド社が発行していた雑誌「ビジュアル映画マ
ガジン アクトレス」ではセクシー・オールナイト
放送テープを読者プレゼントしていたが、バック 

 
 
 

筆者が BCL にハマっていたのは、ほぼセクシー・オールナイトと

同時期だった。1982 年 3 月 14 日 3925kHz 17:30〜18:00、BCL

ワールドタムタムを受信したときのベリカード 

ラジオ NIKKEI が開局 50 周年で発行した記念誌「ラジオがくれた

贈り物」。付録はベリカードコレクション 

 伝説と化した番組ではあるが、実はあまり詳しい 
ことは知られていない。どんな経緯で制作・放送
されたのか、どんなスタッフが関わっていたの 
か、どんな反響があったのか、海外にも番組リス
ナーはいたのか......
 いまでもラジオ仲間の間で語り草になっているセ 
クシー・オールナイトについて、ここであらためて
調べてみたいと思う。
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ナンバーは入手できず。ネットでもWikipedia に
載っている情報以外は、個人のブログの思い出話
が散見される程度だった。 
粘り強く検索を続けたところ、ラジオNIKKEI 開
局 60周年記念サイト「この一瞬を未来へ」にたど
り着いた（現在は閲覧できない）。2014年 12月
19日に公開されたページには、「記憶に残る!? 伝
説の深夜番組『セクシー・オールナイト』」と題
した記事がある。内容を簡単に紹介しよう。 
	

●番組制作の趣旨は、視覚によるセクシー情報が
あふれ、そのものズバリを見て刺激される方法が
一つの行き詰まりに至りつつある中で、音声に
よって想像力をかきたて、官能を刺激する新しい
方法を生むため 
●番組パーソナリティーのオーディションに、新
劇女優やモデル、一流商社のOL、デパートガー
ル、日活ポルノ女優志願の女性も応募してきた 
●ゲストの日活ポルノ女優を迎えてのスタジオ録
音は、尋常ならぬセクシーな雰囲気に 
 
さらに記事には、番組制作の決定的な理由が記載
されていた。 
 
●セクシー・オールナイトには、あるオーディオ
メーカーの、短波放送が受信できるカーラジオの
普及という目的があった 
 

 
たしかに番組内では、クラリオン社製の短波カー 
ラジオのCMがひんぱんに流れている。以下がそ
のCMのテキストだ。 
 
「（女声）短波放送が、聴きやすくなりました。 
（男声）クラリオン短波カーラジオ。いままで聴
きづらかったノイズ・音切れを取り除いて、短波
イメージ一新。さあこれからは、車の中で株式放
送や競馬放送がクリアーに聴けます。あなたの車
に、クラリオン短波カーラジオ」 
 
ラジオたんぱは1980年 3月から深夜番組
「ニュース・オールナイト」を開始し、同年8月
にはクラリオンと短波カーラジオ「RA-950A」※を
共同開発。このラジオは翌1981年に放送文化基金
賞放送技術賞を受賞している。 
時代はバブル、カーラジオでニュースや株式情報
を入手したいユーザーがいたことも想像できる。 
 
ラジオNIKKEI に電撃質問 
放送局関係者へも取材を試みた。ラジオ、オンラ
イン･メディアを中心に音楽関連の企画・制作を 
なさっているNDXC（名古屋DXers サークル）の 
香川光彦さんは、ラジオNIKKEI の長寿番組「テ 

※RA-950A はラジオたんぱのみ受信できるカーラジオ。電解強度の変化に応じて受信周波数を自動的に切り替える OES（Optimum 

Electric field Scaner）機能、PLL シンセサイザー回路、クリーン Z2雑音除去回路、5kHz ビートキャンセラーなどを搭載。定価 39,800 円 

ラジオ NIKKEI 

開局 60 周年記

念特設サイト

「この一瞬を未

来へ」の『記憶

に残る!? 伝説

の深夜番組「セ

クシー・オール

ナイト」』 

ラジオ NIKKEI 開局 50 周年記念誌「ラジオがくれた贈り物」社史

（1982 年部分） 
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イスト・オブ・ジャズ」の制作の手伝いをしてい
る。社内にセクシー・オールナイトを知るスタッ
フがいないか尋ねてみたが、「自分の知ってい
る、（放送）当時に出入りしていた担当者はもう
亡くなっている。スタッフはほとんど代変わりし
ているので、直接ラジオNIKKEI に問い合わせて
も分からないかもしれない」とのこと。 
 
こうなったら御本尊に問い合わせてみようと、ラ
ジオNIKKEI のウェブサイトからセクシー・オー
ルナイトについての問い合わせメールを送ってみ
たが、残念ながら返答は無かった。 
 
 番組の調査はここで行き詰まる。株式や競馬、
医学など硬派な番組が中心の放送局が、なぜお色
気というモチーフを番組に選んだのか。クラリオ
ン側から内容の具体的な提案はあったのか。番組
がソフト路線の「アイ・ラブ・ナイト」に変わっ
たいきさつは。 
40年という時間の壁に阻まれ、いろいろな疑問は
解き明かされないままとなってしまった。 
 

番組制作の経緯を年表で推測 
セクシー・オールナイトが放送されていた時代を
俯瞰することで、見えてくるものがある。ここで
筆者が作成した、セクシー・オールナイトにまつ
わる年表を紹介したい。なお番組制作の経緯につ
いては、あくまで筆者の推測に過ぎない。 
クラリオンは、1951年に日本初のカーラジオを
販売した車載機器メーカー（当時は帝国電波株式
会社）。1954年に日本短波放送が開局すると、ク
ラリオンは1958年「A-85 型 5球短波付きカーラ
ジオ」を発売。同社はしばらくの間、ラジオたん
ぱのスポンサーとして短波付きカーラジオをリ
リースし続けた。 
やがて高音質カーステレオがカーオーディオの主
流になると、クラリオンとラジオたんぱも音質改
善に取り組んだRA-950Aの販促方法を模索する。
ニッチな「ラジオたんぱ専用カーラジオ」の普及
には、かなり強力なコンテンツが必要だ。 
 
1980 年以降、それまでアダルトコンテンツの主
流であったポルノ映画を押しのけて、アダルトビ
デオが大ブームを迎えつつあった。巻き返しを図
りたいにっかつロマンポルノをスポンサーや制作
協力に巻き込んで、圧倒的人気を誇る裏番組「鶴
光のオールナイトニッポン」に対抗するセクシー
な番組を、とクラリオンは考えたのだろうか。 
クラリオンは以前からグラマーな水着のキャン
ペーンガールを積極的に広告に使っており、アダ
ルト路線への抵抗感は少なかったのではないかと
思われる。その要望にラジオたんぱは、専門ジャ
ンルに強い番組制作で「実直に」答えた...... 
 
番組スタートの翌1983年、オールナイトフジが
爆発的な人気となった。セクシー・オールナイト
も、1984年からAV女優をアイドル的に起用した
アイ・ラブ・ナイトで再出発。同年には、民放TV
各局もこぞって深夜にアダルトバラエティ番組を
開始している。 
バブルに浮かれまくる視聴者に、メディアはアダ
ルトコンテンツを次々に提供したが、やがてバブ
ル崩壊と自主規制の波を受けて消えていった。 
 
セクシー・オールナイトは、高揚感に湧く時代の
あだ花だったのかもしれない。 

短波 1981 年 3 月号に掲載された、ラジオたんぱ「ニュース・

オールナイト」の番組広告 
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セクシー・オールナイト年表 

年 月 できごと

1965 11 「11PM（日本テレビ）」放送開始

1971 11 日活ロマンポルノ第一作「団地妻 昼下りの情事」公開

1974 4 「笑福亭鶴光のオールナイトニッポン（ニッポン放送）」放送開始

1975 5 ベータマックスビデオデッキ第一号「SL-6300（SONY）」発売

6 クラリオンガールスタート（初代選出はアグネス・ラム）

1976 「EIGA NO TOMO（近代映画社）」創刊

10 VHSビデオデッキ第一号「HR-3300（日本ビクター）」発売

1977 4 「独占！おとなの時間（東京12チャンネル）」放送開始

1978  世界初のレンタルビデオ店オープン（米・フィラデルフィア）

1980 4 ニュース・オールナイト（ラジオたんぱ）放送開始

9 「セクシー・ナイト（三原順子）」リリース

10 「トゥナイト（テレビ朝日）」放送開始

1981 一般家庭のビデオデッキ普及率が10%を突破

クラリオン短波カーラジオ「RA-950A」が第7回放送文化基金賞受賞（技術部門：短波カーラジオの開発）

クラリオンカーステレオ「City Connection」発売．CMはエマニエル坊や

9 「独占！おとなの時間」放送終了

10 「さんまのサタデーナイトショー（テレビ東京）」放送開始

宇宙企画創業

11 「愛染恭子の本番生撮り 淫欲のうずき（代々木忠／にっかつビデオフィルムズ）」が2万本超えのヒット．AVブーム到来

1982 「洗濯屋ケンちゃん」リリース．家庭用ビデオデッキの購入特典としてVHSの普及に寄与

「ビジュアル映画マガジンACTRESS（リイド社）」創刊

10 「セクシー・オールナイト（ラジオたんぱ）」放送開始

1983 4 オールナイトフジ（フジテレビ）放送開始

5 「明石家さんまのラジオが来たゾ！東京めぐりブンブン大放送（ニッポン放送）」放送開始

1984 3 「さんまのサタデーナイトショー」放送終了

「セクシー・オールナイト」放送終了

4 「アイ・ラブ・ナイト（可愛かずみ、浅見美那、渡辺良子／ラジオたんぱ）」放送開始

8 くりいむレモン「媚・妹・Baby（創映新社）」発売

10 「TV海賊チャンネル（日本テレビ）」放送開始（23:55〜02:25）以下4番組は全て同日（10/6）にO.A

10 「夜はエキサイティング（テレビ東京）」放送開始（00:00〜02:00）

10 「ハロー！ミッドナイト（TBS）」放送開始（00:05〜02:00）

10 「ミッドナイトin六本木（テレビ朝日）」放送開始（00:10〜02:10）

1985 3 「夜はエキサイティング」放送終了

9 「ミッドナイトin六本木」放送終了

10 「笑福亭鶴光のオールナイトニッポン」放送終了

11 「今夜はそっとくりいむレモン（文化放送）」放送開始

1986 3 「TV海賊チャンネル」放送終了

4 「今夜はそっとくりいむレモン」放送終了

10 「ハローナイト（日産ナイトドリーム／ピンクの子猫）（TBSラジオ）」放送開始

10 「SMぽいの好き（村西とおる／クリスタル映像）」発売．黒木香のデビュー作で異例の大ヒット

1987 5 「こんばんは 由梨香です あなたとそっとくりいむレモン（TBSラジオ）」放送開始

10 「こんばんは 由梨香です あなたとそっとくりいむレモン」放送終了

レンタルビデオ店が急速に普及（全国で約2万店舗）

1988 3 「明石家さんまのラジオが来たゾ！東京めぐりブンブン大放送」放送終了

1989 4 「ハローナイト」放送終了

1990 「EIGA NO TOMO」休刊

3 「11PM」放送終了

1991 3 オールナイトフジ放送終了

10 「ギルガメッシュないと（テレビ東京」）放送開始

1993 10 「殿様のフェロモン（フジテレビ）」放送開始

1994 3 「殿様のフェロモン」放送終了

「トゥナイト」放送終了

1997 10 「A女E女（フジテレビ）」放送開始

1998 3 「ギルガメッシュないと」放送終了

「A女E女」放送終了
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60歳になったら

BCLやめるよ

宣言。
せきやま☆れいわ（５６歳）

しかし、これまでの俺のBCL人生って何

だったんだろうね。と、ふと考えた。

10代、20代はクラブでわいわい、30代、

40代は休止期間、50代はまたクラブや

SNSでわいわい。どうやらラジオを聞くよ

りみんなとわいわいが好きらしい。(笑)

休止期間中はもうBCLはやらないだろう

なと思っていたのですがね。また戻って来

てしまいました。(笑)　60歳になったらま

たやめますよ。

そう、「６０歳になったらBCLやめるよ宣

言」なのである。

ちょっと待て、早まるな！と止める人もい

るかも知れない。BCL以外のことをして

みたいと言うのと後を誰かに任せたいと言

うのが理由だな。いつまでも年寄りが上に

いたんじゃ若者が育たないでしょ。老害は

とっとと消えるが吉。若いリーダーにがん

ばって欲しいね。若い人が出て来るか？と

言えば、きっと救世主が現れますよ。安心

してください。

そもそも６０歳と言えばもうクソジジイです

よ。小学６年生で始めたBCLを６０歳まで

続けようなんて思いもしなかった。なんだ

かそれを思うとぞっと寒気がする。BCL

は還暦のジジイがするような趣味じゃない。

ちなみに俺のジイさんが６０代の頃に夢中

になっていたのがフラメンコだ。そう、あの

踊るやつね。本人はもう踊る体力も無いし、

別に若いころに踊ってたわけでもない。た

ぶん知識もろくに無かったはずだ。断言で

きる。しかし、なんか暇を持て余して近所

のコミュニティセンターのフラメンコ教室に

顔を出しているうちに「センセイ」などと呼

ばれるようになっていたのである。

そのジイさんが死んだとき、位牌にはこう

書かれた。

フラメンコ勇(いさむ)

なんだか生涯をフラメンコに捧げたような

偉人のように見えるが何のことは無い、フ

ラメンコ教室の生徒さんの４、５０代の奥さ

んらのケツを追っ掛けていただけなのだ。

それでも葬式の後には生徒さんが何人も

駆け付けて位牌の前でフラメンコの舞など

ジャカジャカ始めてしまうのである。
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そうか、おれもそれで行こう。ヒントは意外

と身近にあった。実はここだけの話、俺は

密かにインドの山奥に籠ってヨガの修行を

していた時期があるのだ。さっそく駅前の

ヨガ教室にでも行って若い奥さんらのケツ

を愛でるのも悪くない。なんならヨガの秘

法を伝授してあげようではないか。ああ、

早く「センセイ」と呼ばれたい。

どうせBCLを続けていたって「センセイ」

などと呼ばれることは生涯訪れないだろう。

しかしそれではうちの家名に傷が付く。Ｂ

ＣＬがだめならヨガでもフラメンコでもいい、

「センセイ」と呼ばれたいのである。

せきやま☆れいわ先生

おお、良いではないか。山田耕嗣先生、私

も先生に近付けましたか？

あ、いかんいかん、これではなんだか「６０

歳になったらセンセイと呼ばれたい宣言」

になってしまうではないか。決してそういう

願望があるわけではないのだ。勘違いし

ないで欲しい。あくまでもＢＣＬをやめる話

なのである。

話を元に戻そう。そうだ、若いリーダーの

話だ。若いＢＣＬは多くはないが全くいな

いわけでもない。俺が知っているだけで小

学生から高校生ぐらいに限っても５、６人

はいるんじゃないだろうか。なに？少なす

ぎるって？　いや待て、世の中にはその十

倍ぐらいのヤングBCLが潜在するのでは

ないかと俺は睨んでいる。５、６０人もいれ

ばなかなかの勢力と言えよう。

その中から紅顔の美少年的リーダーが颯

爽と登場するわけだ。俺の見立てでは間

違いない。絶対現れる。そいつが未来のＢ

ＣＬの命運を握っていると言っても過言で

はない。スーパースターなのである。そい

つは自らを「BCLの王子さま」などと言い

出すかも知れないが生温かい目で見守ら

なければいけないのである。

きっとやってくれるさ。当たり前だ。そこに

は楽しいBCLの姿しか見えない。俺には

力及ばずできなかったことをすべて実現し

てくれることだろう。がんばって欲しい。み

んなも応援してやって欲しい。

まあそんなわけで俺は60歳でBCLやめ

ようと思ってるけど、これをお読みのあな

た方クソジジイはクソジジイで晩節を汚さ

ない程度に続けてください。(乙)
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CQ ham radioとわたし
〜記事執筆への挑戦〜

JS1BXH ⻑⾕川 眞也 Shinya Hasegawa

私は⽂章を書くのがとても下⼿です

• ⼩学6年⽣の時に書いた卒
業⽂集

• 学校⽣活やクラスメートの
ことではなく，ハマってい
た趣味を題材にしていた

160



 

 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

試練・・・⽂章を書く
• 2006年7⽉

ブログ「BCL再⼊⾨」開設．
およそ16年継続中

• 2009年7⽉

三才ブックス
ラジオマニア2009
「話題の受信機
PERSEUSを国内
AMラジオ受信で
活⽤する！」
執筆
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• 2012年8⽉

TDXC設⽴
会誌「PROPAGATION」記事執筆と
編集を担当．
今年は創刊10周年を迎える

• 2017年10⽉

CQ出版社
CQ ham radio 2017年10⽉号
「カムバックBCLへの誘い」
執筆
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これまで執筆してきた商業誌の原稿（2022年3⽉現在）
掲載誌 タイトル ページ数 発売⽇ 備考

ラジオマニア2009 話題の受信機PERSEUSを国内AMラジオ受信で活⽤する！ 6 2009/7/1
BCLライフ2010 表紙イラスト 1 2010/3/29

〃 太平洋を超えてやって来る 北⽶中波DXの魅⼒ 12 〃
BCLライフ2011 表紙イラスト 1 2011/7/28

〃 家族サービスとBCLの両⽴を⽬指す！ 〃
決定版！BCLバイブル 太平洋を超えてやって来る 北⽶中波DXの魅⼒ 10  2018/5/29 BCLライフ2010の再掲（受信ログは⾮掲載）
CQ ham radio 2016年8⽉号 アマチュア無線家のためのSDR受信⼊⾨ 6 2016/7/19 別冊付録 ハムのための「ラジオ」活⽤ガイド

CQ ham radio 2017年10⽉号 カムバックBCLへの誘
いざな

い 6 2017/9/19 タイトルイラスト

CQ ham radio 2017年11⽉号 PERSEUSでBCLを楽しもう 6 2017/10/19 カラーページ
CQ ham radio 2018年1⽉号 2018年の「BCLの楽しみ⽅」 3 2017/12/19 特集 2018年のアマチュア無線
CQ ham radio 2018年1⽉号〜12⽉号 今この瞬間の世界の電波をキャッチ！ RADIOワンダラー 4 全12回／タイトルイラスト
CQ ham radio 2019年1⽉号 BCLの楽しみ⽅ 3 2019/11/19 特集 2019年のアマチュア無線
CQ ham radio 2019年2⽉号〜12⽉号 ⽡版BCLワンダラー 4 全11回
CQ ham radio 2019年6⽉号 新たな楽しみ⽅も！ 現代BCLへの誘い 6 2019/5/17 別冊付録 ハムのラジオ活⽤術

〃 最新BCL受信機ガイド 4 〃 別冊付録 ハムのラジオ活⽤術
CQ ham radio 2019年12⽉号 ⽡版BCLワンダラー特別編 秋の夜⻑にBCLで旅しよう！ 6 2019/11/19 カラーページ
CQ ham radio 2020年2⽉号 ⽡版BCLワンダラーオフ会開催 1 2020/1/18 カラーページ／編集部
CQ ham radio 2020年3⽉号 憧れだった「HFでCW」を始めたくなり，アマチュア無線に復帰 1 2020/2/19 別冊付録 読者が語る ハムのお勧めジャンル
CQ ham radio 2020年7⽉号 ⾃宅で楽しむ「お篭りBCL」 4 2020/6/19
CQ ham radio 2021年1⽉号 2021年のBCLの楽しみ⽅ 3 2020/12/19 特集 2021年のアマチュア無線

〃 世界の⽇本語放送局 1 〃 別冊付録 2021ハム⼿帳／監修
CQ ham radio 2021年2⽉号〜12⽉号 BCL TODAY！ 4 全6回 隔⽉連載／10⽉号本⽂イラスト
CQ ham radio 2021年8⽉号 夏枯れを吹き⾶ばせ！ 真夏のエンジョイBCL 4 2021/7/19 タイトルイラストラフ（クリンナップ・神崎真理⼦）
CQ ham radio 2022年1⽉号 フィールド受信で楽しむBCL 〜アフターコロナの遠征記〜 6 2021/12/18 特集 2022年のアマチュア無線

〃 世界の⽇本語放送局 1 〃 別冊付録 2022ハム⼿帳
CQ ham radio 2022年2⽉号 BCLをまるごと楽しむ本2022 48 2022/1/19 別冊付録／表紙・裏表紙・本⽂カット
CQ ham radio 2022年3⽉号〜12⽉号 BCL TODAY！FLASH 2 2022/2/19 全10回（予定）
CQ ham radio 2022年3⽉号 CW愛好家紹介 1/4 2022/2/19 以⼼電信 第31回

三才ブックス
CQ出版社（BCL）
CQ出版社（アマチュア無線）

RADIOワンダラー

掲載No テーマ コラム 懐かしの受信機 掲載誌

第1回 ⾃分にピッタリのSDR受信機を探す ICF-5900 CQ ham radio 2018年1⽉号

第2回 SDR機能「帯域記録」の魅⼒ RF−2200 CQ ham radio 2018年2⽉号

第3回 SDRを満喫するアンテナ選び RP-2000F CQ ham radio 2018年3⽉号

第4回 SDRでサクッと！国内全局制覇 RF-2800 CQ ham radio 2018年4⽉号

第5回 KiwiSDR ブラウザSDRで，BCLをもっと気楽に ICF-6800A CQ ham radio 2018年5⽉号

第6回 KiwiSDR Web公開セットアップ編・世界とSDRを共有 JP-505 CQ ham radio 2018年6⽉号

第7回 FM DXing〜⾔葉の壁を超えて海外FM局を楽しむ〜 RJX-4800D CQ ham radio 2018年7⽉号

第8回 オセアニアDXing 〜夏⾄がチャンス！ ⼩型SDRで楽しむ〜 ICF-5800 CQ ham radio 2018年8⽉号

第9回 SDRで気軽な電波旅⾏・⽇本語放送の旅へ RF-1150 CQ ham radio 2018年9⽉号

第10回 旅鉄しながらFM局ハンティング（準備編） KH−2100 CQ ham radio 2018年10⽉号

第11回 旅鉄しながらFM局ハンティング（解析編） RF-888 CQ ham radio 2018年11⽉号

第12回 アウトドアSDR活⽤テクニック ICF-5500 CQ ham radio 2018年12⽉号
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⽡版BCLワンダラー

掲載No. 今⽉のターゲット局 読者からの受信報告 私のお宝ベリカード アクティブBCL紹介 コラム 懐かしの受信機 掲載誌
第1号 ★All India Radio 16 灯台放送 あわしま JM1TGE せきやま☆あすか RF-877 CQ ham radio 2019年2⽉号
第2号 ★Radyo Pilipinas Worldwide 29 Adventist World Radio via Andorra シエスタ RP7600 CQ ham radio 2019年3⽉号

第3号
★BBC World Service（シンガポール
/オマーン/アセンション中継）

25 ラジオきらっと かながわGB250 中川 弘夫 RF-2600 CQ ham radio 2019年4⽉号

第4号 ★Radio Kuwait 21 RAI（イタリア放送協会） 細⾕ 正夫 ICF-2001 CQ ham radio 2019年5⽉号
第5号 ★★Voice of Turkey 21 Radyo Pilipinas JF3SFU 永野 正和 FRG-7700 CQ ham radio 2019年6⽉号
第6号 ★★★VOA（ボツワナ中継） 26 Radio Nederlend JN1GIH/ヨコハマAA815 澤⾕ 淳⼀ R-300 CQ ham radio 2019年7⽉号
第7号 ★KNLS 18 Radio Habana Cuba エスペラント語放送 JJ1JQJ 井⼝ 慧 RF-B30 CQ ham radio 2019年8⽉号
第8号 ★Vatican Radio 21 ⽂化放送 岡⽥ 慎太郎 FRG-7 CQ ham radio 2019年9⽉号
第9号 ★★Radio New Zealand Pacific 17 テレビ⾦沢 Jack C. Ohmori R-1000 CQ ham radio 2019年10⽉号
第10号 ★Radio Romania International 13 ⾹港電台 JP1SCQ 宮内 聰 R-600 CQ ham radio 2019年11⽉号

第11号 ★KBS World Radio 39
The Falkland Islands Broadcasting
Station / ⽇本短波放送 & KZOO / Radio
Veritas Overseas Services

JH0BDK/AB5MF 尾原 栄 NRD-515 CQ ham radio 2019年12⽉号

BCL TODAY!
掲載No. GUIDE BCLスタートガイド RECOMMEND 放送局おすすめナビ Listener's DX Report PEOPLE BCL⼈物館 NEW 最新ラジオチョイス 掲載誌

FEB. 2021 まずは⼩型ラジオだけで受信 ★ラジオ・タイランド（タイ） 9940kHz 2 峯松 史明 TECSUN PL-330 CQ ham radio 2021年2⽉号

APR. 2021 ワイヤ・アンテナを張ってみよう ★Hope Radio（パラオ） 9965kHz 7 ⼤場 英治（はなぶさ おさむ） Airspy HF＋Discovery CQ ham radio 2021年4⽉号

JUN. 2021 いよいよアンテナを外に設置 ★Radio Farda（イラン向け） 15690kHz（タイ） 5 星岡 李⾥（Riri） Airspy YouLoop CQ ham radio 2021年6⽉号

AUG. 2021 アウトドアで受信
★Voice of America（フィリピン）

11965/15565/17680kHz
5 坂⽥ 好広（かぴとう） aiwa AR-MD20 CQ ham radio 2021年8⽉号

OCT. 2021 SDRを使ってみる ★★〜★★★DWNX（フィリピン）1611kHz 2 斎藤 允伸（ゆうちゃんのパパ） Malachite DSP SDR Receiver HQ CQ ham radio 2021年10⽉号

DEC. 2021 受信報告書とベリカード

★ Radio NUG (台湾？) 17710，12000kHz

★ Afghanistan International TV（ウズベキスタ

ン？）7600kHz

3 ⾦澤 江美（えぃみぃ） ICOM IC-R8600 CQ ham radio 2021年12⽉号

BCL TODAY! FLASH
掲載No. RECOMMEND 放送局おすすめナビ Listener's DX Report PEOPLE BCL⼈物館 掲載誌

MAR.2022 ★★ Rádio Nacional da Amazônia (ブラジル) 11780kHz 0 JK3LVL 河島 憲雄 CQ ham radio 2022年3⽉号

APR. 2022 ★★ Radio France Internationale (フランス) 9790／11700kHz JH0EYA 島 敏博 CQ ham radio 2022年4⽉号

164

長谷川眞也
MAY 2022

長谷川眞也
JUN. 2022

長谷川眞也
JUL. 2022

長谷川眞也
AUG. 2022

長谷川眞也
★ BBC World Service（イギリス）11680kHz

長谷川眞也
★★ Radio Rebelde（キューバ）5025kHz

長谷川眞也
★★ TWR Africa (エスワティニ) 9940kHz

長谷川眞也
★★ Radio Ndarason International 12050kHz

長谷川眞也
植村 昭男

長谷川眞也
JK2IXE 林 優

長谷川眞也
JG2GSY 山崎 鶴夫

長谷川眞也
JH0BDK(AB5MF)尾原 栄

長谷川眞也
CQ ham radio 2022年5月号

長谷川眞也
1

長谷川眞也

長谷川眞也
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長谷川眞也
CQ ham radio 2022年6月号

長谷川眞也
CQ ham radio 2022年7月号
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CQ ham radio 2022年8月号
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作⽂オンチ克服への道
•⽂章術の勉強

⽂章を書くときの注意10ヶ条

●⽂は短く．なくても意味が通じる⾔葉は削る

●⽂の中で何が主語なのか意識する

●⽂は前後の関係がわかるように並べる

●段落は⻑すぎず短すぎず，こまめに変える

●⽂章は過去形と現在形を交ぜる

●⾝の丈に合った⾔葉で．難しい⾔葉は使わない

●使っていいか分からない⾔葉は辞書で調べる

●漢字は少なめに

●くりかえしの⾔葉は削るか，類義語を使う

●原稿はしばらく寝かせてから推敲する
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⽂章を書くときの⼼構え6ヶ条

●⽂章の構成は，「主題→理由（根拠）→具
体例→アドバイス，メッセージ」を基本に

●ためになり，⾯⽩く，わかりやすい内容で

●読者層を設定して，記事の⽅向性を決める．
読者が期待し満⾜する内容を考える

●⾃分⾃⾝で直接しらべて得た情報を盛り込む

●正確で明確かつ具体的に書きあらわす．ぼか
した表現やあいまいな表現は避ける

●理解している内容だけを書く

CQ誌執筆の注意事項

●外来語カタカナ表記での末尾の⻑⾳記号は，JIS規格に基づ
く（2⾳の⽤語は⻑⾳符号を付け, 3⾳以上の⽤語の場合は省
く．例：キー → キー，モニター → モニタ，コンデンサー
→コンデンサ）

●「、(点)」は「，(カンマ)」，「。(丸)」は「．(ピリオド)」
で書く

●アマチュア無線で交換するカードは「QSLカード」，放送局
から送られてくるカードは「ベリカード」

●イラストには，商標権を考慮して商品名（ロゴ）や型番を描
かない

●「リグ」は，「受信機」ではなく「トランシーバ」を指す
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BCL TODAY! FLASH 好評連載中

慣れない執筆の⽇々は続く…73 de JS1BXH

この記事は、2022 年 3 月 20 日に開催された TDXC Convention 2022 のプレゼンテーション資料に

改訂・加筆したものです 

 

BCL TODAY! FLASH 好評連載中

慣れない執筆の⽇々は続く…73 de JS1BXH

CQ ham radio 2022 年 2 ⽉号別冊付録「BCL をまるごと楽しむ本 2022」 

表紙・裏表紙や本⽂イラストをふくめた 48 ページまるまる⼀冊を執筆。 
これまで経験してきたことの集⼤成になり、苦しくも楽しい作業でした。 
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2020 年 1 月にふとした思いつきでスタートした

「BCL ロールコール」。「メカだめ、英語だめ、受信

局極めて僅少」の筆者がキー局を担当しながらも、

多くの BCL の方々に支えられながら 3 年目に突入

することが出来ました。今まで本誌にロールコール

の開催方法や各回のこぼれ話などを書き散らして

きましたが、今回はデータ分析をしてみました。 

 

■各回の交信数 

最初の 1 月は 2 回開催したので交信回数が多く

なっていますがそれを除くと山岳移動の場合は多

く、コロナまん延防止期間の自宅開催は少ない傾向

が見られます。最近は 15～20QSOに収束してきた感

があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■チェックイン局数の推移 

ラジオ好きとのおしゃべりを目指してスタート

しましたが、「3 年目に突入すれば頭打ちになって

新しい局長さんが出てこないのでは？」といった思

いがありました。しかしグラフを見てわかるように

微量ながらも右肩上がりに推移しています。 

 

ラジオ好きを探し出すのは結構ハードです。2021

年で見ると 1年かけて増えたのは 30人程度。趣味

ですから効率を目指すものではないですが、地道な

取り組みです。今後ロールコールが全国で広がり、

より多くのアマチュア無線家（特に BCLを知らない

30～40 代）をラジオの世界に目を向けてもらえた

ら、この趣味はも～っと盛り上がることでしょう。 

 

 

 

 

 

はまっこラヂヲ通信 

 

お気楽ラヂヲエッセイ 

 

BCL ロールコールをデータ分析する 
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Propagation を愉しむ

---- デジタルモードでデジタルモードでデジタルモードでデジタルモードで （（（（FT8FT8FT8FT8））））

宮内 聰

■TDXC にもフリーライセンス無線だけでなく、アマチ

ュア無線をされて居られる方も多いので、実は無線班

なる Line グループも存在します。片手でハンディトラン

シーバーを持ちながら、良く聞こえるポイントを探しては

交信を楽しむ特小無線に加え、Es で日本全国とも繋

がる２７MHz バンドの CB の魅力についてはここ数年

はまっている楽しみです。それよりもかなり前、８０年代・

９０年代には RTTY の受信、FAX 局を追いかけ、2000

年過ぎでしょうか、それでももう 10 年以上前になります

が、HF の ACARS（航空機からの位置情報）のプロット

にも、結構な期間熱中していました。

HF ACARS で一番印象的だったのは、コンピューター

制御？だからこそ、機械が自動的に DX をしている！

と思えたことです。自機のロケーションに関わらず、そ

の時その時でベストな基地局シグナルを送ってくるとこ

ろに向けて交信を成立させているのではないか、と思

える事象を目にしました。極東の近距離路線を飛ぶ便

でしたが、夕方のグレーラインで我々が６０ｍb や４９ｍ

ｂのラテンアメリカ局を追いかける時間帯、同じく Santa

Cruz, Bolivia 局に繋いでいたのです。なんだかコンピ

ューター制御のデジタルの世界に、DXing の要素が自

然に取り込まれている様で、非常に興味深く感じたも

のでした。

時は流れ、世の中、アマチュア無線の世界では FT8

が非常に盛り上がっていますね。僕も諸先輩の勧誘と

ご指導に支えられ、２０１９年から開始。昨年の秋まで

は思い出した時に繋いでみる程度だったのですが、昨

年秋シーズンからコンスタントに覗いてみて、すっかり

この世界の魅力にもはまってしまいました。CWがお得

意の方は多分あまりこのデジタルの世界に魅力を感じ

られない方も居られる様ですが、単純にHF の伝搬を

愉しむモードとして、FT8 が教えてくれる伝搬の楽しさ

について、今年 3月の TDXC コンベンションにて発表

を行いました。とにかく自身の楽しいと思えるポイントに

絞って、スライドや実際の画面キャプチャーを通して自

身のエキサイトした瞬間を皆さんと再度分かち合うこと

が出来ました。この誌面では情報量はかなり限定され

てしまいますが、標題の通り、HF バンドでの

Propagation、伝搬の不思議を特に感じた FT8 記録に

ついて回想してみました。

FT８がこれだけ脚光を浴びて、多分に無線関連メーカ

ー各社・アンテナ製造各社も少なからずその恩恵は受

けていると思います。技術的なことや設定云々は、専

門商業誌に任せるとして、ここではあまり記事にもなら

ない様な、単純にこんな設備でこんなことが！という出

来事の共有に徹してみたいと思います。設備的にはマ

ンション６F、辛うじて MW DX にも活躍してくれている

小さなルーフバルコニーと洗濯物の面と 2 面が使える

環境なので、ワイヤー系も頑張ればもう少し効率よいシ

ステムが出来そうなのですが、ここはＣＢの２ｍアンテナ

制限を自らストイックに科す様に、ＹａｅｓｕのＡＴＡＳ－１

２０Ａなるスクリュードライバーアンテナ（このアンテナの

効率の信奉者です（笑））で初めて、現在は２．２ｍ程の

センターローディング・モービル・ホイップ、ＨＦ２０ＣＬ，

３０ＣＬ，４０ＣＬと各バンドに用意して夜な夜な差し替え

ては伝搬を愉しんでいます。

コンベンションで紹介した中から、下記３つのエピソー

ドについてご紹介したく思います。

エピソード①2022/3/3 (4)

21：07UTC/ 06:07JST から 21:33UTC/06:33 までの僅

か 26 分の間に、ヨーロッパ、アフリカ、南米・アジア・北

米（東部）との交信が成立したことです。オーストラリア

大陸局を探して呼びまくりましたが、夏のオーストラリに

は４０ｍの伝搬は厳しく、この朝の時間帯では詰め切れ

ずでした。

先ず SV2 局、ギリシャと繋がります。朝の７MHz ヨーロ

ッパ、というのはＢＣＬ的には Radio Romania
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International の日本向け英語放送が有難く存在してく

れていますが、４０ｍもの波長の電波を２ｍそこそこのＨ

Ｆ４０ＣＬに乗せて飛ばして。。どれだけ効率悪いのによ

くぞ飛んでくれた、といつも感激する程です。

その僅か８分後、今度は南アフリカ（ＲＳＡ）局と繋がり、

コンディションの良さをなんとなく感じます。アフリカへも

２ｍそこそこのモービル・ホイップで。。言う事ありません

ね。それから僅か 13分後、今度は LU9 局、南米アル

ゼンチン、首都ブエノスアイレスの局と繋がりました。

こうなってくると、完投を意識する？！投手の脳裏にも

しやいけるかも、という気持ちが芽生えるのと一緒です。

いや、狙ってませんでした、と聞かれたら言うものの、こ

の記録的には明らか。ここでアジア大陸局（中国局）を

抑えて、次・北米と豪大陸を狙います！

北米東部へのパスとしてはアフリカ・南米周りのロング

パスでしょうか。なんと、米国・東海岸・メーン州の

K1CP 局がピックアップしてくれて素晴らしい HF の伝

搬に感動しきり。

このあとは残る大陸オーストラリアを狙うも、3 月の日本

時間７時近くの７MHｚ伝搬は少し厳しくかないませんで

した。とはいえ、24 時間以内には交信も達成したの

で１Ｄａｙの括りにおいては各大陸制覇です。

エピソード② 2022/02/1７ 22:36UTC/翌 07:36JST

既に日の出から 1 時間半以上経過・欧州局と４０ｍで。

1 日で全大陸・・そんなスムーズな出来事が続くとは限

りません。むしろ尻切れトンボになってしまう事も多いの

です。以前の Propagation Edition9 誌にて、力武さん

の FT8 記事を拝見して以降、DX 局には、SkipTX1 と

いうオプションを有効にして QSO をしているも、シグナ

ルレポートの次の RR73、即ち２度目の送信が捕っても

らえないと交信が成立しません。この２度目、というか最

後となる送信、これを何とか届けたい・捕ってほしい、と

願うのだけど、朝の７MHz、大変な混雑状況で DX局

に２回目の送信を届けるのに苦労します。

イタリア局にはピックアップ頂きましたが、早々に弱い電

波はそれ以後はかけらも見えなかったのでしょう、直ぐ

にＣＱを出されてしまいます。弱小局の宿命ですが、捕

って取ってと念力で三回目、漸く通じて７３Ｇｅｔです！

エピソード③ 2021/11/03 14:25UTC/23:25JST

驚きの信号強度

ＦＴ８は基本コンピューターが取得したデータなので変

な間違いは起きにくいものと思います。特になにげに

交わされる交信におけるシグナルレポート、これがたま

にびっくりすることがあります。

相手をマイナス０５としているところ、＋１２をもらう、とい

う驚きの記録です。＋１２などという強さは、ローカル局

でもあまりお目にかからない強さです。流石にこの時は

何か間違いなのか、ご挨拶にと QRZ.com から同局にメ

ールで問い合わせをしてみました。曰く、特に交信中

は気付かなかったものの、同日、他にＪＡ３局には更に

強い＋２２を送っていた例もあったとのこと。先方の設

備も紹介してくださって、４ｍ高に張った、３３ｍのロング

ワイヤーアンテナをＩＣＯＭのＡＴＵ ＡＨ－４でチュー

ニングをして、ＩＣ－７３００から出ているとのこと。こちら

はＨＦ４０ＣＬ、どちらもそれ程に凄いというわけでもなく、

まさにそのタイミングにおける伝搬のマジック、と感じる

出来事でした。同局はＡｍｂｏｎ、スラウェシの東、イリヤ

ンジャヤの西、ＢＣＬ的にもたくさんの局を追いかけたあ

のあたりです！

因みに同局の QRZ.com を見に行くとアンボン湾の美

しい写真を拝見することが出来ます。

この QRZ.com、実は QSO 後の密かな楽しみになって

もいます。先ほどの LU9 局、首都ブエノスアイレスの住

宅地からありがとう！米東海岸の K1 局ではタワーにス

タックされているアンテナも拝見できます。そんなこんな

の作業をQSO 直後にやっていると、FT8 では他の DX

局に呼ばれていたりもするのに、何分もスルーしてしま

っていること複数回。すごくもったないことをしています。

まあそれはそれで、QSO 後の余韻の中なので、致し方

ないと想いながら。

誰もが興奮する南極

昭和基地との交信、

ハイバンドのビームア

ンテナでないと出来な

いと諦めていましたが、

先日 31 年ぶりに繋が

りました。ありがとう

FT8。■

左：1989 年・ 1990 年

に交信した際の QSL

を取り出して余韻に。。
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BCL をしていたことでアマチュア無線を始めた、という⼈

も多くいらっしゃると思います。私たち⼾塚DXers サーク

ルのメンバーの多くはアマチュア無線を並⾏して楽しんで

いて、時間を忘れて BCL の話題のラグチューに勤しむこ

ともあったりします。というわけで今回は、私の制限された

環境の中で楽しむアマチュア無線の楽しみ⽅についてご

紹介したいと思います。

⾃宅から HF に出られない

BCL をしていた影響で HF帯の 7MHz で第⼀声を

上げたアマチュア無線。電信や海外との交信、 V/UHF

でのラグチュー、コンテスト等、⾃分の興味のある部分に

⾷いついてきました。 1 エリア（関東地⽅）に来てからは

社宅に 7MHz の短縮ダイポールアンテナやロングワイヤー

アンテナを張り、コンディションのいい冬期には 10W の電

信でアメリカ⻄海岸と簡単に交信が出来ました。

ところが、 2006 年に現住所に引っ越して以降、事情

により⾃宅に HF のアンテナが張れない環境になってしま

いました。この状況で、どういうスタイルを⽬指すべきか︖

いろいろと試⾏錯誤しながら私なりに楽しんできました。

6m⼭岳運⽤ （ 2009 年 11 ⽉ 丹沢・三ノ塔）

⾃問⾃答して出した答えが「⼭岳での 50MHzQRP 運

⽤」でした。開局当時の 50MHz （6m）は「学⽣バン

ド」と呼ばれ、私の同級⽣たちもメインバンドとして運⽤し

ていましたので、そんな懐かしさが 6m にはありました。

昭和の無線機を弄る

でも、私の場合、単なる 6m の移動運⽤とはひと味違

う「こだわり」を持っています。それは「開局した頃の無線

機を使うこと」。中学の同級⽣がトリオの TR-1300 を使

って運⽤している姿をみて感化され、アマチュア無線を志

しました。 HF で開局し、⼋重洲無線の FT-690 で

6m を始めたのが開局 2年⽬の春。ロッドアンテナで北

海道の局と E スポで交信できたことが今でも忘れられま

せん。 CW ブレークイン回路が無いなど、不便なところも

ありますが、やっぱり開局したときの無線機には強い愛着

があります。 2020 年秋には 2m機である FT-290 の

中古品を⼊⼿。 2m の移動運⽤も始めました。

⼋重洲無線 FT-690 当時のカタログ

もう 1 台、私にとって忘れられない無線機はミズホ通信

のMX-6S 、通称「ピコ 6S 」。出⼒ 1Wの VXO⽅式

は安定度実⽤⼗分、感度抜群。⼩型で軽量。単 3乾

電池で丸 1⽇遊べるのも魅⼒。 1981 （昭和 56）

年 10⽉に登場した初代ピコ 6 から OEM⽣産の時期

を加えると 20 年以上にわたる、アマチュア無線機として

は超ロングセラー。ご存知のかたも多いと思います。

JE4OFK 藪内 英男

⼾塚DXers サークル無線部 活動報告

昭和の無線機で遊ぶ… 「昔のリグで出ています」
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ミズホ通信 MX-6S （ 2014 年 4 ⽉ 神奈川県⼤⼭）

これらの無線機はポータブル機（ピコシリーズはハンディ

機）の部類に分類され、屋外で使⽤すること、とりわけあ

る程度標⾼のある⼭岳地帯などで運⽤することで真価を

発揮します。 FT-690 が登場する前後、他のメーカーか

らも 6m モノバンドのポータブル機が発売され、各社しの

ぎを削っていました。本当によい時代でしたね。この古くて

も⼤切な無線機を使うことに喜びを感じながら運⽤して

います。

お⼿軽運⽤がいいよね

もうひとつのこだわりは「シンプルであること」。アンテナはミ

ズホ通信のポケットダイポール PAN-62 。エレメントがロッ

ドアンテナなので設営簡単、持ち運びも便利。電源はも

ちろん乾電池。⼭に登って運⽤地点に到着すれば 5分

少々で運⽤開始可能です。⾄って簡単な「お⼿軽運

⽤」こそ、私の標準スタイルです。主に⾃宅に近い丹沢

周辺の⼭々から電波を出しています。こんな古くてシンプ

ルで簡単な設備でも、まだまだ実⽤⼗分。こんな私の信

号が聴こえてきましたら、ぜひ交信をお願いします。

⼀⽅、⾃宅では・・・

⾃宅に HF のアンテナが張れなくなってから早 15年。

こんなふうに移動運⽤を楽しんでいますが、⼭での運⽤

は⼟⽇祝⽇の休⽇に所⽤が無いことに加え、天気の状

態にも左右されます。せっかくの移動運⽤。運動不⾜解

消のための⼭歩きを兼ねていますので、好天に恵まれた

⽇に⾏きたいものです。なかなかこれが難しいです。やっ

ぱり⾃宅でも少しは遊びたい。そんな要望をかなえてくれ

る無線機がトリオの TS-700GⅡ。 2m オールモード。い

つだったか忘れましたが、パシフィコ横浜で開催されていた

2000 年頃のハムフェアの、どこかのブースで偶然⾒つけ

て⼀⽬惚れ。少しだけ値切って即購⼊。この無線機は

私がアマチュア無線を始めた頃よりもずいぶん前に発売さ

れたもので、おそらく 1975 年前後では︖と思います。

SONY のスカイセンサー 5900 が発売されたのが

1975 年。 10kHz 周波数直読を実現したスプレッドダ

イヤルがカッコよかったですね。 TS-700GⅡにはまだ周

波数デジタルカウンターは搭載されておらず、 1kHz 間

隔の⽬盛りのついたダイヤルが装備されています。

TRIO TS-700GⅡ

私がこういったアナログダイヤルスケールの無線機に憧れ、

使いたいという気持ちにかられるのは、⼩学⽣のころ羨望

の眼差しでみていたスカイセンサー 5900 やクーガ 2200

などのアナログ⽬盛りのついた BCL ラジオの操作感覚と

重なるものがあること、無線機のデザインはこうあるべき、

という固定概念があるから、と思います。

TS-700GⅡにはブレークイン回路もサイドトーンもつ

いておらず CW を運⽤するのは極めて困難。エレキーを

外付けしてマイクの PTT を押しながら使っています。 2m

機ですので 11⽉中旬のサバイバルコンテストの時期に

はいつもより出番が多くなりますが、それ以外の時期でも

⽇常的に使っていきたいところです。

おしまいに・・・

このように、移動運⽤でも固定運⽤でも、普通の⼈か

らしてみれば「⾯倒くさくて性能もイマイチな時代遅れの

無線機を使って何が楽しい︖」と思われるかもしれません

が、意外にも私の周りには理解を⽰していただける⽅も

結構多くいらっしゃいます。

私にとっては魅⼒たっぷりの昭和の無線機。ブッ壊れる

まで使っていきたいと思っています。
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神奈川県の⼭と⾔えば丹沢⼭地。⾸都圏に近いこと

もあり、四季を問わず多くの登⼭客が訪れています。これ

まで私は丹沢のいろいろな登⼭道を歩き、それと並⾏し

て無線運⽤を楽しんできました。今回、 TDXC メンバー

の JN1GIH 澤⾕さんが主催する BCL ロールコールに同

⾏し、丹沢・表尾根の要衝、三ノ塔で無線運⽤をしてき

ました。⼭歩きと無線。⼀粒で 2度おいしい楽しみ。これ

から⼭で無線を楽しんでみたい...と考えている⽅の参考

になれば、という視点を加えて、当⽇の記録をまとめてみ

ました。

丹沢・三ノ塔へ

1 エリアで BCL を楽しむアマチュア無線局にすっかり定

着したと思われる BCL ロールコール。いやいや、 CQ誌

2022 年 2⽉号別冊付録「 BCL をまること楽しむ本

2022 」でも紹介され、もはや⽇本全国に知れ渡ってい

るものと思われます。これまでに筆者は、 2020 年 12

⽉の筑波⼭、 2022 年 2⽉の厚⽊市⽩⼭と 2回同

⾏し、便乗無線運⽤をしてきました。

前回の⽩⼭移動の帰り道、 430MHz でラグチューし

ながら「次回は⼤⼭だね〜」などと話し、春分の⽇に絡ん

だ 3連休の中⽇、 3⽉ 20⽇の⽇程まで調整をしてい

ました。⼤⼭で開催されれば、 GIH 局はヤビツ峠から、

私は下社から、それぞれ別ルートを進み、無線交信で連

絡を取り合いながら登り、⼭頂で合流する作戦を考えて

いました。知る⼈ぞ知る、電波新聞社刊「ラジオの製作

別冊・ CB市⺠無線マニュアル№2 」に掲載された、めぐ

ろ E55 ・ JH1IUR 皆川隆⾏先⽣の「⼤⼭移動運⽤

記」のイメージを⽬論んでいました。

しかしながら、新型コロナウイルス蔓延防⽌等重点措

置の解除の⾒通しはつかず、どうやら 3⽉ 20⽇までに

は解除されないことになりました。そこで、公共交通機関

を使わないで⾏ける場所として丹沢の三ノ塔を提案。

GIH 局の了承を得て、開催地の変更は決まりました。

前夜の⾬、⼼配な天気

当⽇の未明、 0230 起床。前⽇の 2030 に就寝した

ので睡眠時間は 6時間。まずまずです。⼭岳移動運⽤

は重い機材や荷物を担ぎ上げるので体⼒を消耗します

ので、⼗分な睡眠は必須。私は明⽇が⼭での移動運

⽤、という⽇は寝られないことがよくあります。遠⾜前⽇の

⼩学⽣みたいなものです。

⼤⼭登⼭道からの三ノ塔（右側のピーク）

0430 の外はまだ真っ暗。東の空に「明けの明星」が

⾒えます。天気予報は晴れのち曇り。昨晩から⾬が降っ

たようで路⾯が濡れています。⼭での移動運⽤で⼼配な

のは天気。快晴の空の下、気持ちよい⼭歩きがしたいと

ころです。

⾃宅を 0450 に出発。カーラジオで 711kHz の KBS

第 1 ラジオ HLKA を受信。気象通報が終わり、「 KBS

の歌」（ちょっと哀愁を感じるほうのやつ）に続いて 4番ま

である韓国国歌⻫唱。国歌⻫唱が終わった瞬間、速攻

で 1368kHz に QSY して 5時の時報前、 NHK⿃取

放送局 JOLG が聴こえるか︖チェックしましたが⾼松放

送局 JOHP が強⼒で、⿃取は聴こえませんでした。

※HLKA のコールサインアナウンスはほぼ毎正時の時報

前に出ます。私には独特のイントネーションに聴こえます。

特に”K”の発⾳です。ぜひ聴いてみてください。

JE4OFK 藪内 英男

⼾塚DXers サークル無線部 活動報告・第2弾

BCL ロールコールを丹沢で… 三ノ塔無線運⽤記

173



国道 246号線沿いのコンビニに 0545 到着。 0600

集合の約束をしていましたが、すでに GIH 局は到着して

いました。 430MHz で交信しながら県道 70号線を北

上。菜の花台を過ぎたころは、差してきた朝⽇が眩しかっ

たのですが・・・

いつも⼤⼭移動のときに⾞を停めるヤビツ峠駐⾞場を

通過し、菩提峠駐⾞場へ進みます。⽬印となるトイレが

ある場所の近くには、かつて富⼠⾒⼭荘という⼭⼩屋が

ありましたが、ずいぶん前に⽕災で焼失したそうです。

0615 菩提峠駐⾞場に到着。私はちょうど 4 ヶ⽉前

の昨年 11⽉ 20⽇に登っていますが、そのときはほぼ満

⾞でした。今⽇はまだ⼗分駐⾞スペースがありました。

ヤマトタケルノミコトの⾜跡

さて、出発しようと準備をしていると「おはようございます

〜︕」と聞き慣れた声。声の主はローカル局の JN1HFU

・かながわ CG61 美島さんです。少し前に三ノ塔へ⾏く

ことを連絡し、⼀緒にいかがですか︖とお誘いしたところ、

追いかけていただきました。 0622 これから登⼭の準備を

するという HFU局より⼀⾜先に GIH局と 2⼈で三ノ

塔を⽬指して登⼭を開始しました。

菩提峠から三ノ塔へ「⽇本武尊⾜跡ルート」を選択。

この道は私の持っている地図には記載されていません。

私はこのルートを登⼭の先輩に教えていただきました。お

そらく三ノ塔への最短ルートと思われます。登り始めは杉

林の根の間をジグザグに進みます。本来は東側に⼤⼭

がチラホラ⾒えるのですが、この⽇はガスで⾒えませんでし

た。登り始めて 40分。⽇本武尊の⾜跡の標に到達。こ

の先ほどなく⼤倉尾根（通称︓バカ尾根）の全景が⾒

える、展望の開ける場所に出ます。

地図に載っていない「⽇本武尊⾜跡ルート」

この展望が開ける場所からは富⼠⼭もバッチリ⾒えるの

ですが、⼤部分が雲に隠れていました。ここで中学⽣くら

いの男の⼦とお⽗さんの親⼦連れに出会い、お互いに写

真を撮ってもらいました。

撮ってもらった写真（左から JE4OFK 、 JN1GIH ）

ここから先がこのルート最⼤の魅⼒的な部分。⼆ノ塔

で富⼠⾒橋からの「表尾根ルート」に合流。三ノ塔を⽬

前に⼀旦下って、再び⽊道を登ります。その先に進むに

従い、⽊道の勾配は徐々に緩やかになっていき、 0752

ついに三ノ塔⼭頂に到着しました。

三ノ塔⼭頂の避難⼩屋

三ノ塔は丹沢・表尾根コースで塔ノ岳を⽬指す途中に

あるピーク。ここをゴールとして折り返す登⼭客も少なから

ずいますが、通過点とする登⼭客も多く、⼤⼭ほどお昼

時の混雑はありません。⼭頂も広いですし、無線運⽤に

は適しているように思います。本来はこの避難⼩屋の左

側後⽅に塔ノ岳などの雄⼤な丹沢の⼭々が⾒えるので

すが、残念ながらガスの中。天候回復を期待しましたが、

無線運⽤している間はずっとガスは消えず、今⽇は雄⼤

な展望を楽しむことはできませんでした。
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晴れていればこんな感じ（ 2021 年 11 ⽉ 20 ⽇）

寒さに耐えながら無線運⽤

3 局は早速、無線運⽤を開始。 GIH 局は⾃宅に設

置した特⼩リピーターへのアクセスチェック。⾒通しであれ

ば⼗分つながる距離ですが、どうらや⼤⼭が壁となるよう

でつながらなかったようです。その後、開始予定時刻を⼤

幅に前倒しして BCL ロールコールは開催されました。⼤

⼭開催に引けをとらないほどのチェックインがあったようで

延々と 4時間続きました。

BCL ロールコールは今⽇も⼤賑わい

BCL ロールコールはアマチュア無線を通じて BCL の楽

しみ⽅を共有する場。「最近、○○放送のこの番組がお

もしろくて聴いています」とか。極端なことを⾔えば「最近

はラジオ聴けていないんですよね・・・」でもいいと思います

ので、まだチェックインされたことのない⽅は遠慮せずに参

加してみてはいかがでしょうか︖

BCL ロールコールにチェックインされる局からの情報によ

ると、「横浜は陽射しがあって暖かいです」とか。丹沢は依

然ガスの中。横浜とそんなに離れていないのに、雲泥の

差ほど異なる天気。寒さに震えながらマイクを握ります。

⼀⽅で、かながわ CG61 局はライセンスフリー無線の

4BAND を持参。「アマチュアはパイルでいいなぁ〜」と⾔

いながら運⽤されていました。春のオンエアデー間近だか

らでしょうか︖私が 50MHz で運⽤している最中、美島

さんの愛機 ICB-707 からは聴き憶えのある懐かしいコ

ールサインがチラホラ・・・できれば私もお声がけしたかった

のですけどね。

このところ、かながわ CG61 局と「以前ほど⼭で CB を

運⽤する局が減ったよね・・・」という話をしています。確か

に昔アクティブに運⽤されていた局のコールサインが聴こえ

てこないようにも思います。しかし、私⾃⾝、最近はそれ

ほど市⺠ラジオの運⽤ができていません。たまには⼭で私

の無線趣味の原点を⾒つめなおし、市⺠ラジオを重点

的に運⽤する⽇があってもいいかなぁ︖と思っています。

私は前述のとおり 50MHz の SSB で CQ 。設備はメ

イン RIG の FT-690+ポケット DP 。電池は新品に交

換してきたので⼤丈夫。相変わらずのスタイルですが、い

つも声をかけていただく各局に⼼より感謝いたします。今

回は Twitter での移動運⽤予告をしませんでしたが、

⼀部の局にはメール等で三ノ塔へ⾏くことをお知らせして

いました。そのうちの 1局、 JQ1CCT/1 局（茨城県⿅

嶋市）とは SSB と AM の 2MODE で交信。いつも呼ん

でくれてありがとう︕︕標⾼ 1205m の「地の利」により

2.5W でもちょっとしたパイルを浴び、ピックアップできなか

った⽅もいらっしゃると思います。申し訳ございませんでし

た。次回はよろしくお願いいたします。

正午を過ぎて JH1OHS局との AM での QSO を最後

に QRT 。 50MHz の SSB と AM で 41 局と QSO 。

お腹が空いてきたので昼⾷。 GIH 局に聞けば気温は何

と 4℃︕寒いはずです。できるだけ⽔分を摂らないように

しましたが、お昼ごはんの味噌汁は飲みました。朝 4時

半に沸かしたお湯をスノーピークのステンレスボトルに⼊れ
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て使ったのが 13時ごろ。お湯の温かさは許容範囲内で

したが、カップラーメンだったら少しぬるく感じたかもしれま

せん。 7時間以上経過しているうえに、この気温。致し

⽅ないところかと思います。

1335 下⼭開始。前⽇の⾬でぬかるんだ急登を下る

のは危険ということで、表尾根コースを選択。ちょうどその

ころガスが薄くなり始め、東側に⼤⼭が姿を現しました。

姿を現した⼤⼭

絶体絶命のピンチに・・・今回の教訓

今回は天気がイマイチだったのは仕⽅ないのですが、最

⼤の誤算はバイオトイレが使えなかったこと。 12 ⽉から

3⽉までの期間は配管凍結の恐れがあるため使⽤禁⽌

となるようです。 2021 年 11⽉に来たときにもその旨を

記載した表⽰があったはずでしたが、頭の中にはインプッ

トされていませんでしたので、利⽤できるはずだと思ってい

ました。さらなる追い打ちで、下⼭途中にはお腹が痛くな

り、⾮常にヤバい状態となりました。

1435 ごろ菩提峠駐⾞場到着。旧富⼠⾒⼭荘付近

のトイレは使⽤禁⽌がわかっていたのでヤビツ峠駐⾞場

のトイレに向かいますが、ここも使⽤禁⽌。低温による凍

結のため使えないのはわかるのですが、緊急事態は誰に

でも起こりうること。何とかならないかな︖と思いました。ど

うこう⾔っても仕⽅のないことですけどね。⼭へ⾏くときは、

こういうリスクも想定しておくべきでしょう。ちなみに、同じ

⽇に⼤⼭⼭頂へ⾏かれた⽅に伺ったところ、⼤⼭⼭頂の

トイレは使⽤可能だったそうです。ちょっと安⼼しました。

今回の三ノ塔移動運⽤でもうひとつの反省点は使わな

い荷物をたくさん担ぎ上げたこと。天気が悪かったこともあ

りますが、市⺠ラジオ、デジタル⼩電⼒コミュニティ無線は

無線機を持参したものの、運⽤はできませんでした。あれ

これ欲張らずに、ひとつかふたつに絞る強い意志が必要と

思います。トレーニングと割り切ればいいのかも知れません

が、この⽇の総重量は 12kg 。還暦を⽬前に控えた年

齢に担ぎ上げる負荷は⼤きく、ここは改善すべきと思った

次第。これからはお⼿軽・簡単スタイルを追求し、シンプ

ルライトな登⼭運⽤を⽬指します。

ヤビツ峠レストハウス「丹沢 MON 」

ということで、お⼆⽅には先に帰っていただき、最後の選

択肢として、昨年 3⽉にオープンしたヤビツ峠レストハウ

ス「丹沢MON 」に⼊り、最悪の事態は免れました。ここ

にお店があったおかげで本当に助かりました。

昨年 4⽉、⼤⼭⼭頂にて JN1HFU 、 JE1RBV両

局と私で 3局合同運⽤したときの登⼭時にできているの

に気づき、⾏ってみたいと思っていましたが、その機会は突

然訪れました（ある意味必然と⾔えるかも︖）。これぞ

「怪我の功名」。トイレだけでは申し訳ないのでコーヒーを

オーダーしました。

お店に⼊った瞬間、カレーのいい匂い。何でも丹沢⼭

「みやま⼭荘」のカレーライスと同じレシピで作っているそう

です。みやま⼭荘のカレーライスってどんな味だろうなぁ︖

カレーは私の⼤好物。次回の⼤⼭は「無線＆カレーライ

ス」登⼭計画を考えたいと思います。

というわけで、絶体絶命のピンチに陥りつつも何とか⾟う

じて⾃爆は回避して 1610 ⾃宅帰還。懲りずに次はい

つか︖と頭の中で計画を⽴てる私がいました。単独登⼭

もいいのですが、最近は万が⼀のことも考える年齢になり

ました。⼀緒に登っていただける⽅、遠慮なく声をかけてく

ださい。よろこんでお付き合いさせていただきます。よろしく

お願いします。
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「こんな場所からアクセス出来るなんて、電波の飛

び方って不思議だなあ・・・。」 

 

これを読んでいるラジオ・無線愛好家の皆さん、

コロナ太りしていませんか？筆者は相変わらず週

の半分はテレワークが続いており、運動不足解消に

週末はウォーキングに励んでいます。 

そんなある日、地元横浜市旭区周辺の特小無線の

活性化を目的に家のバルコニーに特小レピーター

を揚げてみました。皆さんに使ってもらってナンボ

のレピーターですが、いつの間にかトランシーバー

片手にウォーキング。レピーターのサービス範囲を

探し回るご近所散策が始まりました。 

地元の電波の伝搬ルートを探る遊び。意外性もあ

ってラジオ好きの皆さんならハマること間違いな

しです！ 

 

■ 特小レピーターとは？ 
 

特定小電力無線局（以下、特小）は、誰でも使え

る免許不要の 420MHz帯/440MHz帯アナログ FM方式

の無線局のこと。道路の交通整理や建設現場のクレ

ーン作業など業務の他、ホビー用途としてアマチュ

ア無線のような不特定多数の人と交信する仲間も

多くいます。 

アマチュア無線と異なる点は、出力が PHS やコー

ドレスフォン（死語？）と同じ 10mW と極めて小さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いこと。そしてアンテナはトランシーバー本体の

15 ㎝程度のホイップアンテナのみ。外部アンテナ

は使えません。そのため通話距離も「市街地：100

～200m、障害物が少ない場所：500m 程度」「山頂や

ビルの屋上など：1㎞またはそれ以上」とカタログ

に記載されています。 

「なーんだ、全然飛ばないじゃん。」との声が聞

こえてきそうです。それをカバーするのが特小なら

ではの中継機能「レピーター」です。 

 「レピーター」とは、受信した電波を文字通り「中

継」し、より遠くまで通信距離を延ばしたり、通話

できないエリアを解消したりするための夢の機能

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特小が凄いのは、その機能が内蔵されたトランシ

ーバーが発売されていて、誰でも手軽にレピーター

特小レピーターを使った 

ご近所散策大作戦 

予 算 

27,000 円～ 

約 6,500 円 

今日からキミもレピーター局長！ ★ 

 

チャレンジ難易度目安 

（5 段階） 

はまっこラヂヲ通信 

障害物がある場所でも交信が出来る 

い 

レピーター 

い 
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を設営できる点にあります。高台の自宅のベランダ

に設置したり、山岳移動時に臨時に設置する仲間が

増えています。 

 

■ 自宅にレピーターを揚げてみた 
 

 地元横浜市旭区周辺の特小無線の活性化を目的

に家のバルコニーに特小レピーターを揚げてみま

した。木造 2階建ての自宅は海抜 65mの住宅密集地

に位置しています。2階のベランダの手すりに長さ

6m の竿を設置、先端にレピーター機能を持つトラ

ンシーバーを括り付けてみました。 

試しに別のトランシーバーでレピーターにアク

セスしてみます。PTT を押すとレピーターから「電

波を受信できました。中継可能です。」の合図であ

る「ピー、ピー、ポー」の音が受信できました。レ

ピーターの真下からアクセスしているのでレピー

ターに繋がるのは当たり前なのですが、なんだか嬉

しくてニンマリしてしまいます。 

 

■ 週末のウォーキングが変わった 
 

 「一体どれくらいの範囲をカバーしているのだろ

う？」。レピーターを揚げるようになってからそん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

な疑問が湧いてきました。そこでウォーキングにト

ランシーバーを持参し自宅から 5 ㎞程度離れた

様々な場所から自宅のリピーターにアクセスを試

みてみました。 

今までのウォーキングはいつもお決まりのコー

スを歩いていたのですが、サービス範囲の調査とな

れば話は別です。地図とにらめっこしながら今まで

行ったことのない住宅地を歩き回ることに。廃校に

なった小学校と出くわしたり、突然商店街が姿を現

したりと発見や驚きがありレピーターに感謝です。

特に高台っぽい場所は階段や坂道を登っていく必

要があり健康にも良さそうです。 

 

■ 意外な場所から繋がる 
 

 自宅レピーターへのアクセス状況を纏めたのが

下の地図です。特小の 420MHz 帯/440MHz 帯の電波

は直進性のある飛び方をするので高い場所に行け

ば繋がる確率は高いのですが、余裕と思っていた場

所で繋がらなかったり、逆に高さもなく自宅の方向

に開けていない場所でも何故が繋がることも。特に

崖や建物を背にすると反射の影響で繋がりやすく

なる場合があります。 

 レピーターのアクセスはギリギリの場合が多い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
レピーターからの距離と電波強度 

い 
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のでバイクや自動車ではなくゆっくり歩いてポイ

ントを探すのがコツです。またスケルチはオープン

状態で受信し、周りの人に迷惑にならないようにイ

ヤホンを使うようにしましょう。 

 

■ 設営はお手軽な方法で 
 

 特小レピーターを設営している仲間の多くはプ

ラスチックのケースにトランシーバーを入れて、電

源コードを接続し、丈夫なポールで高く揚げている

のをよく見かけます。この方法なら 24 時間連続稼

働が可能で多くの人に利用してもらえます。 

今回はお手軽設置ということでポールとして使

うのは 6m長の釣り用「タモ」（釣った魚を引き上げ

る網の柄。筆者が使用したのは遠里釣具「 blue 

larcal 玉ノ柄 600」。）。しなり易いので重いプラケ

ースを揚げることが出来ません。どうせ週末の土・

日しか設営しないのでトランシーバー単体（アルイ

ンコ DJ-R200DL）をそのまま揚げることにしました。

雨の日はビニール袋をかぶせて設営しています。

(笑)電源は電池代が安く済むオプションのリチウ

ムイオン電池を使用。日中は余裕で持ちます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休みの朝、ポールにトランシーバーを括り付けて

スルスルっと伸ばし設営完了。最近の週末のお約束

になりつつあります。 

 

■ 多くの人に使ってもらうには 
 

せっかくレピーターを揚げるのですから他の人

にも使ってもらいたいですよね。そこでまず「土・

日は必ず揚げる」ことを心がけました。いつも揚が

っている安心感は利用者に「何かの折に使ってみよ

うかな」と思わせてくれます。 

レピーターのチャンネル設定を覚えやすくする

のも有効です。筆者の場合、レジャーチャンネルの

14、トーン番号 22を選定し「L14-22」としました。

ラジオ好きの読者ならピンとくるかもしれません

が RF ラジオ日本の周波数です。 

 また宣伝も大事です。ツイッターで告知をするよ

うにしています。どれほどの効果があるかはわかり

ませんが黙っているより良いと思います。 

 

■ 仲間のレピーターも調査 
 

 自分の揚げたレピーターのアクセス状況を調べ

る時、仲間が揚げているレピーターも調べてみまし

ょう。高台からだと複数のレピーターにアクセスで

きるかもしれません。近場より 10 ㎞以上の遠くの

レピーターの方が目の前の建物や崖の影響を受け

にくくアクセスしやすい場合があります。 

アクセス出来たらツイッターなどで知らせてあ

げると大変喜ばれます。仲間のレピーターのチャン

ネル情報はネットやツイッターで調べてみましょ

う。 

 

■ まとめ 
 

今回は自宅周辺の電波の伝搬をウォーキングし

ながら探っていく遊びを紹介しました。「せっかく

特小トランシーバーを買ったのにまだ誰とも交信

できていない。」といった話をよく耳にします。自

分でレピーターを揚げて活動していると、きっと新

しい仲間とリピーターを介して交信できる時が来

ます。 

また近所の高台を散策していくうちにお気に入

りの運用場所が一つや二つ見つかると思います。一

斉オンエアーデイなどの日にそこから運用するこ

とで自宅より遠くの仲間と交信できることでしょ

う。レピーターを使ったご近所散策大作戦、皆さん

もチャレンジしてみませんか。 

（は） 

ポールはベルクロテープで巻きつける 

い 
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による位置情報機能が義務付けられているとの

ことです。私は冬場のフリーライセンス無線の

楽しみとしてこのデジコミを活用して楽しんでい

ます。 

 

２ 無線機について 

 現在は２機種しか販売されていません。アイコ

ム株式会社から発売されている IC-DRC1MK

Ⅱとアルインコ株式会社から販売されている

DJ-PV1Dです。もちろん機種が違っても交信

することができるので、どちらか自分の好みに

合った方を選択することになります。 

 

 ボタンの配置も同じですので操作は一緒で

す。待ち受け画面では IC-DRC1MKⅡは日

付、曜日、時間が表示されますが、DJ-PV1D

は、チャンネルのみの表示です。 

 私は両方を持っておりますが、一番使うのは

アルインコ株式会社の DJ-PV1Dです。 

 その理由は、まず S メーター表示ができること

です。無線交信を趣味としている人たちはお互

いのレポート交換をしますが、同機はメーター

での表示が可能です。一方の IC-DRC1MKⅡ

はアンテナマークにバーが 3本表示される形

で電波の強度が示されます。また、100km以上

の通信距離も DJ-PV1Dは表示しますので、そ

アルインコ 

DJ-PV1D 

 
  

 
 
 
 

 
   

  
 
     

 

  
 
 

 

 

デジタル小電力コミュニティ無線の視覚的ログ 
の取り方

 森 豊巳（チバ MR21）

１ フリーライセンス無線の新たなカテゴリー
 デジタル小電力コミュニティ無線（以下デジコ
ミ）は、2018 年に初めて実用化された新しいカ
テゴリーの無線です。免許は不要で、市民無線 
（CB）、特定小電力無線、デジタル簡易無線に 
続く、いわゆるフリーライセンス無線の四番目の 
分野として多くの人に楽しまれています。

 デジコミは、次のような特徴があります。
１ GPS による位置情報機能が義務付けられて 
いる。

２ 142/146MHz 帯に割り当てられている。
３ 通話のタイムアウトは１分。
４ 呼び出し専用に 1 個、通話用に 17 個のチ
ャンネルが割り当てになっている。中継機能は 
ない。

５ 出力は 0.5W。（市民無線と同じ）
６ アンテナの付け替えが可能。
７ 通信距離が表示される。
 デジコミはもともと野生動物の監視や高齢者
や子供の看視、登山などアウトドアでの救難用

途を想定して作られたもので、そのために GPS
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こも大きなポイントです。私は 200km以上の交

信ができることをいつも期待しながら運用してい

ます。 

 

 

 

 

 ３ GPS機能を生かしたログの取り方 

 「メニュー」ボタンから「履歴」→「音声着信履

歴」→「信号が捉えた相手の機体番号（ＩＤ）」の

順に選択すると、受信日、受信時刻、相手の北

緯と東経、高度、相手の距離と方向、着信時の

自分の北緯、東経、高度が表示されます。 

ここで Googleマップを使って相手の北緯と

東経を入力します。 

 Googleの IDを取得していれば、その IDでロ

グインします。 

 「メニュー」→「マイプレイス」→「マイマップ」→

「地図を作成」の順に選択します。 

 

 

 

DJ-PV1Dには、相手の北緯、東経が次のよ

うに表示されています。

 

        

 

 

Googleマップ①には次のように入力します。 

 

 

「：」の所は半角の空白に置き換える 

「.」は半角のドット 

「，」北緯と東経の間にカンマを入れる 

 

 

 

ここへ北緯、東経

を入力 

地図を変更することが可能 

①  

② 

北緯： 35:38.2419 

東経：139:00.8235  

35 38.2419,139 00.8235 

 特定小電力無線やデジタル簡易無線は、業
務で使われていたり、趣味で使われていたりし 
ています。たとえば無線交信が目的でなくて

も、バイクのツーリングとか登山などで使われて 
いるのを聞いたことがあります。しかし、デジコミ 
は２機種しか発売されていないためなのか、普 
及が遅れているためなのかわかりませんが、無 
線交信以外で使われているのは１回しか聞い

たことがありません。

次の箇所に相手の北緯、東経を入力します

181



 

 

 Googleマップの詳しい使い方は省きますが、

ここで相手の位置を登録します。 

 

「＋地図に追加」→「編集」を選んで交信した日

付や相手局を入力します。 

 保存する必要がなければ、ログインの必要は

ありません。 

同じように私の運用場所も北緯と東経が表示

されていますので同様に入力します。 

 

 入力した結果が次の写真です。この場所は千

葉県袖ケ浦市にある袖ケ浦海浜公園の航空写

真です。 

自位置の北緯と東経を入力し、前ページ②

で紹介したように航空写真に切り替えて表示し

ました。 

 実際の運用場所との違いは多少ありますが、

だいたい５ｍ位しかズレはありませんでした。毎

回、その程度のズレで表示をしてくれます。 

 

 私は日付ごとにレイヤーを追加しています。ま

た、交信日と相手局を表示できるようにしていま

す。（図１） 

ただし、マップ１つにつきレイヤーは 10枚し

か作れないため、追加が必要になることがあり

ます。 

今回は Googleマップの使い方については

あまり触れておりませんが、使い方はそれほど

難しいものではありませんので、是非使ってみ

てください。 

と言っている私も果たして効率の良い使い方

ができているのかどうかわかりませんが、現状で

は満足をしている状況です。 

この視覚的ログの取り方は GPSあってのもの

です。特に航空写真で確認すると、相手の局

長さんがどのような場所で運用されていたのか

一目瞭然です。よく耳にする運用場所も確定で

 入力後、Enter キーで次のように相手の運用 
位置が表示されます。
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き、今後移動する際、どこに駐車場があるのか

といった参考にもなります。是非、皆さん試して

みてください。 

 

４ 私のおすすめセットは？ 

 私がお勧めする本体及びアンテナですが、

本体はアルインコ株式会社が販売している

「DJ-PV1D」です。前述したように S メーターの

結果を相手に送るのは無線の醍醐味で、メー

カーさんはそのあたりをよく理解していらっしゃ

るような気がします。 

 次にアンテナですが、最近ではモービル用、

固定用、ハンディ用と各社から沢山出ておりま

す。その中でもハンディ用では CQオームで販

売されている「d-ROD100」というアンテナが私

のお勧めです。このハンディアンテナはロッドア

ンテナになっていて、持ち運びに便利です。 

また、各社のアンテナを使ってみた結

果、送受信ともに一番良く感じられまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（d-ROD100 CQームサイトより画像転載） 

 

５ 終わりに 

 実は Googleマップに記録をしていく方法

はたまたま無線で交信した方からこんなこ

とができるよ！って聞いたことが始まりで

した。 

 また、このデジコミでもＥスポ交信を成

功させた方がいますので、そうしたチャレ

ンジも面白いです。広範囲に記録が残せま

すよね。 

 交信相手がどんな場所で運用されていた

のか分かると、ちょっとした感動がありま

す。是非、お試しを！！！ 

  

 

 

 

 

 日付ごとに整理しています 図1：私の視覚的ログ

183



 

 

 

 以前、PROPAGATION 編集⾧の⾧谷川さんか
ら⾧野市のお店のメニューにラジオ丼というもの
があるとお聞きしたことがあり、いつか機会があ
れば行ってみようと思っていました。今年のゴー
ルデンウイークに⾧野県上田市に行くことになっ
たので、ついでに⾧野市まで足を延ばしてラジオ
丼の取材をすることにしました。 

 事前にネットで調べてみると、そのお店は⾧野
市の寿楽というお店で、寿楽焼きそば等デカ盛り
で有名なお店だということで、この店の名物"ラジ
オ丼"というのはラジオ番組の企画で誕生したため
ラジオ丼というらしいことがわかりました。そし
て、残念ながら閉店してしまったらしいこと
も...。閉店しているかもしれませんが、とりあえ
ず行ってみることにしました。 

⾧野行きの初日は上田市へ。目的はお気に入り
の日本酒 信州亀齢の蔵元である岡崎酒造でお酒
を仕入れること。宿泊先の近くに車を置いて早速 
岡崎酒造へ。お酒を買って、近くの蕎麦屋で蕎麦
と山菜の天ぷらを肴に奥さんと軽く昼飲み。その
後は自由行動、酔い覚ましに日本無線グループの
上田日本無線までぶらり散歩。 

 

 

 

 

 

 

 
2 日目はラジオ丼を求めて⾧野市へ。善光寺御

開帳の関係で道路が混雑するため、⾧野市へは近 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

隣の市町村に車を駐車して、公共交通機関で行く
ことが推奨されているようでした。そのため、ま
ず⾧野市近くの須坂市まで車で行き、須坂市から
寿楽最寄りの善光寺下駅まで⾧野電鉄の電車で向
かいました。 

 余談ですがこの⾧野電鉄には JR や首都圏の私
鉄、地下鉄で使われていた古い車両が使用されて
おり、東急の車両や地下鉄の車両がいたと思った
ら、成田エクスプレスや小田急ロマンスカーの車
両が来たりとなかなか面白いです。須坂駅には車
両基地があるようで、いろんな車両が止まってい
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

BCL グルメの旅 ⾧野市 寿楽の「ラジオ丼」 
五十嵐 雄希 

 
⾧野電鉄 須坂駅にて 

 
岡崎酒造で信州亀齢を購入 

 
上田日本無線の前まで散歩 
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電車を善光寺下駅で降りると、降りた方のほと
んどは御開帳で盛り上がっている善光寺方面へ向
かいますが、私は善光寺には目もくれず反対側の
柳町方面へ向かいます。地図に従い歩いていく
と、マンションなどが建つ住宅街の中にポツンと
ある寿楽と書かれた赤い看板のお店を発見! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

店の前には本日休業の看板があり、店の中の様
子を伺うとガランとしており、ネット情報の通り
もう営業していないようでした。 

 残念ながらお店で実食できませんでしたが、ネ
ット上では何名かの方がブログ等で寿楽を紹介さ
れています。それらのブログによれば、ラジオ丼
のレシピはおおよそ以下の通りです。 

 ・丼にご飯を盛る 
(ご飯を少なめにすると 50 円引きらしい) 

  ・その上にカレーをかける 
 ・キャベツの千切りをたっぷり乗せて、刻み海

苔を少々 

 ・さらにその上にソースを絡めたエビフライ、
重めのチキンカツ 2 切れ、大きなコロッケを
乗せて出来上がり 
※豚の角煮が乗っていると書かれているブロ

グもあり 

 お店ではラジオ丼を食べることはできませんで
したが、後日自宅で奥さんの協力を得てラジオ丼
を再現してみました。おじさんにはオリジナルの
量では食べきれないと思われましたので、ご飯は
少な目に、チキンカツは”重め”ではなく”軽め”を
2 つにして作ってみました。食べてみると、予想
通り普通に美味しかったですが、揚げ物は少々き
つくなってきたおじさんにはちょっとヘビーか
な?という一品でした(笑)。息子は大盛りでペロ
リと完食していました。 

 

 

 

 

 

 

～おまけ～ 

 せっかく⾧野に行きましたので、現地受信もし
てきました。帰宅後、受信レポートを送付し、ベ
リカードをいただきました。 

 
ラジオ丼をレシピをもとに再現 

 
善行寺下駅にて下車 

 

 
寿楽を発見! 

 
エフエムとうみと FM ⾧野のベリカード 
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横浜ビールの「瀬谷の小麦ビール」と、マリン FM を聴きながら 

BCL グルメの旅 
「関内フード＆ハイカラフェスタとマリン FM」 

長谷川 眞也 

 
ラジオにまつわるさまざまなグルメをもとめて旅

をする「BCL グルメの旅」。COVID-19（新型コ

ロナウイルス感染症）で外食もままならず、昨年

は記事を書くこともできませんでした。今年 3 月

下旬に神奈川県のまん延防止等重点措置が解除さ

れたものの、その後も感染者数は下げ止まったま

ま。ゴールデンウィークが来ると、また感染拡大

があるかもしれません。 

そんなある日、関内でフードイベントが開催され

るのを Facebook で知りました。中区のコミュニ

ティ FM「マリン FM」も公開中継するとのこと。

これはラジオとグルメを楽しめるチャンス！ 感染

に注意して、家族で参加してみました。 

 

関内フード＆ハイカラフェスタは、関内まちづく

り振興会が主催するイベントで、今年で 14 回に

なります。会場の弁天通り一丁目〜3 丁目に、30

の地元飲食店が露天出店。オープンカーの展示や

各種ブースで賑わいます。 

 

 

 

 
 

 お昼過ぎに会場に着くと、おおぜいのお客さんが 
飲み物片手にそぞろ歩き。人気店に行列ができて

いたり、テーブル席も埋まっていたり、とても賑

わっています。こうした雰囲気はひさしぶり！

 しかしまだまだ感染症のリスクはありますので、 
浮き足立った気持ちをグッと堪え、マスク飲食を

こころがけました。
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関内・伊勢佐木町は横浜を代表する繁華街だけ

あって、いろいろなグルメが堪能できます。まず

はブルーパブ エルゴ ビバムスのクラフトビール

4 種で乾杯。拉麺 弁 tenで提供していた、とろと

ろに煮込まれた牛すじの豆腐煮込みがマッチ。 

 

 

本場香港スタイルの立ち飲み屋 馬車道8（エイ

ト）の香港唐揚げ「大鶏排（ダージーパイ）」

（台湾夜市でもおなじみ）は、ジャンボサイズで

すがあっさり塩味で、いくらでも食べられます。 

 

ウクライナワインの専門店、グリルエトナ伊勢佐

木町店も出店。オデーサ（オデッサ）の赤ワイン

とピロシキは、とても芳醇で美味でした。ウクラ

イナに 1 日も早い平和が来ることを願って...... 

 

 

二代目とんかつ栄泉のカツサンドは、やわらかい

ヒレカツのふわふわした食感が楽しめます。 

ブラジリアンダイニングバー バハカォンの横濱

ブラドックも超人気！行列して買い求めた息子は、 

うれしそうに頬張っていました。 
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マリン FM のブースでは、会場の様子を紹介する

DJトークをスピーカーで流していました。

86.1MHzのラジオ放送を聞いてみましたが、別

番組が流れています。どうやら会場限定のイベン

ト DJだったようです。 

 

 

 

最新のタイムテーブルをいただきました。 

足柄上郡大井町にある井上酒造のブースでは、

70cc 100円〜200円で試飲ができます。大井町

産のお米「夢つくし」を 100%使用した「夢高

尾」は、米の旨味とおだやかな酸味で口当たりの

良い純米酒でした。 

 

 

関内桜通りに咲きほこる、満開の八重桜を眺めな

がら帰宅。ひさしぶりに活気のあるイベントを楽

しんだ、日曜の午後でした。 

 

 

 

第 14 回 関内フード＆ハイカラフェスタ「さくら

まつり」 

 

主催：関内まちづくり振興会 

協力：関内地区連合町内会、横浜市交通局 

後援：横浜市都市整備局、神奈川新聞社、tvk 

 

 

188



 

 

 

リグの傍に 
この一冊   BCL 大好きマガジン「BCL は趣味の王様 2021 冬」 

BCL の王子さまの特集号 
 
せきやま☆れいわさんが個人出版している、BCL
大好きマガジンの最新刊。今回はご自身を特集し
たセルフ・プロデュース本です。オンデマンド印
刷会社「製本直送.com」から注文でき、5日で到
着。送料込みで2,230 円（税込）。オールフルカ
ラーで、画像もたくさん掲載されています。 
 
せきやまさん（当
時は関山レイさん）
とはじめてお会いし
たのは2014年 10
月、戸塚区で開催し
たTDXC懇親会。
PROPAGATIONを
読んで共感していた
だけたこともあり、
メンバーとあっとい
う間に意気投合。そ
の日のうちにTDXC
名誉会員に（くわし
い経緯はPROPAGATION Edition 3 の戸塚ナイト
オフ「関山さんを囲む会」を参照）。 

 
せきやまさんは、翌11月に「BCL大好きマガジ
ン」の発行を開始。2016年にはABC（秋葉原BC
Lクラブ）を設立し、あっという間に237人（202
2年 5月現在）の会員を擁するサークルの代表にな
りました（現在は退任）。 
 

「BCLの王子さま
の特集号」には、せ
きやまさんの活動や
個性的な人となりを
振り返るABC会員
からの投稿記事がた
くさん載っていま
す。彼を知るひとり
として、思わずうな
ずきながら読みまし
た。 
 
BCLの楽しみ方は
人それぞれ。せきや

まさんも独自のアプローチでBCLを楽しみ、積極
的に発信。「ラジオは一人でも聞けるけど 友人が
いると何倍も楽しい。」というポリシーは、BCL
界を盛り上げるカンフル剤になりました。この本
は、その活躍や評価を振り返ることができる一冊
です。         （長谷川 眞也） 
 
BCL 大好きマガジン「BCL は趣味の王様 2021 
冬」BCLの王子さまの特集号 
せきやま☆れいわ 編集 
BCLの王子さま社 
A5判 172 ページ  
2021 年 12月 18日発行  
定価 1,800 円(税込）  
https://www.seichoku.com/item/DS2002520 

189



 

 

Freq. Call City State JST Condx.　Remarks

580 KMJ Fresno CA 18:00 vvp EG "…Fresno" ABC News

650 CISL Richmond BC 17:59 vvp EG "Vancouver's Sports net 6-50" 

670 KBOI Boise ID 18:00 vp EG "6-70 KBOI, Boise"

680 KNBR ? San Francisco CA 18:00 p EG Sports live

730 CHMJ Vancouver BC 17:59 p EG "AM 7-30 All Traffic, All the Time"

780 KKOH Reno NV 17:59 p-vp EG "♪KKOH, Reno〜"

780 KNOM Nome AK 17:59 p-vp EG "KNOM AM and FM in Nome. It's 2 AM" 

850 KICY Nome AK 18:00 f
RS "KICY, Nome. Vy slushayete radio golos Arktiki iz goroda

Nome, Alyaska"

860 KTRB San Francisco CA 18:03 p-vp EG "8-60 AM The Answer"

870 R. Nacional ? Buenos Aires ARG 18:00 vp SP Time Pips (.....-) 

940 KYNO Fresno CA 18:11 p EG "…every week…on KYNO"

960 KNEW Oakland CA 18:00 p-vp EG "Bloomberg 9-60 San Francisco"

980 CKNW New Westminster BC 17:59 p-vp EG "AM 9-80 CKNW, Vancouver"

1010 KIQI San Francisco CA 18:00 p-vp SP "KIQI San Francisco, KATD Pittsburg"

1020 KTNQ Los Angeles CA 18:01 p SP "KTNQ, Los Angeles 10-20 (diez veinte) AM"

1030 KTWO Casper WY 17:59 p-vp EG "AM 10-30 K2 Radio"

1040 CKST Vancouver BC 18:01 f

EG "Dennis Miller, the Best Stand Up Comedy 24/7!

Vancouver's  All new, Funny 1040 AM" Comedy format

from Feb. 2021.

1050 KTCT San Mateo CA 17:59 f EG "KNBR 10-50…KTCT San Mateo"

1090 XEPRS Tijuana BCN 18:00 f EG "10-90 AM, the all new The Mightier 1090"

1100 KFAX San Francisco CA 17:59 f
EG "KFAX San Francisco, Oakland, San Jose. Service of

Salem Media Group"

1120 KPNW Eugene OR 17:59 p EG "News Radio 11-20 KPNW Eugene-Springfield"

1160 KSL Salt Lake City UT 18:00 p EG "KSL Salt Lake City" ABC News

1170 KLOK 18:01

HI "You’re listening to Radio…New Jersey 92.7…Radio

Mirchi South Asia’s No.1 Radio Station. It’s hot! ♪11-70

〜11-70〜"

1190 KEX Portland OR 18:59 vp EG "11-90 KEX Portland and iHeartRADIO Station"

1200 KYAA Soquel CA 17:59 vp
EG "KYAA Soquel, (Santa Cruz). Relevant Radio 12-00

AM"

1230 R. Dos Rosario ARG 18:36 p-vp SP "Seis de la mañana 30 (treinta) … Radio 2(dos)"

1300 R. Nacional Buenos Aires ARG 18:08 vp "Radio National Argentina〜" 

1310 KMKY Oakland CA 18:00 f-p

Ethnic "You're listening to KMKY 13-10 AM Oakland, San

Francisco, San Jose and K2-25CK FM 92.9 Union City,

California"

1310 KLIX Twin Falls ID 18:59 vp
EG "This is News Radio 13-10 KLIX and 96 1 K241DD Twin

Falls, Townsquare Media Station"

1320 CHMB Vancouver BC 18:00 p CH "This is CHMB AM 13-20 Vancouver"

1350 R.Buenos Aires Buenos Aires ARG 17:00 p-vp SP "… Radio Buenos Aires"

1360 KKMO Tacoma WA 18:19 vp SP " En Musica…El Rey 13-60 (trece sesenta) "

1360 KPXQ * Glendale AZ 17:59 vp EG "KPXQ Faith AM 13-60 Glendale, Arizona"

1370 KZSF ? San Jose CA 18:53 vp SP "La (Kaliente)…13-70 (trece setenta)"

1410 CFTE Vancouver BC 16:59 f
EG "CFTE AM Vancouver is BNN Bloomberg Radio and

iHeartRadio Station"

1420 KKEA Honolulu HI 17:00 vp EG "KKEA Honolulu 14-20 AM and 92.7"

1460 KION Salinas CA 17:59 vp EG "Powertalk 14-60 and 101.1 FM"

1480 KBMS Vancouver WA 17:59 vp EG "14-80 KBMS Vancouver, Portland" Urban AC  

1500 KHKA Honolulu HI 19:00 p
EG "CBS 15-00 KHKA AM, honolulu Hawaii Information

Station"

1510 KSFN Piedmont CA 17:59 p SP "Aqui puro Radio Lazer"

1520 KKXA Snohomish WA 19:01 p-vp EG "Classic Country (KXA)… classic country station"

1530 KFBK Sacramento CA 19:00 f
EG "Sacramento's No.1 for Breaking News, Local News,

Traffic and Weather. News 93.1 KFBK"

September 23, 2021 Taitosaki DX Pedition Log
RX: PERSEUS   ANT: TDDF (ENE) JST=UTC＋9 hours 
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Freq. Call City State JST Condx.　Remarks

1540 KREA Honolulu HI 17:59 vp
KR "This is KREA, Honolulu 15-40 AM dial. ♪…Radio

Seoul〜"

1540 KMPC Los Angeles CA 18:00 vvp KR "AM15-40 KMPC, Los Angeles"

1560 KNZR Bakersfield CA 18:59 p EG "AM 15-60 KNZR, Bakersfield"

1570 KUAU Haiku HI 17:59 vp-vvp EG "KUAU 15-70 AM…"

1580 KBLA Santa Monica CA 18:59 p-vp
EG "KBLA 15-80 Santa Monica" EG Talk format from Jun.

2021

1600 KVRI Blaine WA 18:59 p Ethnic "KVRI Blaine"

1620 R.Rebelde CUB 18:29 vvp SP sound of a whistle

1640 KDIA Vallejo CA 17:59 p EG "16-40 AM KDIA Vallejo San Francisco"

1650 KBJD Denver CO 18:59 p
SP "Radio La Red, Denver 16-50 (dieciseis cincuenta) AM

(a éme) " Changed from Radio Luz in 2021.

1650 KFOX San Francisco CA 18:00 vvp KR MBC Time signal

1660 KBRE Merced CA 19:00 p EG "The Bear 1 0 5 7 (one oh five seven)"

1670 KHPY Moreno Valley CA 18:59 p-vp SP "11-10 (once diez) AM ESNE (é ése éne é) Radio…"

1680 KGED Fresno CA 17:59 vp
SP "Bendita Eucaristia Radio KGED (ká ħé é dé) 16-80

(dieciséis ochenta) AM(a éme) Fresno, California"

1700 XEPE Tijuana BCN 18:58 g-f SP "Heraldo Radio"

Stations logged by Shinya Hasegawa. 

Adviced by Hiroo Nakagawa,Satoshi Miyauchi,Osamu Hanabusa and Radio Siesta. 
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返信情報 QSL Information 

 

◎CQ ham radio 2022 年 2月号で執筆した、別冊付録「BCL をまるごと楽しむ本 2022」の「国内民放中波局

ベリカード・コレクション」。モノクロで掲載されたベリカードを、あらためてフルカラーで紹介しま

す。国内民放中波局のカラフルなカードをお楽しみください。 
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受信日時：2021 年 9月 23 日 16〜19 時、10 月 14 日 22〜24 時、15 日 21〜23 時、18 日 3〜6時 

受信地：千葉県いすみ市（9/23）、神奈川県横浜市（10/14・15・18） 

受信機：PERSEUS 

アンテナ：TDDF（千葉）、ALA1530 and ALA1530S Upgrade Kit（横浜）   （長谷川 眞也） 
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◎1530kHz VOA Sao Tome 

受信日 2021 年 10 月 17 日 

受信地 神奈川県横浜市 

受信時間 1828 UTC 

E10E 

（長谷川 眞也） 
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»»»会員だよりººº
●2022 年 3月 6日、円谷プロ・TBS が制作した

「ウルトラセブン」最終回「史上最大の侵略（後

編）」が NHK-BS で再放送された。実際にリアルタ

イムで放送されたのは 1968 年 9月 8日。実に 53

年半前である。当時、私は 3歳 10 ヶ月。「ウルト

ラセブン」のテレビ放送を見た記憶は僅かにある

が、ほとんどないに等しい。リアルタイムで見た

記憶があるのは「帰ってきたウルトラマン」から

である■宇宙人による地球侵略と闘う地球人、ウ

ルトラ警備隊、そしてウルトラセブン。大人受け

をも狙ったようなドラマチックな展開。ダンとア

ンヌのビミョーな関係。「ウルトラセブン」は円

谷プロのウルトラマンシリーズの中でも特異な作

品と感じるが、極めて評価が高いそうである■子

どものころ、これらのシリーズをテレビの前でワ

クワクしながら見ていた。その中には、6～7名の

特別チームの基地と現場や戦闘機との間で行われ

る無線交信シーンが多く登場した。「ウルトラセ

ブン」では腕時計型のテレビ電話でウルトラ警備

隊の基地と交信するシーンも登場する。私がラジ

オに興味を持ち、やがて無線通信に魅力を感じ、

今でも無線で遊んでいるのは、そんなシーンを数

多く見てきたからかもしれない■今回の再放送は

4Kリマスター版なので、映像の色の劣化はまった

く感じられなかった。再放送は終了したが、これ

からも「ウルトラセブン」は色褪せることなく多

くの人たちに語り継がれていくと思われる。そし

て、私は今日も明日もその先も、飽きることなく

電波の趣味に打ち込んでいくであろう。祝・

PROPAGATION 10 周年。それでは、また来年。デュ

ワッ！             （藪内 英男） 

 

●10 回目の Propagation 発行誠におめでとうござ

います。あらためて皆様の 10年連続発刊のご苦労

と同時に継続したアクティブなラジオ関係でのご

活動に敬意と尊敬の意を表させて頂きます。これ

はあくまでも一通過点としてこれまで以上のご活

躍を期待致します。 

今年も少しだけ私も参加させて頂きました。もち

ろん、皆様にはとてもかないませんが、過去にラ

ジオを皆様と楽しませて頂いた者として今後も参

加させて頂きたく思っております。何卒よろしく

お願い致します。        （竹野 伸郎） 

●「NHK スペシャル 映像の世紀」を見るのが好き

だ。先日観た回は、第二次世界大戦のヨーロッパ

の白黒映像をカラー化したものだった。既視感を

覚えた。つい先程ニュースで観たウクライナの惨

状と同じだったからだ。歴史は繰り返すといわれ

るが心のどこかでこのような惨状が再び起こると

は思っていなかった。そんな先が見通せない世界

情勢において、今ほどロシアの日本語放送を聞き

たいと思ったことはない。かの国はどのような言

葉で我々に語り掛けるのか。TVでは西側諸国寄り

のニュースや解説が多く、ロシア側の主張の報道

はほとんど見られないか流れても意図的に編集さ

れている。我々BCLの特権は、双方の国の主張を直

に聞くことが出来るということだろう。今こそラ

ジオの力が問われている。日本語放送の復活を

願ってやまない。   （はまっこラヂヲ通信） 

 

●本誌の記事で「BCLスパルタ教室」なるものがあ

りましたが、1970～80 年代当時はブームを狙った

怪しげな業者が結構いたのかも知れませんね。実

は私のところにも突然ダイレクトメールが届き封

をあけてみると、当時日本語放送開始で話題に

なった「国連放送」のメダルを販売するというも

のでした。返信用封筒に 1000 円を同封して注文せ

よ、と書いてありましたが、その宛名が「日本放

送受信協会(NHJK)」とあり、とてもシュールな名

前で印象に残っています。怪しさ満点なので注文

はしませんでしたが、どなたか買われた方いらっ

しゃいますか。         （尾原 栄） 

 

●Propagation 誌、もう 10年目、本当に月日が流

れるのが早いです。この先の BCLの趣味ってどう

なっていくのだろう、「明るい未来」を信じて議

論して活動して。まだまだあの時の「志し」の達

成には至っていないものの、こうして毎号に活動

報告を寄稿できているのも、素晴らしい仲間のお

陰と思います。ありがとう。それぞれがそれぞれ

のキャラクターで、気持ちよく付き合える、こん

な素晴らしい趣味のサークルには感謝しかありま

せん。 

また組織として、今回予定されている Propagatio

n 誌の配布方法を含めて、我々にお金が落ちるよう

な仕組みとしていないこと、これが実は皆が気持
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ちよく活動出来ている根本・ベースにあるのでは、

と思っています。お金が絡むことはクリーンに保

たれていますね。え、何々、昨年のペディ時の送

料の清算忘れてたの誰だって、あ、大変失礼しま

した！             （宮内 聰） 

 

●コロナ禍も定着し、仕事もプライベートもそれ

なりに対応できてきた？この頃、皆さんいかがお

過ごしですか？ 

また PROPAGATION の発行が間近になってきて夏を

感じ始めた時期ですが、この１年は自分の中で何

が残ってきたのか？と言うと、ちゃんとした成果

が出せなかった１年でもあった気がします。自分

の周りでは、仕事を引退した方や転職された方が

それなりにいらして、自分も今後を考えさせられ

る１年でもあったし、自分も何かしら踏み出した

い１年ではあったが、何も出来ないまま過ごした

感がある１年であったように思います。 

そんな中、購入してから１年半も埃を被っていた 

SR-01 が TDXCのお仲間の手助けも有り、無事に稼

働して、CBerとしてデビュー出来た事は自分の中

でも数少ない成果？であったように思う。後、バ

イクも購入出来たし、バイクでのソロキャンペ

ディもちょこちょこ行けたので、プライベートで

は少しだけ変化はあったように思う。ソロでの行

動は自由気ままで楽しいのだが、やはり皆でワイ

ワイやる時間は捨てがたいなと思うので、今年は、

TDXCの発行記念祝賀会も是非リアルな場で開催さ

れて、皆さんのご尊顔を拝みたいものであります。 

追伸：拙宅で「はなぶさ氏 FLAG」を色々試しては

いるが、どうも 864kHzは物凄いノイズが被って全

然入感しない。一番感度がいい UHV-9 で 864kHzを

聴くと、日にちと時刻によっても違いは出るけど、

最近は HBCが明瞭に聴こえる時が多い。他は東海

ラジオだと思う。最近 KBS は全く聞こえない。SBC

も然り。ROK もごくたまにしか聴こえない。FLAG

アンテナのどうしたらノイズが取れるか？試行錯

誤の繰り返しである。 

さぁ、今年も夏の暑さに負けないよう、お酒と糖

質を控えめにして、夏の体を作って行こう。テニ

スもキャンプも BCLも無線も身体が資本なのは 

間違いない。          （板倉 健） 

 

●今年も 4本の記事の執筆を終え、締切までに提

出することが出来た。毎年数本の記事を書いて、

遂に 10年の時が過ぎた。数えると今号までで 38

本の記事を書いていた。確かに原稿を提出し終え

るまではある種のプレッシャーがあるのだが、取

材の過程は楽しいし書いている瞬間もとても幸せ

な想いに浸っている。特に私は「OM 探訪」を連載

し、また関係者にインタビューしてレポートする

記事が多かったので、大勢の方にお会いして話す

機会に恵まれた。これを楽しいと思う私は人と

会って話すことが好きなのだと思うし、時には BCL

を肴に酒もご一緒させて頂いたがこれまた愉悦の

時間であった。研究レポート的な記事も幾つか書

いたが、調べることは自分の知的好奇心を満たし

てくれたし、これまた楽しかった。そして書き上

げた記事は活字として残るので、良い思い出に

なってくれる。色々な意味で、会誌づくりは高尚

な大人の遊びと言えるのではないだろうか。 

 次の 10 年も PROPAGATION は続いて行くだろうし、

私はまた新しい方と出会うことが出来るだろう。

そして色々と調べることは BCLという趣味の楽し

さを一層深掘りさせてくれるだろう。趣味をと言

うよりは人生を豊かにしてくれると思うし、今か

ら楽しみが満載だ。       （中川 弘夫） 

 

●PROPAGATION は今号が Edition 10、TDXCも結成

後 10 年となりました。他の原稿にも書きましたが、

10年前の 8月、中川さんと長谷川さんと私の 3人

での戸塚の飲み屋での会話をきっかけに TDXCを結

成、その後お二人の旧知の DX仲間や PROPAGATION

に共感していただいて編集長に連絡を下さった方

など徐々にお仲間が増え、それに連動して PROPAGA

TION の記事もバラエティに富んだものとなってき

たように思います。 

 メンバー各位はこの業界トップクラスの得意な

分野や拘りがありながらもとても謙虚で紳士的で、

なおかつユーモアもあり、BCL/DX以外の豊富な話

題も持ち合わせておられます。そういったメン

バーのお人柄が PROPAGATION の記事にも表れてい

ると思いますし、数々の宴席や DXペディションの

機会にお話を伺うことが私にとってはとても刺激

になり楽しかった 10年間でした。 

 久しぶりに Edition 1 から読み返してみました

が、ご一緒させていただいた DXペディションの記

事や宴席やシャック訪問時の対談記事などを読み

返しては、その時のリアルで楽しい雰囲気を思い

出します。コロナ禍でリアルな集まりや活動を我

慢・制限せざるを得ない状況が続いてきましたが、

TDXC11 年目はコロナ禍も収束・終息し、TDXCの

200



 

 

モットーである「密なご近所付き合い」ができる

ようになることを願ってやみません。 

 PROPAGATION Ed.10 が発表された後の恒例のお祝

い会は久しぶりにオンラインではなくリアルでの

開催になっているはず。久しぶりにメンバーの皆

さんとお会いするのが楽しみで仕方ありません。 

（五十嵐 雄希） 

 

●31 年勤めた会社を早期退職しました。今年 57歳

になるエンジニアです。この Propagation Edition

10 が発刊される時には、新しい会社で新たなチャ

レンジをしていることでしょう。人生は一度きり。

チャレンジに年齢は関係ないことを立証してみた

いと思っています。 

チャレンジすること、そして新たな非日常な刺激

と出会うために自らの手を動かして、自らの頭で

考え、自ら行動すること。まさにこれは DXingの

コンセプトと同じだと思うんですよね。（あ、デ

ジタルトランスフォーメーションじゃあないです

からね（笑）） 

今度の仕事は、海外に出ることが多くなりそうで

す。もちろん、ラジオとアンテナ は荷物の中に

忍び込ませて持っていきますから（笑）。 

JICAへ送る日・英文履歴書の作成と Propagation

原稿執筆の締め切りが見事に重なってしまい編集

長には大変ご迷惑をおかけしました。本当にごめ

んなさい。           （峯松 史明） 

 

●TDXC 会員頒布用の、PROPAGATIONモノクロ簡易

印刷誌を作り続けて 10年。Edition 1 のときは 7

冊だけの印刷でしたが、Edition 6 は 70冊にもな

りました。そして Edition 10 では、待望のフルカ

ラー印刷！ 試し刷りにと、Edition 1〜9 をフル

カラー印刷してみました。どの誌面もいっきに華

やかになり、写真や図の情報量もアップ。カラー

で鮮やかによみがえった思い出にひたりつつ、次

号への夢をふくらませています。（長谷川 眞也） 

お詫びと訂正 

◾PROPAGATION Edition 9 
 

・国内AM民放局がワイドFM化し NHKのAM/FMラジオ

が2波化するとどうなるのか？ 

p.58、右段下から7行目に誤りがありました。 

（誤）図4と図5は、送信電力を高さ方向で表現し

た送信所のマッピングとなります。 

（正）図5と図6は、送信電力を高さ方向で表現し

た送信所のマッピングとなります。 

 

 

 

・ROK技術倶楽部を迎撃！？インタビュー 

p.67、右段下から2行目に誤りがありました。 

（誤）では私からのです。 

（正）では私からの質問です。 

 

・「珍局を迎え撃て！」 

p.72、右段上から10行目に誤りがありました。 

（誤）2020年4月からはじまったラジオ沖縄「ROK

技術倶楽部」 

（正）2020年7月からはじまったラジオ沖縄「ROK

技術倶楽部」 

 

・外部アンテナ接続 MW/SW・DXで使うTECSUN PL-

330 

p.128、右段下から20行目に誤りがありました。 

（誤）電源OFF時の証明と音量です。 

（正）電源OFF時の照明と音量です。 

 

・いつも傍にはラジオがあった 

p.169、右段下から3行目に誤りがありました。 

（誤）Propagation発行オンエアーお疲れ様会。 

（正）Propagation発行オンラインお疲れ様会。 

 

・CWの魅力 

p.200、左段上から4行目に誤りがありました。 

（誤）「練習しがら継続することが楽しいと思え

るかどうか」 

（正）「練習しながら継続することが楽しいと思

えるかどうか」 

 

 

お詫びして訂正いたします。（編集） 
 

※図5と図6は、p.202に掲載

201



 

 

図 5 現在の国内中波送信所の送信出力別マッピングその 2

 

図 6 NHK の第 2 放送停波、国内民放局 44 局を「AM 停波」とした場合の 

国内中波送信所の送信出力別マッピングその 2 
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エフエム戸塚 サポートメンバー募集！のWebページ※ 
 

エフエム戸塚メンバーズカード（PDF ファイル） 
 

エフエム戸塚ノベルティグッズ 
 

とつかラジオ通信 
 

◆今年4月に開局13周年を迎えた、戸塚区のラジ
オ局エフエム戸塚（83.7MHz 10W）。2月から
「エフエム戸塚サポートメンバー」を募集してい
ます。入会条件はエフエム戸塚を応援したい方な
らどなたでも歓迎、年会費は個人が１口5,000円か
らです。入会特典は下記の通り。 
・エフエム戸塚ノベルティプレゼント 
・メンバーズカード発行（データ） 
・イベント情報等配信 
・年１回アニバーサリーメッセージを放送 

 
 
 
地元のラジオ局を応援するべく、さっそく入会。
「エフエム戸塚 Support Member 申込フォー
ム」※に、必要事項を入力して送信。指定の口座に
年会費を振り込むと、翌日にPDFの会員証が届き
ました（会員有効期間は１年間）。 
 

 
 
申し込みから3日後、入会特典のグッズ（ステッ
カー、ホイッスルペン、オリジナルマグネット、
ストラップ、タイムテーブル）が郵送されてきま
した。 
 

 
 
エフエム戸塚は、2017年に栄区、2018年に泉区
と「相互協力に関する協定」を締結。番組内でも
「栄防災防犯インフォメーション」や、栄区町内
会・栄区役所・栄消防署・栄警察署の情報コー
ナーを放送しています。 
戸塚区から泉区・栄区へとリスナー地域が拡大
したエフエム戸塚が、地域密着ラジオとしてます
ます盛り上がることに期待しています。 

（長谷川 眞也） 
 

※https://www.fm-totsuka.com/event/103-category04/1326-2022-01-26-11-17-26 
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◆PROPAGATION Edition 8 でご紹介した、横
浜18区ブランディングプロジェクトYocco18※の
キャラクター「戸塚しなの」。2022年 6月 20日
～6月 30日に西武東戸塚S.C.で Yocco18初のパ
ネル展が開催され、Yocco18のプロジェクトや全
18キャラクターを紹介するパネルの展示に加え、
戸塚しなのの等身大パネルがデビューしました。 
 
 

 
 
「戸塚しなの」およびYocco18のサポーターであ
る筆者も、さっそくパネルを見学。記念に戸塚し
なのと愛用ラジオのツーショット写真を収めてき
ました（ラジオはRADIWOW R-108、83.7MHz 
エフエム戸塚を受信しています）。戸塚しなのが
戸塚を代表するキャラクターになることを、心か
ら応援しています。      （長谷川 眞也） 

※https://www.yocco18.com 

©2020	Yocco18	

※https://www.yocco18.com 
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✒ ✒ ✒ 編集後記 ✒ ✒ ✒ 
 

◼TDXC 会誌「PROPAGATION Edition 10」をお読み下さり、どうもありがとうございます。おかげさまで、今年 TDX

C は設立から 10 周年、PROPAGATION も創刊 10 号を迎えました。ここまで活動を継続できたのも、ひとえに皆様の

ご支援の賜物と深く感謝いたしております。 

 

◼2012 年、戸塚の居酒屋トークが発端で TDXC が発足。翌年から PROPAGATION の発行もスタートしました。「ご

近所どうし、前向きに、いまの BCL を楽しもう」という会誌のポリシーに共感してくださった方々に、毎回バラエティ豊

かな記事を執筆していただきました。これまで会誌の発行にご協力いただいた皆様と、アドバイスや叱咤激励してく

ださった皆様に、あらためて御礼を申し上げます。 

 

◼PROPAGATION Edition 1 で『BCL の「アカルイミライ」』というテーマの TDXC 座談会を掲載しました。あれから 10

年、いくつかの夢や提案は実現しました。AIRSPY R2 で 10MHz の帯域記録が安価に可能となり、憧れの遠征ペ

ディが恒例行事になり、TDXC の仲間も 5 人から 18 人に増え、PROPAGATION は累計 3 万ダウンロードを数えるま

でになりました。次の 10 年で私たちはどんな夢を叶えることができるのか、いまからとてもワクワクしています。 

 

◼2 月にロシアのウクライナ侵攻がはじまり、世界情勢が不安定化しています。BBC などがふたたび短波放送を開始

したり、ロシア軍の通信が SDR で受信されたり、アマチュア無線のコンテストでロシア・ベラルーシが参加禁止になる

など、BCL やハムも状況を注視しています。しかし、ニュースや SNS で悲惨な戦場の様子を目の当たりにすると、心

からラジオ受信や無線を楽しめません。1日も早く戦争が終結し、ウクライナに平和が訪れることを願ってやみませ

ん。 

 

◼全世界の新型コロナウィルス感染者は、4月に 5億人を突破しました。夏には第 7波が警戒され、まだまだ厳しい

日々が続きますが、趣味を続けることで精神の均衡を保つことができます。BCL や無線を楽しめることに感謝しなが

ら、少しでも前を向いて歩みを止めないよう、これからもサークル活動を継続していくことが TDXC メンバーの願いで

もあります。今後とも TDXC および PROPAGATIONへ応援のほど、何卒よろしくお願いいたします。 

 

2022 年夏  長谷川 眞也（編集担当） 

 

 
 
 

»»»»»»»»»»»»»»»»»»» 
TDXC からのおしらせ 

 

＊2012 年 8 月に設立した TDXC (Totsuka DXers Circle)では、常時会員を募集しています。神奈川県横浜市戸塚

区およびその周辺地域にお住まいで、DXing（遠距離受信）に興味があり、会誌の内容に共感いただける方、DX ペ

ディションや会誌執筆を中心とした活動に参加したい方を歓迎いたします。 

＊会費は無料、会則も特にありません。会誌は一般向けに PDF版を無料配布していますが、執筆していただいた会

員にはオンデマンド印刷誌を有償にて頒布しております。詳細は下記までご連絡ください。 
 

E-mail：tdxc2012@gmail.com 
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PROPAGATION Edition 10 執筆者（50音順・敬称略） 
 
五十嵐 雄希、板倉 健、大場 英治、尾原 栄、甲斐 迅、シエスタ、せきやま☆れいわ、竹野 伸郎、 
中川 弘夫、長谷川 眞也、はまっこラヂヲ通信、hoya boya2015、峯松 史明、宮内 聰、森 豊巳、 
藪内 英男、吉野 光 
 
 
戸塚区紹介 

（データで見る戸塚 2022 年版/横浜市戸塚区役所総務課 発行 より） 
 
＊戸塚区のラジオ局エフエム戸塚(83.7MHz 10W)は、2022年 4月 29日に開局13周年を迎えた。 
 
 

 
PROPAGATION Edition 10 
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